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第I章

I は じ め に

本報告書 は 、 平成18 年度 の 文部科学省研究補助金 (基盤B) に採択 さ れ て 、 向 う 3 年 間

の 計 画 で取 り 組む こ と に な っ た研究 の1 年目 の 研 究経過 を ま と め た も の で あ る 。 本研 究 は 、

平成17 年度 に 、 文部科学省研究補助金 (基盤 研究 ( c ) 企画調査 に よ っ て 、 研究組織編成

の規模 や可能性及び研究 の意義 の 明確化 、 目 的 達成 の 可能性 な ど を 明 ら か に し た 上 での 本

格 的 に 取 り 組む こ と に な っ た 研究 で あ る 。 そ こで 、 こ こ で は 、 本研究 の 全 体構想 を述べた

上で 、 今 年 の 研 究 の位置づ、 けや経過 に つ い て言 及 す る こ と と し た。

1 . 研究 の全体構想

・ 助 産 師 の 育成 を目 的 に し た 教育 コ ー ス は 、 現在大学院、 専 門職大学院、 大学、 短期 大

学、 専 門 学校 と 多様 を 極 め て い る 。 そ の 多様 な コ ー ス に お い て 、 分娩例数 1 0 例 を 資格要

件 と す る 指 定規則 に照 ら し て 、 能 力 を そ の要件 の み に て 論議 さ れ、 看護系 大 学 の 統合カ リ

キ ュ ラ ム に お け る 助 産 師教育 の 問 題 が 指摘 さ れて い る し か し 、 そ れ ら の 批判 に つ い て は

必ず し も 科 学 的 デー タ に よ る も の で は な い。 ま た 、 平成 1 5 年度の 文部科 学省 の 看護学在

り 方検討会報告 で は 、 看護の 学士課程 に お い て は統合カ リ キ ュ ラ ム を前 提 と す る こ と が 明

かにされた。 そこで、 本研究で は、 看護系大学の統合カ リ キ ュ ラ ム による 助産師教育の到

達 目 標 を 学生の卒業後の キ ャ リ ア 開発を視野において、 職場適応との関連性に基づい て検

討す る こ左を 目 的に、 下記のような段階的な 目 標 を設定 し て取り組む。

① 助 産 師教 育 関係者及 び卒後 の学生 を引き 受 け る 現場の指導者 の 助 産 師 学 生 に 対 し て期待

す る 能力 を 明 ら か に し 、 能力 期待 に つ い て の 両者 の 認識 の特 性 を背景 と共 に 分析 す る 。

②看護 系 大 学 が 急増 し た約1 0 年前 ま で さ か のぼ り 、 統 合 カ リ キ ュ ラ ム に よ り 教育 を 受 け

た学生 の 卒業 後 の キ ャ リ ア 開発 の 過 程 を 各 自 が 受 け た教育目 標 ・ 内容 や卒業後 の職場 に お

け る 環境要件や個 人 的要件な ど に よ っ て 分析 す る 。

③ 大 学 に於 い て 統 合教育 を お こ な っ て い る タ イ の看護 大 学 に お け る カ リ キ ュ ラ ム の 調査 分

析 を 行 い 、 上記①、 ② の 分析 結果 と 比較検討す る 。

③ 上記① と ② の 結 果 の 分析 を 基 に 、 看護系 大 学の統合カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助 産 師教育 の

到達目 標 を構 築 す る 。

2. 研究課題の準備状況

看護系 大 学 の 統 合 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助 産 師 教 育 は 既 に 多 く の 大 学 で 行 わ れ て い る

が 、 そ の 教育 の 困 難性 に つ い て 、 時 間 数 の 不 足 、 卒業生 の職場不適応 等 か ら 指摘 さ れて い

る 。 そ れ ら の 問題 の信濃 性、 等 に つ い て 明 らか に す る た め に は 、 統合 カ リ キ ュ ラ ム に つ い

て 理解 を深 め 、 そ の浸透 度 に つ い て把握 し 、 助 産 師教育上 の課題 を把握 す る こ と や、 利 用

者か ら の 助 産 師へ の 期待 を把握 し て お く こ と が 必要 で あ る 。 そ こ で 、 本格的 な保健研究 を

子ナ ウ に 先 立つ て、 文部科学省 の 基盤 研 究 ( C ) 企画 調査 と し て 今 回 申請 研 究 の た め の 準

備調査 と し て 研 究 を 進 め る た め の 組織作 り 、 国 内 外 の 助 産 師教育の現状 と 課題 の 明確化 を

行 っ てき た 。
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3. 予想される結果と意義
①看護 系 大学 の 統 合 カ リ キ ュ ラ ム に よ る 助 産師教育 に よ る 成果 と し て の 卒業 生 の 社会適

応 を根拠 と し て示 す こ と が で き る 。

② こ れ ま で科学的根拠 な く 看護系 大学 に お け る 助 産師 教育 が非難 さ れて き た が 、 そ の背景

を 助 産 師教育担 当者 と現 場の助産 師 の 指導者 間 の 卒 業 時 に 期待 す る 能力 に つい て の認識の

ギ ャ ッ プ等 に よ っ て 明 ら か に す る こ と が で き る 。

③ 看護 系 大 学 に お け る 助 産 師教育の到 達 目 標 を 助 産師教育担 当者 と臨床に お け る 助 産師指

導者 の両者 の 能 力 期待 の 分析 の 基 に構築す る こ と か ら現 場 の 助 産 師及 びケア の利 用者 に 必

要 と さ れ、 将来専 門 性 を 発 展 さ せ る 助産 師 の 育成 に 寄 与す る。

④ こ れ ま で に 看護 系 大学 の 統合 カ リ キ ュ ラ ム にお け る 助 産師教育 の 到 達目 標 は看護系大学

共 通 な も の と して は 明 ら か に さ れ てい ない ので、 実際 に 助 産 師教育 を担 当 し てい る者 の 立

場 か ら、 本 研究成果 と し て 示す こ と に よ っ て、 看護 系 大 学に お け る 助産 師教育の 質の担 保

に 貢 献 で き る 。

⑤ 助 産師教育 を 長年経験 し、 そ の 上 、 看護 系 大学 の 統合カ リ キ ュ ラ ム に よ っ て 助 産 師教育

を担 当 し てい る 教員 に よ っ て 研 究チー ム を 編成 し て い る こ と か ら 、 助産 師教育 に 関 す る現

状分析 が容易 で あ り、 卒業 生 の職場適応 の振 り 返 り 調査 及 び前 向 き 調査 が 容易で あ る。

4. 平成 1 8年度の研究計画・方法
本 研究 の 1 年 目 で あ る 1 8 年度 に は 、

目 的 : 看護 系 大 学 が 急増 し た約 1 0 年前 ま で さ かのぼ り、 統合カ リ キ ュ ラ ム に よ り 教育

を 受 け た 学 生 の 卒業 後 の キ ャ リ ア 開発 の過 程 を 各 自 が 受 け た 教育 目 標・ 内容 や卒業 後 の職

場 に お け る環境要件や個人 的要件 な ど に よ っ て 分析 す る 。

研究方法①: 看護系 大 学の 統合教育 と し て助 産 師 教 育 の 教 育目 標や 内容 を 分析 す る 。

対象 と 方 法 : 看護系 大学で助産師教育の責任者 を 大学名簿 か ら 大 学 を ラ ン ダ ム サ ン プ リ

ン グ に よ り 約 1 0人 抽 出 し、 そ の 大 学 の責任者 に 対 し て 半構 成 的面接 を 行 う 一 方 で、 助産

師教育 カ リ キ ュ ラ ム、 特 に、 教育 目 的 と 内容 に 関す る資料 を 収集 し、 内容 分析 を 行 う 。

方法 :

ア . 教 師 へ の 面接調査 内容; カ リ キ ュ ラ ム 状 の工夫 、 演習、 実習教育の工夫 。 学生 の

能力 習 得過 程 の 特性、 卒業時点 の 学 生 の能力 達成状況。 統合 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助 産 師

教育の現 状 と 課題等

イ . 教育 に 関 す る 収集資料; 統合 カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助 産師教育 の位置づ け、 教育

目 的 ・ 内容 、 実 習 要 項、 カ リ キ ュ ラ ム 進度表 な ど

研究方法②; 看護 系 大 学 の 統合 カ リ キ ュ ラ ム に お い て 助 産 師教育 を 受 け た助 産 師 の キ ャ リ

ア 開 発過程 を 分析す る 。

対 象: 看護 系 大 学で 助 産 師教育 を 受 け て 病 院、 診療所 、 に 勤務す る 助産師 を 勤務場所別 、

経験年数 別 に 選択 し、 協力 の 得 ら れ た 助 産師 を 対象 に 半構 成 的面接調査 を 行い、

内容 分析 を 行 う 。

調査 数 は、 勤務 場所別で は、 病 院 の 規模別、 診療所 の機能別 に 各 1 0 名 計 6 0 名

経験年数別で は、 卒業後 1 年 目"-' 5 年 目 まで 各 年毎 に 各 1 0 名、

1 0 年 目 に 1 0 名 の 計 6 0 名
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調査 内 容 は 、 卒業直後 か ら の 経験 内 容 、 職場適応過程 に お け る 苦 労 し た こ と 、 嬉 し か っ

た こ と 、 目 標 、 助 産 師 の 専 門 性 の成長過程、 卒業 後 の現任 教育、 継続教育 の 受講 状態、 職

場環境 、 個 人 的 な 生活や健康状態 の 変 化 、 助 産師教育 へ の 期待 や要望等で あ る 。

研究方法③: タ イ の 看護 大 学 の シ ラ パ ス を日 本語 に 翻訳 し 、 内 容分析 を 行 う 。

5 . 平成1 8 年度の研究経過

1 ) 統合カ リ キ ュ ラ ム に よ る 助 産師教 育 プ ロ グ ラ ム の 卒業性 の キ ャ リ ア 発達過程

看護 系 大 学 に於 い て 助 産 師教育 プ ロ グ ラ ム の卒業 生 を 出 し て い る 大 学62 校 を 対象校 と

し て 、 協力 の 得 ら れた33 校 か ら の 回 答結果 を 分析 し 、 本報告省 に記載 し て い る 。

2 ) 看護 系 大学 に お け る 助 産師教育実施校 へ の 質 問 紙調査 結果

キ ャ リ ア 発達 に 関 す る 文 献検討を行 っ た後 に 、 看護 系 大学 の助 産師教育プ ロ グ ラ ム 修 了

生 を 対象 に イ ン タ ビ ュ ー 調査 を 行 っ た 結 果 を 分析 し 、 本報告書 に記載 し て い る 。

3 ) タ イ 王 国 の助 産 師教育 プ ロ グ ラ ム の 分析

タ イ 王 国 に於 い て 看護師 と 助 産 師 の 統合教育を 行 っ て い る マバ サ ラ カ ー ム 大 学 (196 8 年

設立 ) に お い て1985 年 に 改訂 さ れ た現 在 の カ リキ ュ ラ ム に よ る シ ラパ ス の 分析 結 果 を 本報

告書 に 記載 し て い る 。
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第 E章 第 1 班報告

「看護系大学の助 産師教育カ リキュ ラ ム にお け る 基礎調査」

I はじめに

近年、 専門職大学院や大学院修士課程、 ま た 大学の 専攻科な ど、 4 年間 の 大学教育 と は別 に 1 年ない

し は 2 年 の修業年数 を か け て 行 う 大学が現れ始め て い る 。 し か し多 く の看護系大学にお け る 助産師教育

は 、 統合カ リ キ ュ ラ ム と し て 4 年間 の看護基礎教育 の 中 で教育 さ れて い る 。 われわれ は平成 1 7 年度の

文部科学研究費補助金、 基盤研究 (C ) 企画調査 で、 統合カ リ キ ュ ラ ム にお け る 助産師教育プ ロ グ ラ ム 開

発 のため の準備調査 を 行 い 、 短期 大学専攻科、 助産師学校 と 比較す る 中 で、 統合カ リ キ ュ ラ ム におけ る

助産師教育フ。 ロ グ ラ ム の 特徴 に つ い て 明 ら か に した。

今回は、 統合カ リ キ ュ ラ ム で教育 し て い る 大学 に 焦 点 を 当 て 、 さ ら に詳細 に統合カ リ キ ュ ラ ム で行 う

助産師教育 に つ い て そ の 現状 と 内 容 を 明 ら か にす る ため 実施 し た 基礎調査 結果 に つ い て 報告す る 。

E 調査 目 的

看護系大学の統合カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助産師教育 に つ い て 現状の教育 目 標、 到達 目 標、 ま た 教育内

容な どそ の実態 を 分析 し 、 統合カ リ キ ュ ラ ム で行 う 助産師教育の現状 と そ の 問題 を 明 ら かにす る 。 今年

度 は調査 項 目 別 に分析 し、 考 察 を 加 え る 。

皿 調査方法

1 . 調査 対象

助産師養成課程 を 有す る 全国 の看護系 大学で、 調査 時点 に お い て 卒業生 を 出 し て い る

大学

2 . 調査 期 間

平成18 年9月

3 . 調査 方法

調査 対象校の助産教育責 任者 に対 し て の 質問紙郵送法

4. 調査 内 容 (巻末:資料 1 参照 )

1 ) 対象校の背景

2 ) 学生の助産師課程選択プ ロ セ ス お よ びその方法

3 ) 助産学に 関す る 講義 に つ いて

4 ) 母性看護学 ・ 助産学系 の 専任教員 に つ い て
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5 )統合 カ リ キ ュ ラ ム で助 産師教育 を行 う 際に 工夫 し た こ と

6 ) 統合 カ リ キ ュ ラ ム で行 う 助産師教育 に 関す る 良 い点 と 問題 点

7) 助 産 実 習に つい て

8) 助産実習に お け る 指導役割分担 に つい て

9) 統合 カ リ キ ュ ラ ム で学 習 した 学 生の 卒業時点 に お け る 思考 ・ 能 力 の特性

N 結果および考察

ア ン ケート配 布 数 は 62 部 、 そ の う ち回収 数 は 33 部 (回収率53 . 2% ) 、 有効回答 部数 33 部 (有効回答率

100% )  で あ っ た 。 以下に 、 調査内 容の集計結果お よ び考 察 を示す。

1 . 対象校の背景
図1 学部織成

!o学校数l

16 

学 部構成は 、「看護学 部」 1 5 校 (45.5%)、
14 

12 

「医 学 部J 1 4 校 (42.4%)、「保健学部J 2 校 (6. 1 %) 10 

で あ っ た ( 図 1) 。 助 産師学生修了人数が 6----- 10 名 の
8 

大学 の う ち「医 学 部

」は 33 .3% 、 同 じ く 1 1 名以上の 大学 では 75 .0% と 、
。

修了人数が 多 いほ ど「医 学 部」の占め る 割合 が 多か 看穫学部 医学部 保健学部 その他

っ た 。
図2 学部・学科設立年

|回学校教
学部・学科設 立 年 で最 も 早か っ た の は 1 964 年 で 、

6 

5 

そ の 後 、 1969'"'"' 1995 年 まで の 6 年間で計7 校、 1996 4 

'"'"' 2002 年 まで は 年 2'"'"' 5 校の設立 で計 24 校、 2004 3 

年は 1 校 で あ っ た (図 2) 。
2 

図3 1学年の定員数

1 学 年の定員数 (編入 生 を 総数に 含む 大学と

そ う で な い 大学 あり) は 、 定員数は 180 名 」 1 100 

名」各 7 校 ( 2 1 . 1 % )  と 最 も 多 く 、 次い で180

+ 10名J 5 校 ( 15 .2%)、1 60名J 1 90 名 J 4 校 ( 12 . 1 %)

で あ っ た ( 図3) 。 ま た 、 定員数 180 名 J 治 、 ら 1 100

名」 で は 、 助 産師 学 生修了人数

が 多 い傾向に あ っ た 。
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助産師学 生 の 定員数は、r 6'"" 10名Jが 20 校 (60.6%)

と最 も 多 く 、 次 い でr 11'"" 15 名 J 7 校 (21 .2%)、 1 1

---5名 J 4 校 (12 .1%) 、 r 16'"" 20名 J 1 校 (3. 0%) で

あ っ た ( 図 4)。

1学 年 の 助 産応募 学生数は、 把握 し て い る の が 1 1

年次J と し た の が 1 校 (3 .0%) で 、学 生数 は 1 20名 J

程 度、 1 2 年次j は 1 校 (3 .0%) で 1 15 名j、 把握 年

次 の 中 で最 も 多かっ た13 年次J は 19 校 (57 .6%) で

r3名 J ----13 0名 J 、1 4 年次」 は 2 校 (6. 1%) で1 6

"" 12名 J で、 あ っ た ( 図5) 。

平成 17 年度助産 師学生修了 数は、1 6"-' 10名 j が 15

校 (45 .5%) と最 も 多 く 、 次 い で1 1'""5名 J 10 校 (3 0.3%) 、

r 11"-' 15名J5 校 ( 15 .2%) 、r 16"-' 20名J 2 校 (6 .1%) 、

1 2 1---- 25名 J 1 校 (3. 0%) で、 あ っ た (図 6) 0 33 校の

平成 17 年度修了 生総 数は 281名 で あ っ た。
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助 産師学生 を 卒業 さ せた最初の 年度 で最 も

早か っ たの は 1968 年 で 、 上述 した学部 ・ 学科

設立年の最 も 早か っ た 1964 年の学生の卒業年

と 一致 し て いた 。 同 様 に 、 1 989 年 ま で は 開設年

度 と 卒業年度の一致を みた ( 図7) 。

図7動産師学生を卒業させた最初の年度

目学校数

以上の結果 よ り 、 現在 、 看護 系 大学 に お け る 助 産師教育は おもに 1 学年 の 定員数 が 80 ""' 100 名 の看護学

部 と 医 学部 に お い て 行な われ、 1 大学で年間 10 名 弱の助産師 が 養成 さ れ て い る こ と が わ か っ た 。

2 . 学生の助産師課程選抜プ ロ セ ス お よ びそ の 方法

助 産師学生の選抜 時期 は 13 年次後期J が 最 も 多

く 1 8 校 (54.5%) 、次い でほ年 次 前 期Jll 校 (33 .3% )、

14 年 次 前 期J2 校 (6 . 1 % ) 、 12 年次 後 期Jl 校 ( 3.0% )

のIi頃 で あ っ た ( 図8) 。

ま た 、 助 産師学生修了人数が 6 名 以 上 の 大 学 で は 、

選抜時期 を13 年次前期」 と す る 傾向に あ っ た。

選抜対 象 学 生 は「学 部 生 お よ び編入 生 J 2 1 校

(63 . 6%) 、 「学部 生 の みJ 12 校 (36. 4%) で あ っ た

(図9) c 

ま た、助 産師学生修了人数が6 名以上の大学 で は 、

編入生 を 選抜 し て い る 傾向 にあ っ た。
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助 産師 学 生 の選抜 方 法 ( 複数回答) と し て は 、 「 学

内成績J 28 校 (84.8% ) 、「面接J 27 校 ( 8 1 . 8% ) 、 「学

力筆記試験J 1小論文jは 各 1 2 校 ( 36 .4 0/0) で 実 施 し

て いた 。 そ の他 と し て 、「基礎看護学で習得 し た技術 に

関す る 実 技試験J 13 年 次 実 習評価J 1口頭試問 ( 事例 ) J 

「志願書J r編入 生 に は定 員 枠 を 設 け別途に選抜 を 行な

って い る j が あ っ た ( 図 10) 。

上述 した選抜 方 法 の う ち なつの 方 法 に よ る 選抜 ( 3

方法) J を 実 施 し て いた大学が 16 校 ( 48 . 5 % ) と 最 も

多く、 次 い で 12 方 法 J 9 校 (27.3 % ) 、 11 方法J 5 校

( 15 .2%) 、14 方 法J ( 12. 1%) 、15 方法J 1 校 ( 3 .0%)

の順 で あった ( 図 1 1 ) 。

ま た、13 方 法」の 内 訳 と し て 多 か っ たの は 、「面接J

「小論文J í 学 内 成績J 6 校 ( 18 .2%)、 「面接J I 学 内

筆記試験 J 1 学 内 成績J 5 校 ( 15 .2%) 、12 方 法 」 で は 、

「面接J r 学 内 成績J 6 校 ( 18.2% ) 、 1 1 方 法 」 で は 、

「 学 内 成績J 4 校 ( 12. 1 % ) で、あ っ た 。

複数の選抜 方法 と し て 、 「面接J 1 学 内 成

績」 を 実 施 し て い る 大 学が 多 い こ と が わ か

った 。

選抜に 関 す る イン7ォメーショ ン ( 複数 回答) につ

い て は 、「 各学年毎のガイ ダン ス J 28 校 (84.8% ) 、「入

学時のガイダン ス J 25 校 (75 .8%) 、「特別に設定す る」

16 校( 48.5% )、 「母性看護の授業中J 14 校( 42.4% )

で あっ た 。 そ の他 と し て 、 「シラパ ス に 明記J 1大 学

HPの 学生用掲示板J r編入 生 に は 入試要項及び個 人 対

応」が あっ た ( 図 12) 。
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前述 した選抜 の イ ンフォメ ーション 方法 の う ち 13

方法j を 実施 し て いた大学が 1 5 校 (45 .5 %) と 最 も

多く、 次 い で12 方法J 9 校 (27.3%) 、 14 方法J 5 校

( 15 .2%) 、r1 方法J 4 校 ( 12. 1 % ) の順 であった ( 図

13) 。

ま た 、 13 方 法」の 内 訳 と し て 多か っ たの は 、 「入学

時のガ イ ダ ン スJ 1各学年毎のガ イ ダ ンスJ 1特別 に設

定す るJ 7 校 (2l . 1 % ) 、「入 学時のガ イ ダンスJ 1各学

年毎のガ イ ダ ン スJ 1母性看護の授業 中J 5 校 (15 .2%) 、

12 方法」で は 「入 学時のガ イ ダ ン スJ 1各

学年毎のガ イ ダ ン スJ 6校 ( 18.2%) であ

っ た 。

必修科 目 の 開 始 時期 で最 も 多か っ たの は な年次前

期J で13 校 (39.4%) 、 次 い で13 年次後期J 8 校 (24. 2%) 、

14 年次前期J5 校 ( 1 5 .2%) 、 11 年次前 期J 3 校(9.1%) 

の順であった ( 図 1 4) 。

図13選彼のインフォメーション方法の数
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以 上 の 結 果 よ り 、 助 産師学生の選抜 の 時期 は 3 年次 、 方法 と し て は 2 方法以 上 を と る 大学が ほ と ん どで

あ り 、 特に「面接J 1学内 成績」 が 重視され てい るこ と が う かが えた。 ま た、 編入生 を 含む選抜 を 行な う 大

学が 6害IJ を超え て いた こ と か ら 、 学部生 あ る い は 編入生に 対す る 選抜 の 偏 り は な い も の と 思われ る 。

ま た、 助 産師学生の選抜 の イ ンフォメ ーション は多 く の 大 学 に お い て「入学時のガ イ ダ ン スJ 1各学年毎

のガイダンス」で 行な われ て お り、 こ の他に も 複数 の 方法で行な われ て いた こ と か ら 、 学生への助産師養

成 に 関 す る周知 は さ れ て い る と 思われた 。

必修科 目 の 開始時期 を 3 年 次前に し て いた大学 は 2 害IJ しカミな く 、 3 年次以 降に 助 産師教育 が 行な われて

い る 現状が う かが えた。
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3 . 助産学に 関す る 講 義につ い て (単独科 目 ・ 読み替え 科 目 ・担当教員数 )

助 産師教育関連 開講科目 に お け る 実態

1 ) 基礎助産学

助 産 学 に 関連 し て行われ る 授 業 について 、 基礎助

産学 を単独科目 と し て 開講して い る 学校 は 33 校の

う ち 29 校 で ( 無 回答 3 校) 、 単独単位 と し て 科 目 を

開講し て い な い 学校 が 1 校 を 含 め 、 その単位は最少

で0 単位、 最大 7単位で あ り 、 開講し て い る 学校の

平 均単位は 平 均 3. 3 で あっ た 。 学校数で 見 る と 最 も

多 いのは 開講2 単位が 7 校 、 次 い で 開講3 単位が 6

校であ っ た ( 図 15) 。

基礎助産学の読み替え を 行っ て い る のは 25 校で、

( 無回答8 校) 、 読み替え 科 目 と し て の単位は最少 1

単位、最大 18 単位であ り 、 平均 5 . 16 単位 で あ っ た 。

学校数でみ る と 、 最 も 多 いのは 4単位が 1 0 校、 次い

で3 単位が 4 校で、あ っ た ( 図 16)0

基礎助産学の授 業 を 担当す る 専任教員数 は 33 校

中 、 28 校 で最少l 人、 最大 19 人であ り 、 平均 3 .44

人であ っ た 。 担当して い な い学校は 1校、 そ の他 2、

無回答4で あ っ た 。 学校数でみ る と 、 最 も 多いの は

教員2 人 が 7 校、 次 いで3 人 が 6 校であった( 図 17) 。
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2 ) 助産診断 ・ 技術学

助産診断・技術学 を単独科目 と し て 開講して い る 学

校 は 33 校 の う ち 3 1 校 で ( 無 回答2 校) 、 そ の単位は最

少で 2 単位、 最 大 9 単位で あ り 、 開講し て い る 学校 の

平均単位は 平均 4. 9 0 で あった。 開講単位で最 も 多 い の

は 開講 6単位が 11 校 、 次 い で 開講4単位が 9 校 で あっ

た ( 図 18 ) 。

助産診断 ・技術 学 の 読み替え を 行っ て い る の は 16

校、 読み替え を し て い な い 学校は 6校であった ( 無 回

答 11 校) 。 読み替え 科 目 の単位は最少l単位、 最 大 17

単位で あ り 、 平均 2 . 8 6単位で あった 。 学校数でみ る と 、

最 も 多い の は 2単位が 7 校 、 次い で 3 単位が 3 校 で あ

っ た ( 図 1 9 ) 。

助産診断・技術学の授業 を 担当す る 専任教員数は 33

校 中 、 3 0 校 で最少l 人 、 最 大 19 人 で あ り 平 均 4. 5 人

で、あった 。 そ の他 1 校 、 無 回答 3 校 で あった 。学校数

で 見 る と 、 最 も 多 い の は教員 2 人 が 10 校、 次 い で 4

人 が 6校であっ た ( 図20) 。
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3 ) 地域母子保健

地域母子保健 を単独科目 と し て 開講して い る 学校

は 33 校の う ち 7 校 で 、 そ の単位は l単位 6 校、 3 単

位1 校 で 、 開講して い る 学校 の 平均単位は1. 28 で あ

っ た 。 開講し て い な い学校は 14 校で無 回答12 校 で

あ っ た (図21) 。

地域母子保健の 読み替え を 行っ て い る の は 28 校 、

読み替え を し て い な い学校は 無く、 無 回答 5 校 であ

っ た 。 読み替え 科目の単位は 最少 l 単位、 最 大 11

単位で あ り 、 平均 2.14 単位で、あっ た 。 学校数 でみ る

と 、 最 も 多い の は 1単位が21校 、 次 い で 2 単位、 2

校、 4単位 2 校 で あ っ た ( 図22) 。

地域母子保健 の授業 を 担当す る 専 任教員 数 は 33

校中、 3 校 は 無 く 、 20 校 で最少l人 、 最 大 9 人 であ

り 、 そ の 他 2 校 、 無 回答 3 校 で あ っ た。 学 校数 で見

る と 、 最 も 多 い の は教員 1 人 が 11 校 ずつで‘あ っ た ( 図

23)。
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4) 助産 管 理

助 産 管 理 を単独 科目 と し て 開講し て い る 学校 は 33

校のうち 2 4 校 で 、 そ の 単位は 1 単位 22 校 、 2 単位 2

校 で あった 0・開講し て い る 学校 の 平均単位は 平均 1.08 20 

で あったc 開講し て な い学校 は 4 校 、 無 回答 5 校 で あ 15 

っ た (図 2 4) 。

助 産管理の 読み替え を 行っ て い る の は 1 0 校 、 読み替

え を していな い 学校 は 9 校 、 無 回答 1 4 校 で あ っ た 。 読

み替え科 目 の単位は最少l 単位 、 最大 6 単位で あ り 、

平均 1. 5 単位で あ った。 学校数 でみ る と 、 l 単位 が 9

校、 6 単位、 l 校 で あ っ た ( 図25) 。

助 産管理の授業 を 担当す る 専任教員数 は 33 校 中 、 2

校は無く、 26 校 で最少l 人 、 最 大 11 人 で あ り 、 そ の

他 l校、 無 回答4 校 で あ っ た。 学校数 で 見 る と 、 最 も

多いのは教員 1 人 が 1 7 校 次 い で 2 人 が 5 校 で あった

(図 26)。
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図24助産管理単独科目
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5 ) 臨地実習

臨地実習を単独 科目 と し て 開講し て い る 学校は 33

校 で 、 その単位は最少4 単位、 最 大 1 0単位で あ り 、 平

均 6. 78 単位で あ っ た 。 学校数で 見 る と、 最 も 多 いのは

8 単位 11 校 、 次い で 6 単位10校 で あ っ た ( 図27 ) 。

臨地実習の 読み替え を行っ て い る のは 19 校 、 読み替

え を し て い な い学校 は 3 校 、 無 回答 11 校 で あった 。読

み替え 科 目 の単位は 最少l単位最 大 1 0単位で あ り 、 平

均 3 .05 単位で あ っ た 。 学校 数でみ る と、 最 も 多 いのは

2 単位が 8 校 、 次 い で 3 単位、 8 校 で あった ( 図28) 。

臨地実習を担当す る 専任教員 数は 33 校 中 、 27 校 で

最少 l 人 、 最 大 1 0 人 で あ り 、 その他 2 校 、 無回答4

校 で あった 。 学校数 で 見 る と、 最 も 多いのは教員 5 人

が 10校 、 次 い で 4 人 が 5 校 で あ っ た (図29 ) 。

図27臨地実習単独科目
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以 上 、 33 校の全 て の単独 開講科 目 の合計 は 最少で 6 単位、 最大 24 単位で あ り 、 平均 15. 69単位で あっ

た 。 ま た 読み替え 科 目 単位の合 計 は 、 31 校 で (2 校 無 回答) 、 最少1 単位、 最 大 4 6 単位で あった 。 平均 11 . 77  

単位で あった 。 ま た 、 読み替え 科 目 に 関 わ る 教員数は 3 0 校 中 、 最少で 2 人 、 最 大 で 59 人 で あ る 。

基礎助産学お よ び助 産診断・技術学 は単独単位科 目 と して9 0% 弱、 助 産管 理 は約72%の大学が 開講し て
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い る c 一 方 、 地域母子保健科 目 は、 単独単位 と し て 開講 し て い な い大学が約 40% と 多 く 、 読み替え科 目 と

し て い る の は8 4% にお よ び看護師 と 保健師の統合カ リ キ ュ ラ ム を実施 し て い る こ と に よ り 、 カ リ キ ュ ラ ム

の 内 容上 の 重複 を 考慮、 し た特徴で あ る と 考 え ら れ る 。

臨地実習 は全て の 大学で単独 に 開 講 し て い る。 こ れは、 母性看護実習 で は な い分娩期 の産婦の ケ ア (分

娩介助) を行 う ため の 、 助産師教育特有 な 実習 内容 で あ る こ と に よ る 、 と 解釈 で き る 。 ま た 、 指定規則 で

は 臨地実習 を8 単位 と し て い る が 、 開 講単位の少 な い大学や さ ら に 2 単位 も 多い大学の存在 を 考 え る と 、

各大学で の実習 内 容の深ま り や分娩介助 例数 の確保 につい て さ ま ざ ま に工夫 を行いつつ開講 し て い る こ と

が推察 で き る 。

4 . 母性看護学 ・ 助産学系 の 専任教員 に つ い て

1 ) 専任教員数 と 助産 師免許保有

母性看護学 ・ 助産学系33 校 で全専任教員 は 166 人、 平均 5. 03 人 で あ っ た。 う ち助産師免許保有の 専任

教員全数は 16 2 人 で l 大学最少 2 人 、 最大8 人で、 平均 4.91 人 の在籍 で あ っ た。 ま た 、 母性看護学 ・助 産

師学系 の教員 の助 産師免許保有 は 29 校 で、全員が持っ て い た。

2 ) 職位 に よ る 助 産学系担 当 科 目

回答 の あ っ た3 2 校 中 、 教授 が在籍 し て い る 大学は 27 校 で、 教授 は31 人 で あ っ た。 助産師免許保有の教

授不在は6 校 で あ り 、 そ の6 校 の 学部構成は医学部 4 校 、 看護学部 2 校 で、あ っ た。 27 校の教授 の うちl 校

は科 目担 当 が無 回答で、 あ っ た ため 、 26 校 の 教授 の助 産学系 の担 当 科 目 は最大6 科 目 、 最少 でl 科 目 、 平均

3. 55、 ほぼ 4 科 目 で、 あ っ た。 母性看護等 の科 目 は 除外し た ) 科 目 名 と し て は基礎助産学 (概論、 母性心理

社会学、 リ プ ロダ ク テ ィ フ、ヘル ス な ど) 、 助 産診断 ・技術 学、 助 産管理、 地域母子保健、 実習 など、で、 あ っ た 。

助 教授 は 26 校 中 29 人 の在職で あ り 、 平均 1. 1 2 人で あ っ た。 助 教授 不在校 は6 校であ り 、 無 回答 l 校 で

あ っ た。 助 教授 の担 当 科 目 は基礎助 産学 ( リ プロダ ク テ ィ プヘル ス な ど) 、 助 産管理、 助産診断 ・技術 学、

地域母子 保健、 母性の心理 と 看護、 実習 な ど で あ り 、 教授 同様に助 産学全般 に わた る 科 目 を担 当 し てい たc

講師は 22 校 中3 4 人 の在職で あ り 、 平均1. 54 人 で、あ っ た。 担 当 科 目 は基礎助 産学、 助産診断 ・技術 学 、

地域母子 保健、 実習 な ど であ っ た。

助 手 は 26 校 に 在籍 し 、 55 名 で、 平均 2.1 人 で あ っ た。 助 手 は主 に実習 、 技術 演習 を担 当 し て い る がl

校のみ 基礎助 産学、 助産診断 ・技術 学、 地域母子保健、 助 産管理の講義 ・ 演習 を担 当 し て い る 大学が あ っ

たc

3 ) 専任教員 の 教育課程別経験年数

教授 は、 回 答 の あ っ た 27 人 で 、 大学教育の経験の最 も 長 いの は 23 年 、 最少 で1 年未満 で あ り 、 平均9 .3 

年であった 。 短期 大学専攻科 での教育経験 が あ る も の は1 5 人 で平均 5. 5 年 で あ っ た。 養成所 で教育経験が

あ るもの は7 人 で 平均 5.7 年 で あ っ た 。 教授 の教育経験の合計は最 長 で3 0 年、 最 短 で1. 5 年で あ り 、 平均
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14. 17年 で あ っ た。

助 教授 は 、 回答の あ っ た 29 人 で、 大学教育の最 も 長い の は 17 年 、 最 も短 い の は 1年未満 で あ り 、 平 均

7. 17 年 で あ っ た。短 期 大 学専攻科 で の 教育経 験 の あ る 教員 は 9 人 で最長13 年、 最 も短 い の は 1年 で あ り 、

平 均 5. 44 年 で あ っ た。 養成所 で の 教育経 験 の あ る 教員 は 5 人 で 、 最 も長い の は 11年 、 最 も短 い の は l年

で あ り 、 平均 6. 2 年で あ っ た。 助 教授 の 教育経 験の合計 は最長で 2 1年、 最短 で 2 年 で あ り 、 平 均 9. 72 年

で あ っ た。

講師は回答の あ っ た28 人 で 、 大学教育が 最 も長い も の で 10 年、 最 も短 い も の は 1年で あ り 、 平均 4. 71

年 で あ っ た。 短 期 大 学専攻科 で の 教育経 験 の あ る も の は 11 人 で最長10 年 、 最短 2 年 で 、 平 均 5 年 で あ っ

たc 養成所 で の 教育経 験 は 7 人 で最長8 年 、 最短 2 年 で 、 平均 4.71年で あ っ た。 講師の教育経 験の合計 は

最長で 20 年 、 最短 で 1年、 平 均 7. 89 年 で あ っ た。

助手は回答の あ っ た 47 人 で 、 大学 での教育が最長10 年 で 、 最少は l年で あ り 、 平 均 3. 48 年 で あ っ た。

短期 大学専攻科 での 教育経 験 は 5 人 で 、 平 均 3 年 で あ っ た。 養成所で‘の 教育経 験 は 無 か っ た。

(ただ し 、 こ の結果は 教育課程別によ る 教育経 験年数 で あ り 、 た と え ば 教授 で 大学教育経 験 が 23 年 で あ

っ て も 、 助手・講師・助 教授 い ずれかの教育経 験年数 を当然含 ん で い る 。 )

4) 専任教員 の 臨床経 験年数

教授職に ある教員 25 人 (3 1 人 中 無回答6 人 ) の 助 産師 と し て の 臨床経 験年数は最大 20 年、 最少0 年 で

あ り 、 平 均 7 .82 年で あ っ た。

助教授の 29 人 の う ち 、 回答の あ っ た 2 7 人 の 臨床経 験年数 は 最 大 2 7 年 で 、 最少l年 で あり 、 平均 8. 92

年 で あ っ た。

講師 34 人 中 、 回答の あ っ た 30 人の臨床経 験年数は最大 13 年 、 最少2 年 で あ り 、 平 均 6. 51 年 で あ っ た。

助手55 名 中 、 回答の あ っ た 49 人の臨床経 験年数は最大15 年 、 最少2 年 で あ り 、 平 均 6. 25 年 で あ っ た。

回答のあ っ た、 教員総数 1 3 1 人のうち 47 人(35. 87%) は助産師 と し て の 臨床経 験 が 5 年未満 で あ っ た

( 図 30) 。

図30看護系大学教員臨床経験年数(職位別)
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5) 助産師教育修了 機関

各専任教員 の助産師教育修了 機関 は教授 (回

答 の あ っ た も の)3 0 人 中 、 養成所卒18 人 (6 0%) 、

短大専攻科卒 4 人 (13 .3 %) 、 大学卒8 人 (26.7 %)

で あ っ た。 助教授 で は 28 人 中 、 養成所卒13 人

(46. 4%) 、 短大専攻科卒7 人 (25. 0%) 、 大学卒

図31専任教員の動産師教育修了機関

100 首

80 % 

口大学

・短大専攻科!

図養成所
60 % 

4 0 首

8 人 (28.6 %) で あ っ た。 講師では3 2 人 中 、 養 I 20 % 

成所卒1 4 人 (43.8 %) 、 短大 専攻科 卒1 2 人 0 %  

(37 . 5%) 、 大学卒6 人 (18.7 %) で、 あ っ た。 助

手では 51 人 中 、 養成所卒1 4 人 (27 . 4%) 、 短大

専攻科卒 23 人 (45.1 %) 、 大学卒1 4 人 (27 . 5%) で、 あ っ た (図31 )。

教捜 助教授 講師 助手

以上の結果 よ り 、 助 産師免許を 持つ専任教員数の平均 が約 5 人弱 で あ る こ と 、 母性看護学系 の担 当 科 目

を除外 し て い る も の の 、 平均 で 4 教科の担 当 で あ る こ と 実習 も 21 人 (6 5.6 2%) の教授は担 当 し て い る

こ と を 考 え る と 、 教員 の授 業 ・ 実習担 当 時 間数 は多い と 推測 で き る 。

5 . 統合カ リ キ ュ ラ ム で助産師教育を行 う 際に工夫 し た こ と

33 校 中 、1 4 校が 統合カ リ キ ュ ラ ム で助 産師教育 を行 う 際に工夫 し て い る こ と に回 答 し て い た。 自 由 記載

さ れた 内 容 は 43 項 目 で、多岐 に わた っ た。

以 下 、 分類過程で【 】 は カ テ ゴ リ を r J は工夫 の 内 容 を 示す。 工夫 点 は『授 業方法』 、

『授 業 内 容』 、『 実習J、『授 業 と 実習 の双 方』 、『 科 目 』 、『 学習 方法』、『 学生 の 準備性』、『 考 え方に関す る

こ と』 の8 項 目 に 分類 さ れた (表1 )。

【授 業方法】 に 関す る こ と で は 「演習授 業 の工夫 J 、 「講義方法の工夫 J 、 「学習 教材 の有効性J 、 「 グ‘ルー

プワー ク の活用 と ペーパーシ ュ ミ レーシ ョ ン を 活用 し た演習 j で、あ っ た。【授 業 内 容】 で は 「教員問 の連携

に よ る授 業 内 容 の充 実j 、 「学習 内 容のイ メージイ旬 、 「周

産期以外の科 目 を お こ な う 」 、 「授 業 内容 の工夫 J 、 「授 業 内 容の 重複回避 J 、 「助産師教育の導入 教育J 、 「教

師 間 の連携 と授 業 内 容 の精選J で、 あ っ た。【 実習] で は 「母性看護学 ・ 助産学実習 の 連携j 、 「実習 内容の精

選 と 統合J 、 「実習教材の工夫 j 、 「 実習 内 容 の精選J 、 「実習施設 の 開拓 J 、 「地域実習 と の統合j 、 「濃厚 な実

習 内 容j 、 「短期 間 の 分娩時例の確保j 、 「臨床施設 ・ 実習指導者 と の連携J 、 「実習 の仕方の工夫 J で、 あ っ た。

【 授業 と 実習 の双 方} で は 「理論 と 実践の連動 J 、 「集 中 講義 と 夏季休 業 中 の実習 j 、 「講義内容 と 実習 内容

の読み替 えJ 、 「演習 と 実習の連携j で、 あ っ た。i 科 目} で は 「読み替 え J 、 「他の科 目 と の学習 内容の整理j 、

「 読み替え科 目 の工夫 j 、 「科 目 の 関連j 、 「効果的な カ リ キ ュ ラ ム の作成j 、 「 単独科 目 を設定 し、 単位数を

増やすj 、 「実習科 目 の順序性j 、 「 読み替え科 目 の有効性j 、 「科 目 の 強イヒ j 、 「読み替え科 目 と の連携J 、 「他
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の科 目 と の連携j で あ っ た。[ 学習方法] で は 「事前 ・ 事後学習 の推進j 、 「 自 己学習 の推進j 、「学習 の仕方

のJII頁 序性J で あ っ た。【 学生の準備性】 で は 「学生の レデYネ ス の把握J 、 「順序性 と 学生への動機づ け」 で

あ っ た。【 教育 の 考 え 方] は 「助産学 は看護学の一部J で、 あ っ た。

表 1 統合カリ キュラムで 助産師教育上、工夫 した こと

カテゴリ 工夫の 記述内 容

【授 業方法】 学習教材の有効 性

グループワーウの活用とへ.ーハ.ーシュミレーションを活用した演習

演 習捜 業の工夫

講義 方法の工夫

母 性看護学 ・ 助産 学の 実習の 連携

実習 内容の精 選と 統合

実習教材の工夫

実 習 内容の精 選

実習施設の 開拓

地域実習と の 統合

短期 間の分娩事 例の確 保

臨床施設 ・ 実 習指導者と の 連携

実習の 仕方の工夫

【 実習】

【授 業と 実習の双 方】 理論と 実践の 連動

集 中講義と 夏季休 業中の 実習

講華 内容と 実習 内容の読 み替 え

演 習と 実習の 連携

【授 業 内容】 教員聞の 連携に よる授 業 内容の充 実

学習内容の イメージ化

周産期 以外の カリ キュラムを行っ ている

授 業内容の工夫

授 業内容の重複の回避

助産師教育の 導入 教育

教師聞の 連携と 講華 内容の精 選

読 み替 え

他の 科 目と の 学習内容の 整理

」
読 み替 え科目戸末
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科 目の 関連

効 果的 なカリ キュラムの作 成

単独科 目を 設定し、 単位教を増 やす

実習科 目の順序 性

読 み替 え科 目の有効 性

【教 育の考 え方}
ト一一一

【 学習方法】

科 目の強化

読 み替 え科 目と の 連携

他の 科 目と の 連携

助産は看護学の一部

事前 ・事後の 学習の促進

自 己学習の推進

学習の 仕方の順序 性ヤ一一一一一
【 学生の 準備性】 学習の レディネスの把握

順序 性と 学習への 動機付 け
L一一一一←一一→ー一一一一一

各大 学 と も 学生 の レデ ィ ネ ス 、 カ リキ ュ ラ ム の 順序 性、 学習 内 容 の充 実 、 授 業 内 容重複の 回避 、 授 業 と

実習 の連動性な ど、 さ ら に はカ リキ ュ ラ ム 外の学生 の準備性 な どさ ま ざ ま な工夫 をお こ な いつつ教育 を行

っ て い る 実態が あ っ た。

6 . 統合 カ リキ ュ ラ ム で行 う 助 産 師教育 に 関す る 良 い点 と 問題点

1 ) 大 学 に お け る 助産師教育の よい点

33校中 、 3 0 校 が大 学 に お け る 助産 師教育の よ い点 に回 答 し てい たc 自由記 載 さ れた 内容 は5 0 項 目 で あ

っ た。 これ ら を 内 容分析 し た結果、 大 学 に お け る助 産師教育の よ い 点は、 1 ) 統合カ リキ ュ ラ ム に よ る 教

育 の利点、 2) 教育課程 の編成等へ の劃意工夫 に よ る利点 . 3) 少人数で短期 間 の 教育に よ る利点 、 4) 学

士課程教育共通 の利点、 に 分類 さ れ た (表 2) 0 1 ) に は、「 幅広い 教育が で き る 」 、「 学習 資源 が 豊富」 、「 他

の 専 門領域か ら 支援が得 ら れ るJ 、 「学生のレデ ィ ネ ス が 一定で あ り改め て把握 し な く て よ しリ 、 「濃密 な

指導J 、 「養成数 の多 さJ 、「 助産実習 と卒 業研究 を連動 でき るj 、 1 3 つ の 国家資格を 同時に 得 ら れ る 」 等 の

意見 が含 ま れ て い た。 2) に は、「 学生に負担 の少 な い カ リキ ュ ラ ムJ 、 14年間助産 学 を ゆ っくり 学ぶ こと

が で き る 」 、 「 実習施設 と の連携や協力体制j 、「 各実習施設 に指導教員 を 配置J 、 「助産実習 を長期 期 間 中 に

は実施してい なしリ 、 「 助産師 とし て の責 務 を実習 体験の中 で学ぶ j 等 が 含 まれてい た。 3) に は 、 「少 人数

教育 が で き るJ 、 「 学習 に対す る モ チベー シ ョ ン の高 い学生J 、 「個別性 の 高 い教育指導が可能」 、「 振り 返り

学習 を 効果的 で き る 」 等 が 含 ま れて いた。 4) に は、 「教員 の熱意 と努力」 、 「 学習資源 とロ ールモ デルの活

用J 、「 学習 の順序性J 、「 自 己学習 の推進」 等 が 含 ま れて いた。
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表 2 大学に おける助産師教育の よい点

分類

1 ) 統合カリ キュラムに よる教育の利 点

分析 された 内容

専門 性の広がり ・ つながりの 学習

正常から 異常までの幅広い学習がで きる

理論と 実践の つながりが 学習で きる

学習資源の豊富 さ

総 合実習の効果的 な活用

他の 専門領域から 支援が得ら れる

学生の レディネ スが一定で あり 、把握しなくても良い

学生の レディネ スの把握

学生の レディネ スが一定で ある

助産課程 選択の意 思決定に充 分 な時間をか けること がで きる

濃厚 な指導

教育的 関わりが濃厚

長期休暇 中の効果的 な 自 己学習の奨励(推進 )

養 成数の多 さ

助産実習と 卒 業研究を 連動でき る

助産は看護の分野と 考 えられ る

3 つの 国家資格を 同 時に得られ る

2)教 育課程の編 成等への創意工夫によ| 学生に負 担の 少ないカリ キュラム

る利 点 継続的 なケア

周産期 以外の カリ キュラムを行っ ている

4 年間、 助 産学を じっ くり 学習で きる

編入生に門戸を 開いている

実習施設と の 連携

実習施設の 協力 体制の構築

地域と の 連携体 制が よい

| 実習施設と の 協力 体制がで きている

実習施設と の よい 関係性

各実習施設に 指導教員を配置

J、ィリ スク実習ので きる実習場所の 選択

臨床指導者と教員の 役割分担 が 明確にで きる

助産実習を 長期休暇 中に は実施していない
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3) 少人数で 短期 間の 教育に よる利 点

4) 学士 課程教 育共通の利 点

助産師と しての責務を 実習体験の 中で 学ぶ

助産師と しての責務と 学習

少人数教育がで きる

学習に 対するモチベーションの 高い 学生

個別性の 高い教育指導が 可能

振り返り 学習を効 果的にで きる

教育的かか わりが濃厚

実 習 中の 教員に よるマンツーマン指導

教員の熱意と努力

教材の工夫

学習資源と ロ ールモデ ルの 活用

ロ ールモデ ルの 提示

学習の順序 性

教育の順序 性を考慮 している

カリ キュラムの順序 性

科 目の順序 性

自 己学習の推進

キャリ ア発展の 基礎を充 実させている

基礎 教育と卒後教 育の 連携

こ れ ら の回 答 を助産 課程修了 学生数、 専任教員数、 助産 の必須科 目 の 開 講年次に よ る 差が見 ら れなし 1 か

を 分析 し た が、 いずれ も 特別 な 相 違 は 見 ら れな か っ た。

2 ) 大学 に お け る 助産師教育の 問題点

33 校 中、 29 校 が 大学に お け る 助産師 教育 の 問題点に回 答 し て い た。 自由 記載 さ れた 内容 は3 5 項 目 で あ

っ た。 こ れ ら を 内 容分析 し た結果、 大学に お け る助 産師教育 の 問題点は、 1 ) カ リ キ ュ ラ ム や教育 内 容 に

関 す ること 、 2) 実習 に 関す る こと 、 3) 学生の選考 に 関す る こ と 、 4) 教員の負担 に 関す る こ と に分類 さ

れた (表 3) c 1 ) に は、 過密カ リ キ ュ ラ ム、 時間不 足、 教育 内 容 の 制 限 ( 周 産 期 に 特化)、 助産 以外の科 目

の 学習 を圧迫、 段 階的 な教育が 困難、 変則 的 な 時間割、 等 が含 ま れて い た。 2) に は、 実習施設 の確保 困

難、 実習 時 間 の確保困難、 臨床指導者 と 学生の 関係が希薄、 助産所での学習 困難、 分娩件数不 足 に よ る 実

習 期 間延長、 等 が 含 ま れ て い た 。 3) に は、 学生選考時期 の制 限、 学生数 の 制 限、 学力 重視の学生選抜、 4)

に は、 教員 数 の 不 足、 教員 の負担 大、 教員 の指導体 制整備 の 限界、 等が含 ま れて い た。

表 3 大学に お ける助産師教育の問題点
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分類

1)力リ キ斗ラムや教育内容に 関すること

l 2) 実習に 関するこ と

過密 カリ キュラム

変則的 な時間割

分析 された 内容

集 中講華に伴う事前事後 学習の不足

短期集 中の カリ キュラム

読 み替 え科 目の 内容が不適切

他科 目の 学習への圧迫

単独科 目の 単位不足と 時間不足

他科 目 と並行 すること に よる効率の 悪さ

集 中的 学習に よる段階的 学習の困難

教育内容の 制限( 周産期に特化、健康 教育や保健教 育の 体験困難)

教育内容の 制限( 方法論に 特化、 職業志向性や助産の概念、 統合的 な対象理解は

教育肉容の 制限( 継続 事例困難)

看護の 基礎の不足

! 実習施設の確 保困雛

| 実習施設が 遠隔地

[ 助産所 での学雪困難

1 実習時間の確 保困難

| 時間数の不足

!分娩件 数の不足に よる実習期 間延 長

24 時間実習に よる学生の負担 大

[ 臨民指導者り指導圏平
| 臨床指導者と学生の 関係希薄

| 臨床但IJの 過大な期待

l 謝金の確 保困難

3) 学生の 専攻に 関すること 寸主主訟の 制限

: 4)教員の負担に 関すること

i編入生 と学部生のバランス保持困難

1 学力重視の 学生 選抜

い 学生選考時期の 制限

十教員 数の

) 教員の負担 大

! 教員の 指導体制整備の限界
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5) その 他

| 教員配置の困難

円…一迫
就職活動への圧迫

読 み替 え科 目担 当教員と の 統合カリ キュラムに よる助産師教育に ついての 認識のず

れ

こ れ ら の回 答 を助産 課程修 了学生 数、 専任 教員数、 助産 の必須科 目 の 開講年次 に よ る 差が見 ら れなし、 か

を 分析 し た が、 いずれ も 特別 な相違は見 ら れな か っ た。

7 . 助産 実習 に つ い て

1 ) 実習施設 に つ い て

全 て の大学が病院で の実習 を 行 っ て い た が、 l 施設の みで実習 し て い る 4 校 の う ち、 3 校

は学生 数が少数で、あ っ た。 残 り 29 校 は複数以 上 の病院で実習 を 行 っ て お り、 実習 病院の数が3 施設、 4 施

設 で あ る 大学が9 校ずつ で、あ っ た。 専任 教員 が多い 大学の 方 が 多 く の病院で実習 して い る傾向 に あ っ た。

診療所 を 実習 施設 に し て い る の は1 0 校 (3 0. 3% ) で あ っ た。

助産所 で は、 23 校 (69 .7% ) が実習 を行 っ て いた。

2 ) 継続実習 に つ い て

継続事例実習 を 行 っ て い る 大学は33 校 中 28 校(8 4.8% ) で、あ っ た。 継続事例 の受持ち

開始時期 は、 妊娠初 期 か ら退 院後 ま で、が あ っ た。 開始時期 の多い順 に な ら べ る と、 妊娠 中 期 か ら が8 校、

分娩期 か ら が7 校 で、 あ っ た。 継続事例 の終了 は、 退 院時か ら 学生 の 卒業 ま でで あ っ た。 最 も多 い の は産後

1ヶ月 ま での 20 校 で あ っ た。

継続事例 を 受 け 持つ 際 に工夫 し て い る こ と は、 ケ ー ス 選択の工夫、 指導方法の工夫、 受

持 ち 時期 の工夫 、 実習方法 の工夫 に 大別 さ れた。 継続実習 の意義は、 周産 期 を 通 し て の対象 理解、 助産 師

の あ り 方、 他職種と の連携、 援助体 験、 学生 成長、 学習効果 に 大別 さ れ た。

継続実習 に つ い て、 理想的 な 実習 を行 う こと の 困難 さ や限界 を感 じ て い る と の意 見 が 見 ら

れたc ま た、 継続事例 は必ず し も 必要ない と の意見 も 見 ら れた。

必要 な継続事例の例数は、 l 例 が 1 1 校、 2伊jが6 校 と、 1'""2 例 と 考 え る も の が多 か っ た。

2 事例 を 行 っ て い る の は、 専任 教員数が6 名 以 上 の 大学 に 多 かっ た。 助産 師学生 修 了 人数や必修科 目 開 始

年次に よ る 継続実習 の 内 容 と の 関連 は認 め ら れて な か っ た。

すべ て の 大学が病院での実習 を行 っ て い た c 各大 学 は分娩数の多い病院を主と し た 実習施設 と し て い る

が、 多 く は複数の病院 を実習施設と し て い たc さ ら に、 診療所、 助産所 な ど で も 実習 を し て お り、 助産 師

学生 が分娩介 助1 0 例程度 を満 た すた めに 、 実習期間、 教員 と 実習施設の分娩数、 指導体 制 等 を 考慮 し て、
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実習病院 を確保 し て い る こ と が推察 さ れた。

過密 だ と さ れ て い る 大学教育の中 で、 継続事例 を8 割以上の大学が行 っ て い た。 こ れ は必修科 目 開始年

度 と は 関係 が み ら れず、 実習期 間 の設定上の工夫 を し て い る と 考 え ら れ る 。 専任教員 数が6 人以上の大学

で は継続事例 を 2 事例 を 行 っ て い た が 、 産後 の継続事例は l 事例 、1ヵ月後 ま でが 大 変 で あ っ た。 専任教

員数が実習 内 容や受 け 入れ ら れ る 学生の数に影響を及ぼ し て い る こ と が考 え ら れ 、 当 然 の結果で あ る 。

8 . 助産 実習 に お け る 指導役割分担 につ い て

妊娠期 の ア セ スメン ト は主 に教員 が 、 ケ ア は教員 と 施設指導者 の 両方が担 当 し て いた (表

4) 。 分娩期 の ア セ スメン ト 、 ケ ア 計画立案、 ケ ア 実施 、 評価、 分娩直後 の新生児 の ケ ア の ほ と ん ど は施設

指導者が担 当 し て い た。 産事辱 期 の ア セ スメン ト 、 ケ ア 計画立案、 ケ ア 実施 、 評価、 お よ び新 生児期 の ア セ

スメン ト 、 ケ ア 計画立案、 ケ ア 実施、 評価は教員 と 施設指導者の 両方が担 当 し て い た。 家庭訪問 の実施、

評価 は主に教員 が担 当 し て いた。

実習 環境 の 調整や学生 に 対す る 支援は主 に 教員 が行 っ て い た が 、 施設指導者 も 関 与 し て

いた。

表4 教員と 施設指導者の 指導役割分担

指導役劃 分子寸 教育項 目

主に 教員 |妊婦健診技術、妊婦のアセ スメント、妊婦の計画 立案、妊娠期の ケア、妊娠期の ケアの評価、家

l庭訪問の 実施と評価、 実習の全 体評価、 実習中の 基本的生活支援相談、 学生の心 理支援 、 実習

環境の 調整

施設指導者

l 産婦の入 院時の 看護 分嶋崎の ケア 分娩 時の ケア 分娩直後の新生 児の ケア

ー1期のート分娩第1m!(1)HOOi 立案 分娩第1期 …評価 分娩i

評価、分娩 時の 間接介 助と評価、分娩第4期の ケアと評価、新生 児のアセ スメント、新生 児の ケア

計画立案、新生 児の ケア、新生 児の ケアの評価、祷婦のアセ スメント、 入院中の祷婦の ケア、入院

中の構婦の ケアの評価

主に 施設指導者

状況に応じ て教員か

*最 も回答 が多かったところに分類

大学が実習 指導者 を任命 す る 形式は半 数以 下 (33 校中13 校:39 . 4% ) で あ っ た。

助産 師学生修 了 人数、 必修科 目 開 始年次 に よ る 継続実習 、 専任教員数 と 、 指導 分担 と の 関連は認め ら れ

亡 い な か っ た。

妊娠期 の ア セ スメン ト 指導は主に教員 が担 当 して い た が 、 そ の ケ ア の実施指導は教員 と 指導者の 両方が

8UI

 

n4

 



担 当 し て い た。 こ れ は分娩施設 に所属 し な い助産師 が監督 指導で き る 部分と そ う でな い部分が あ る こと を

示 し て い ると 考 え る 。 分娩期 に つ い て は産婦の ケ ア の 責任は施設 の助産師に あ るとし 寸 前提が あ り、 そ の

ほと ん ど の指導が施設指導者 に任 さ れて いた こと は 当 然 の結果で あ る 。

ま た、 学生 の 受 け持つケー ス は正常に経過す る 予測 に あ る も の、 経過 し て い る も の で あ る が、 現代の妊

産婦に お い て ハ イ リ ス ク 妊娠分娩 が 増 え て い る こと か ら、 分娩期 に は突 発的 な 異常 も 起 こ り やす く早 期 対

処 が 求 め ら れ る こと も あ り 、 施設の助産師 が担 当 して い ると も 考 え ら れ るc こ れ は突 発的 な異常が起 こ り

に く い新生 児期や産樗 期 が指導者と 教員双 方が担 当 し て い る こと、 医療機関 を離れた後 の家庭訪問 は教 員

が担 当 し て い る こと か ら も 想像 で き る こと であ る 。 こ の指導分担 も 学生 数や教員等の人数は関係 な か っ た

とし寸 結果は、 学生の人数に 関係 な く 、 助産実習 に は 臨地の助産師 に よ る 指導は必要不可欠 で あ り、 指導

力 があ る 助産 師 がし、 ない病院での助産実習 は教員だ け で は 限界が あ り、 産婦 の安全性確保 の点 か ら も 非常

に 困難 で あ る こと を意 味す ると 考 え る 。

9 . 統合カ リ キ ュ ラ ム で学習 し た学生 の卒業時点に お け る 思考 ・ 能力 の特性

多 く の学生(8 0% 以 上) が持 っ てい る 特徴 は、 人間 関係の形成過程 を充 分学ん でい る、

分娩第 l 期"' 4 期 ま での継続的 ケ ア の重要性 を認識 し て い る、 母 子 一組 を 重視 し た かかわ り の 重要性 を認

識 し て い る 、 対象 者 に合わせ個別的 な看護 を 展 開 す る、 異常妊婦 ケ ア技術 の不足が あ る、 主体 的 に ア セ ス

メ ン ト を す る 、 対象 者の身体 的 ・ 心理的 ・ 社会 的側面 に つ い て総合的 に 判断す る 能力 が あ る、 研究の基礎

能力 が ある 、 地域に お け る継続的 ケ ア の重要性を認識 し て い る、 専門職と し て の白 分の将来 に つ い て の確

かな 目 標 を持つ、 専門職と し て 責務 を理解 し て い る、 で、 あ っ た (表5 ) 。

表5 助産 師教 育に おける統合カリ キュラムに ついて

」ある

卒業 時点の 助産 課程 修了学生の 思考 や能力の特 性項 目

分娩第1期 -4期までの継続的 ケアの重要性を認識 している、 母子一組を重視 した 関わりの重要性を認

識 している

lまぽ ある 人間関係の形成 過程を究分 学んでいる、妊婦健診に 関する技術の不足 がある、分娩介 助に こだわら ず

トー一一一一一 一一一
i やゃ ない

| 主 体的に ケアがで きる、 対象に 合わせ個別的 な看護を 展開する 、異常妊婦 ケア技術の不足 がある、ヘ

ルスプロモーションの知識に 基づいた保健 指導を する、妊産構の 各期に ある女性の 個々の 体験を 大切

に しケアに生か す、 主 体的に アセ スメントする、文献を 活用 した ケース レポートの作成能力 がある、 対象

の身 体的 ・心 理的 ・社会的 側面に ついて総 合的に判断する能力 がある、 研究の 基礎能力 がある 、 地域

保健の システムを 理解し活用の 方法を考 える、地域に お ける継続的 ケアの重要性を認識 している、 助産

は看護の分野と 考 えられ る、 専門職と しての 自分の将来に ついての確か な 目 標を持 つ、専門職と して責

務を 理解している

ケア周辺に あ る病棟業務を把握する能力 がある、 ケア計画を 病棟の流 れに応 じて組 み立てられ る、 臨床

「「υつ白



[での即戦力の期待に…一技…吟い

*最も回答が多かったところに分類

半数以 上 の 学生 (50% 以上) が 持 っ て い る 特徴は、 妊婦健診 に 関 す る 技術 の 不 足 が あ る 、 分娩介助 に こ

だわ ら ず主 体的 に ケ ア が で き る 、 ヘル スプロ モーシ ョン の 知識に基づ い た保健指導 を す る 、 妊産 祷の各期

に あ る 女性 の 個 々 の体験 を 大切 に し ケ ア に 生 かす、 文献を活用 し た ケー ス レポー ト の 作成能力 が あ る 、 地

域保健 の シス テ ム を 理解 し活用 の方法を考 え る 、 助産 は看護 の 分野 と 考 え ら れ る 、 で、 あ っ た。

半数以 下 の学生 し か持 っ て い な い特徴は、 ケ ア 周辺 に あ る 病棟 業務 を把握 す る 能力 が あ る 、 ケ ア 計画を

病棟 の流れに 応 じ て組み立 て ら れ る 、 臨床で の即戦力 の期待に応 え ら れ る 、 看護 ・ 助産 技術 が正確でない、

であ っ た。

助産 師学生修 了 人数、 必修科 目 開始年次 に よ る 継続実習 、 専 任教員数 と 、 指導分担 と の 関連 は認め ら れ

て な かっ た。

半数以上の学生が持っ て い る と さ れた特徴 は 、 従来言 われ て い た 、 学士課程 (統合カ リ キ ュ ラ ム ) で助

産 師教育 を受 け た 学生の長所 (強み) と一致 し て いた。 ま た 、 半数の学生 し か持 っ て い な い特徴の う ち、

「 ケ ア周辺 に あ る 病棟 業務 を把握 す る 能力 が あ るん 「 ケ ア計画 を病棟 の流れに応 じ て組み立 て ら れ るJ、 「臨

床での即戦力 の期待に応 え ら れ る 」 は、 受 け持ち で助産 実習 を して い る た め に 、 周辺 の看護 ・ 助産 業務 ま

で は 、 実習 中 に 体験 し な い た め に 育成 さ れて い な い 可能性 の あ る 能力 で あ り 、 卒業時の到達 目 標 と は さ れ

て い ない可能性 が 高 い。 こ れ ら の能力の乏 し さ に つ い て は学士 課程 の学生だけ でな く 、 他の助産 師養成課

程の修 了生 に お い て も 指摘 さ れて い る も の で あ る。 統合カリ キ ュ ラ ム の学生の特徴で は な く 、 新人助産 師

の特徴で あ る と 考 え ら れ る 。
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資料1

「看護系大学の助産師教育カリキュラムにおける基礎調査j

調 査 Jfti 
ヌIて

研究代表者 青森県立保健大学 新道幸憲
研究責任者 三重県立看護大学 村本淳子
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問 1 . 貴看護学科の こ と に つ い て伺 い ま す。 あ て は ま る 番号 にO を付 け る か，

て 下 さ い。

1 . 学部構成
「一一一一一一一一

) 内 に数字等 を記入 し

1 ) 看護学部 2 ) 保健学部 3 ) 医学部 4 ) そ の他 ( 学部)

2 . 学部 ・ 学科設 立年(西暦)

|( ) 年

3 .  1 学年の定員数

I ( ) 名

4 . 助産 師学生 の 定員数

I ( ) 名

5 . 1 学年の助産応募学生数

I ( ) 年次 の 時点 で (

6 . 平成1 7 年度助産 師学生修 了 生

I ( ) 名

7. 助産 師学生 を 卒業 さ せた最初 の 年度(西暦)

I ( ) 年 |

ヨ瓦1

寸

問 2 . 助産 選択学生 の選抜 プ ロ セ ス お よ び方法に つ い て 伺 い ま す。 あ て は ま ると こ ろ にO を付 け る か，

) 内 に数字 等 を記入 し て 下 さ い。

1 . 選抜 時期

百一 ) 年次 (前期 ・後 期)

2 . 選抜 対象 学生

也竺部生のみ 2 ) 学部生お よ び編入I寸
3 . 選抜 方法に つ い て 伺 い ま す。 実施 し て い る 方法 すべ て にO を付 け て下 さ いc

I 1 ) 面 接 2 ) 学力筆 記試験 3 ) 小論文 4 ) 学内成績

!， 5 ) そ の他 (
」 一一 一ー一 一一一一一一一 一 J
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4. 選抜 に 関す る インフォメーションは どのよ う に さ れ て い ま すか ( 複数回答可)

1 ) 入学時のガイダンス

3 ) 母性看護の授業中

4) そ の他 (

2 ) 各学年毎のガイダンス

4) 特別に設定す る

5 . 助 産師教育履修科 目 の う ち 、 必修科 目 は 何年次か ら 始 ま り ま す か

1 ( ) 年 次 (前期 ・ 後期 ) I 
*学部生お よ び編入 生 で そ の選抜プロセス およ び方法 に違い の あ る 場合 に は以下 に具体的 に記

入し て下 さ い

問 3 . 助産学に 関 し て行 う 授 業 (講 義 ・ 演習) につ いて 伺 い ま す。

助産師教育指定規則上 の カ リ キ ュラ ム について、 単独単位数・ 読み 替え 単位数・担当 専 任教員 数 を

記 入 し て 下 さ い

指定規則 貴 大 学

教育内容 単位! 単独単位 読替単位数

基礎助産学 圃』 ・ ・ ・ ・ 、 ー ー ・ ' ‘ ー 晶
助 産診断・技術学 6 - ・ ・ ・ ・ F ー も

地域母子保健 1 一 一 品 脳、 ・ ー 』
助産管理 1 

l臨由実習J助手令官

問 4. 貴看護 学科 の母性看護学 ・ 助 産学系 の 専任の教員 につ い て 伺 い ま す。

1 . 教員数

正二 )名

2 こ のうち、 助産師免許保有教員 は何名ですか。

I ( ) 名

- 29ー
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3 . 助産 師免許 を保有す る 専任教員 の背景 : あ て は ま る 番号 にO を付け， ( ) に記入 し て 下 さ い。

「
1

1

7
棋

1--­
B 

職 位

1.教授

! 2.助教授

3.講師

4.助手

5. その他

1.教授

教員 I 2 助教授

3.講師

4. 助手

5. その他

分担 ・ 担 当科 目

講義・演習・実習

2. ( 

講義・演習・実習

3. ( 

| 講義 演習 実習

4. ( 

講義・演習・実習

1.( 

講義・演習・実習

2. ( 

講義・演習・実習

教育課程別

経験年 数

科

科

攻

所

攻

専

成

専

年

学

年

養

年

年

学

年

)

大

)

師

)

)

大

)

学

期

産

学

期

大

短

助

大

短

1i

内ノu

qu

1A

つL

1111

11111
lili
--lil

i--111↓Il
ll

i--』

3. ( ) I 3 助産師養成所

講義・演習・実習 ( )年

講義・演習・実習

)ト(C 

教員

1.教授

2. 助教授

3. 講師

4. 助手

5. その他

ドー 十一一
D ! 1.教授

1 教員 2 助教授

3. 講師

4. 助手

5. その他

1 . ( 

講義・演習・実習

2. ( 

講義・演習・実習

助産師

臨床

経験年数

( ) 

年

助産師教育を受けた

機関

1. 大学

( )年

2.短期大学専攻科

( )年

3.助産師養成所

( )年

年

1.大学

( )年

2. 短期大学専攻科

( )年

3.助産師養成所

( )年

大学

)年

) I 2. 短期大学専攻科

( )年

. 3. ( ) ! 3. 助産師養成所

講義・演習・実習 ( )年

3. 

講義・演習・実習

) 1 1 大学

ト( )年

) l 2 短期大学専攻科

( )年

年

1. 大学

( )年

2. 短期大学専攻科

( )年

3. 助産師養成所

( )年

) i 3. 助産師養成所

( )年
L____ _-' ι 一 一 一一一 一一一一一一 l 一一一
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年

1.大学

( )年

2.短期大学専攻科

( )年

所成養

年

百巾産助qJ

 



4. ( 

講義・演習・実習

1. 教授

2.助教授

3. 講師

4.助手

5. その他

1. 教授

2. 助教授

3.講師

4.助手

5. その他

1.( )11.大学

講義・演習・実習 ( )年

2. ( 

講義・演習・実習

3. ( 

講義・演習・実習

4. ( 

講義・演習・実習

ト-

科攻

所

専

成

学

年

養

年

大

)

師

)

期

産

短

助

っ，u

qu

年

1.大学

( )年

2. 短期大学専攻科

( )年

3.助産師養成所

( )年

1 . 大学

講義・演習・実習

2. ( 

| 講義・演習・実習

: 3. ( 

l 講義 演習 実習

I 4. ( 

| 講義・演習・実習

G 

教員

1.教授

2.助教授

3.講師

4.助手

5. その他

H 

---� 
教授

教員 I 2.助教授

3. 講師

I 4.助手

5. その他

(

 

句lA

講義・演習・実習

2. ( 

講義・演習・実習

3. ( 

講義・演習・実習

科攻

所

専

成

年

学

年

養

年

)

大

)

師

)

学

期

産

大

短

助

1i

nL

円J

年 ( )年

2. 短期大学専攻科

( )年

3. 助産師養成所

( )年

) I 1. 大学

，，ea・‘、、

qL

 

)
 

)年

短期大学専攻科

習

習
­

実

実
一

習

習
一

演

演
一

義

義
一

講

(

講
一

(

4

一
L

2

1
1
1
1
十i

)年

) I 3 助産師養成所

)年

大学

)年

講義・演習・実習 ( )年

3. ( ) I 3. 助産師養成所

講義・演習・実習

講義・演習・実習

( )年

ーinJ

 

年

1 . 大学

( )年

I 2 短期市攻科

( )年

3.助産師養成所

( )年

1.大学

年
科攻専

年

学

年

)

大

)

期短りL

3 助産師養成所

( )年



1. 教綬 大学 大学

教員 2. 助教侵 講義・演習・ 実習 )年 年 )年

3. 講剖i 2 2 制期大学専攻科 2. 矩期大学専攻科

4 助下 講義・演習・ 実習 )年 )年

5. その他 3. ( 3 助産師養成rífr 3 助産師養成所

講義・演習・ 実習 )年 )年

4. ( 

講義・演習・ 実習 L_ 

問5. 統合カリキュラムで助産師教育を行う際に工夫したことはあり ま すかc あれば具体的に記入して下

さし、。

問6 以下の 質問に対し、 具体的に記入してくださいc

1 . 貴大学で の助産師教育の良いと思う点について

2. 貴大学で、の助産師教育 の問題点と里、われる点について
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問 7 . 実習 に ついて伺います。

1 . 実習病 院 に 関して伺います。

| 実習施設数:病院数( ) ・ 診療所数 ( )・助産所数 (

2 継続 事例実習の意 義や期 間など をど の よ う に お 考 えですか。 記入して く だ さ い。

3 . 貴大学での助産師教育では継続 事例実習を行っていますかc � 、ずれかO をお付 け く だ さ い 。

① はし、 ( 例) ② いい え

4 . 学生の継続 事例受 け持ち期間に ついて、 次の①~③の該当するも の を選び(複数 回答 可)、

) の中均、ら選択、 ま た は記入して下 さい。

心妊娠(初期・ 中 期・ 末期) または妊娠第( 週)治、ら受け持ち

C2) (分娩期・産祷期)か ら 受け持ち (

③そ の他 ( から

で

で

ま

)

ま

でま

5継続 事例実習を行ってい る 大学 に伺L、ます。継続 事例 を受け持つ際に工夫した こ と はあ り ますか .

あれば具体的 に記入して下 さ い。

6. 助産師教育 に 継続 事例 は何例必要だ と 考 えますか。 数字 を記入して下 さ い。

1ぞ_JJ 
( • 上記 の数 は， なぜ必要だ と 考えますか。 そ の理由 を具体的 に記入して下 さ い。
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問 8 . 実習 の指導分担 に つ い て 伺 い ま す。

1 . 教員 と 施設指導者 の指導役割分担 につ い て 、 該 当 す る担 当 者の番号 にO を つ け て く だ さ い。

教 育 内 容 教育担当者 状況に応じて

主 に教員 主 に施設指導者 教員 か施設指導者

1 妊婦健診技術 1 2 3 

2 妊婦の ア セ スメン ト 1 2 3 

I 3 妊婦の ケ ア 計画立案 1 2 3 

4 妊娠期 の ケ ア 1 2 3 

5 産 婦の入 院時の看護 1 2 3 

6 分娩第1 期 の ア セ スメン ト 1 2 3 

i 7 産 婦の ケ ア 計画立案 1 2 3 

11 8 
9 

産 婦の ケ ア 1 2 3 

分娩 時の直 接介 助 と 評価 1 2 3 

分娩時の 間接介 助 1 2 3 

11 分娩 4 期 の ケ ア 1 2 3 

12 分娩直後 の新生 児 の ケ ア 1 2 3 

! 13 新生 児健康 ア セ スメン ト 1 2 3 
← 

児 の ケ ア 計画立案 1 2 3 

児 の ケ ア 1 2 3 

の ア セ スメン ト 1 2 3 

の退 院 ま で の ケ ア 1 2 3 

訪 問 1 2 3 

の全体 評価 (最終評価) 1 2 3 

1 2 3 
ト

1 2 3 �1空
! 2 1 実習 環境 の調整

l��J そ の他 (

. 24 1 そ の他 (

| 25 Lそ の他 (

ーi
一
司i一
1i

ηL
←
つ臼一
つム

qu
一
つリ一
qu

ベ」
ー

っ
そ の他は 22 以外の項 目 に ついて 自由に追加 ご記 入 くだ さ いn

2 . 施設指導者 は、 大学が任命 す る 形式 をと っ て い ま すか いす れかにO をお付 け 下 さ い。

①はい ②いい え

MA

 



問9. 助産師教育 にお け る 統合 カ リ キュ ラ ムについてお伺いし ま す。

1 . 大学卒業の時点で、 助 産師 教育 を 受 け た 貴大学の学生の思考や能力の特性 はどの程度か と 思い ま す

か。 最 も近い と 思 われ る 数 値 に O を付 けて下 さいc 非常;こ l王l王 やや すとく

ある ある ltい t(t、

1 ) 助 産 は看護の分野 と 考 え ら れ る 1 2 3 4 

2 ) 人間関係の形成過程 を 充分学んでい る 1 2 3 4 
3 ) 妊婦健診 に 関 す る 技術の不足 が あ る 1 2 3 4 

4) 産婦看護 中に分娩介助 をしなくて も ケ ア に満足感が持て る 1 2 3 4 

5 ) 分娩第 1 期-----4 期 までの母児の全体的 ケ アの重要性 を認識してい る 1 2 3 4 

6 ) 母子一組 を 重視した かかわ り に 自 信 を持ってい る 1 2 3 4 

7) 対象 者 に 合 わせ個別的な看護 を 展 開す る 1 2 3 4 

8) 異常妊婦 ケ ア 技術の不足 が あ る 1 2 3 4 

9) ヘルスプロモーションの知識に基づいた 保健指導 を す る 1 2 3 4 

10) 妊産樗の各期に あ る 女性の個々の体験 を 大切 に し 、 ケア に 生かす 1 2 3 4 

11 ) 主体的 に適切なアセスメント をす る 1 2 3 4 

12) 文献 を活用し た ケ ースレポートの作成能 力 が ある 1 2 3 4 

13 ) 総合的 に 判断す る 能 力 が あ る 1 2 3 4 

14) ケア周辺 に あ る 病棟業務 を把握す る 能 力 が あ る 1 2 3 4 

15) 研究の基礎能 力 が あ る 1 2 3 4 

1 6) 業務 を一日の流れの 中で組み 立 てられ る 1 2 3 4 

1 7) 地域保健のシステム を 理解し た ケア を 考 え る 1 2 3 4 

1 8) ケース を地域に つなげ ら れ る 1 2 3 4 

19) 幅広い資源の活用 をす る 1 2 3 4 

20 )臨床での 即戦力の期待 に応え ら れ る 1 2 3 4 

21) 専門職 と しての 自 分の将来についての確かな 目 標 を持つ 1 2 3 4 

22) 専門職 と して責務 を理解してい る 1 2 3 4 

23 ) 看護・助 産技術が正確でないこ と が多い 1 2 3 4 

24 ) その他( 1 2 3 4 

25 )その他 ( 1 2 3 4 

ご協力 あ り が と うござい ま したご

phd
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第 E章 第 2 班報告

「看護 系 大学 の 統 合 カ リキュ ラ ム に お い て 助産師教育カ リキ ュ ラ ム を 受 け たキ

ャリア発達過程の分析」

I は じ めに

第 2班 で は、 「 統 合カ リ キ ュ ラ ム に よ り 助 産師教育 を 受 け た 学生 の 卒業後 の キ ャ リ ア 発達

の過程 を 各 自 が 受 け た 教育 目 標 ・ 内 容 や卒業後 の職場に お け る 環境 要 因 や個 人要件 な ど に

よ っ て 分析す る j こと を 目 的と し、 看護 系 大 学で助産師教 育 を 受 け て、 病院 ・ 診療所 に 勤

務す る 助 産 師 を 経験年数別 に 選択 し、 協力 の得 ら れ た助産 師 を 対象 に 半構成的面 接 を行い、

そ の 内 容 分析 を 行 っ て き た 。

今回 の 調 査 に お い て 用 い る 半構成的面 接 の調 査 内 容 の 精選 に は、 中 心と な る テ ー マ に つ

い て 、 過去 の 文 献 を収集 ・ 分析 し 、 半構成 の 質 問 内容 を 検討す る 。 そ こ で、 キ ャ リ ア 発 達 ・

開発等 を キー ワ ー ド に 文献検討 を 行 っ た。

本稿 で は 、 そ の 文 献検討の結果 を Iと し て 、 そ の 枠組み を 枠組みと し て、 イン タ ビ ュー

調査 を Hと し て 報告す る 。 ま た 、 こ の 文献検討の討議 、 な ら び に イン タ ビ ュ ー 結果か ら 、

助産師 の キ ャ リ ア 発達 の 現状と 将来展望 に つ い て 考察 し た。

E 文献検討

1 . 文 献 の 収集 ・ 整理

キ ャ リ ア 発 達 ( 開 発 ) に つ い て は 、 従 来 か ら 多 く の図 書が 出版 さ れ て き て い る が 、 看護

の領域 に お い て 看護職 の キ ャ リ ア 発 達 (開 発 ) に 焦 点 を 当 て た解 説 書 の出版 に つ い て は、

ご く 最 近 に 相 次 ぐ よ う に な っ て き て い る 。

今回 は 「 統合カ リ キ ュ ラ ム に よ り 助 産 師教育 を 受 け た 学生 の 卒業後 の キ ャ リ ア 開 発j に

関 わ る 調 査 の 実施 を 目 的と し て い る の で 、 看護職 の キ ャ リ ア 開発 に 関 す る 基 本 的 な概念や

考 え 方 を 整理す る 必要 が あ り 、 出 版 さ れ て い る図 書 の 中 か ら 、 特 に 看護職 の キ ャ リ ア 発 達

( 開発 ) を 扱 っ て い る も の を 収集 し 、 そ の後 そ の図 書 の 中 で基本 的 な キ ャ リ ア開 発 の 考 え

方と し て 紹介 さ れて い る 一 般 的 な キ ャ リ ア 発達 ( 開 発 ) に 関 す る図 書 を 収集 す ると い う 2

段階で収集 し た。 (表1 ) 

1 ) キ ャ リ ア は 発達 ( 開発) に 関す る図 書 の収集

収集 さ れ た図 書 は、 以 下 の 通 り で あ る 。

《 看護 職 の キ ャ リ ア 発 達 ( 開 発 ) を 扱 っ た図 書》

- 平井 さ よ 子 (2002) 看護職の キ ャ リ ア開 発一変 革期 の ヒ ュー マン リ ソ ー ス マ ネ ジメン ト .

日 看協

- 小 野公一 (2003) キ ャ リ ア 発 達 に おけ るメン タ ー の役割 - 看護 師 の キ ャ リ ア 発達 を 中 心

に 白桃 書房
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- 勝原裕美 子 (2004) 専 門職業人と し て キ ャ リ ア 形成 を し、 か に 行 う か， pp.2 - 3， キ ャ リ ア

と は何 か， キ ャ リ ア 開発， p p. 5-19， 討論: キ ャ リ ア 開 発 の 考 え 方 の 多様性と 選択， p. 39; 

井 部俊子， 中西睦 子監修: 看護 に お け る 人的資源活 用 論 . 日 看協

・ 坂 口 桃 子 (2004) 女性 の キ ャ リ ア 開 発， 看護職 の キ ャ リ ア 開 発， pp.20-35;井 部俊子，

中西睦子監修: 看護 に お け る 人 的 資源活用論. 日 看協

・ パ ト リ シ ア ・ ベナ ー (井 部俊子他訳 ) ( 1992 ) ベナ ー看護論- 達人ナ ー ス の卓越性と パ ワ

ー . 医 学 書 院

・照林社編集部編 (2003) エ キ ス パ ートナ ー ス に な る た め の キ ャ リ ア 開発一P.ベナ ー博士

の な ら テ ィ 部方と エ ラ ー防止 . 照林社

・ 小 島恭 子， 野地金子編 (2005) 専門職と し てナ ー ス を 育 て る 看護継続教育ー ク リ ニ カ ル

ラダ ー， マ ネ ジ メ ント ラ ダー の 実際 . 第 1版， 医歯薬出版

以 上 7冊 よ り 平井 (2002) 、 ノj、野 (2003) 、 勝原 (2004) 、 坂口 (2004) 、 ベナ ー (1992)

の5冊 を 検討に 用 い た。

《 上記 図 書 の 中で 取 り 扱 われ て い る 一般 的な キ ャ リ ア 発 達 ・ 開 発 に 関す る 図 書》

・ エドガ ーH. シ ャ イ ン (金井害宏 訳) (2003) キ ャ リ ア ・ ア ン カ ー- 自 分 の ほ んと う の価値

を発 見 し よ う. 白桃 書房

・ エ ドガ� H. シ ャ イ ン (二村敏子 ， 三善勝代訳) ( 199 1) キ ャ リ ア ・ ダ イナ ミ ク ス . 白桃 書

房
以 上� 2冊 よ り シ ャ イ ン の 「 キ ャ リ ア ・ ア ン カ ーj を 検討 に 用 い たc

2 ) キ ャ リ ア 開発 に 関 す る 研究論文 の収 集

医 学 中央雑誌 に よ り 過去 10 年 間 に つ い て 「 キ ャ リ ア 開 発J I 看護Jで 検索 した 結果、 1， 112

件 、 さ ら に「大学 j で 限定 し た 結果 412 件 が収 集 さ れた 。 こ の検索で収 集 さ れ る 文献 は 、 「 中

堅 看護師 の継続教育J I新卒者 の 離職防止 j 等病院看護 職 の 教 育 ・ 支援 に 関 す る も の 、 「 エ

キ ス パー ト ナ ー ス J I 専 門 看護 師 」 等 さ ら に専門 性 を 高 め る た め の 教育 ・支援等 を 扱 っ た も

の 等 多様で あ っ た が 、 必 ず し も 今回 の テ ー マ に か な っ た も ので は な か っ たc ま た 解説 的 な

論 文で は、 今回 図 書と し て あげ た も の の著 者で あ る こと が 多 か っ た。

今回 の テ ー マ に 関連す る 文献 を精選 し た結果、 以 下 の 7 文 献 を 取 り上げ た。

・ 田尾雅夫 ( 1980) 看護婦 に お け る プロブヱツ シ ョナ リ ズ ム 態度構造 . 病院管理， 17  (4) : 

289- 296 

・) 11村尚也 ( 1999) ス ペ シ ャ リ ス ト の 成長と チ ー ムづ く り . OPE nursing， 14 (4) : 53・ 60

・ 坂 口 桃 子 ( 1999) 看護職の キ ャ リ ア ・ デベロ ッ プメ ント に 関 す る 実証的研究 ー ケ ア リ ア

志 向 の タ イ プと 形成時期 . 日 看管 会誌， 3(2):  52 - 59 

・ 木村千里 (2002) 病 院勤務助 産 師 の キ ャ リ ア 開発 に 関 す る 研 究一 能力 開 発 に 焦 点 を 当 て

て一. 日 本助 産 学会誌， 16 ( 1 ) : 5 - 14 

- 酒井郁 子， 湯浅美千代 佐藤 まゆみ， 大室律 子， 佐藤槽 子 (2003) 看護系 大卒者 の 特徴
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と 育成 ・ 活 用 に 関す る 看護師長 の認識 . 看護 管理， 1 3 (7): 51 7- 522 

・ 永野み ど り (2004) ス ペ シ ャリ ス ト の活 用と 組織 デ ザ イ ン，p p .81 - 84 ; 手 島恵編: 看護

にお け る 人 的 資 源活 用 論 . 日 看協

・ 湯 浅美千代， 酒井郁 子， 佐藤 まゆみ， 大室律 子 ， 佐藤槽 子 (2003) 看護師長 が 期待す る

役割と 育成 ・ 活 用 に 関 し て 取 り 組み た い こと . 看護管 理， 1 3 (7) : 523 - 527 

・中岡亜希子他 3 名 (2004) 大 卒 の 看護婦 が認識 し て い る」 看護実践能力-短 大 ・ 専 門 学校

卒者ど の 比較ー . 日 本看護学教育学会誌， 1 4  (2) : 17-2 

勝原 は 「看護 師 の た め の キ ャ リ ア 論」 と 題 し て 200 5 年 か ら 2006 年 に か け て 看護実践の

科学 に連載 し てい る ( 勝原裕美 子: 看護師の た め の キ ャ リ ア 論 . 看護実践の科 学 ， 30 (4)  

"' 3 1 ( 1 3) ) 。 そ の 文献 が 看 護 師 に 焦 点 を当 て た 具体 的 な キ ャ リ ア 論 の 展 開で あ っ た た め 、

今回 の文 献検討の 中 に 含 め て 分析 し た 。

3 ) 文献 の整理

上記 プロ セ ス を 通 じ て収 集 し た 図書 ・ 文献の 中で 、 関 連す る 内 容 を抜粋 し 、 整理 し た も

の を 表1 (表 1・ (1 ) "-- (6) ) に 示 し た。

2 . 文献検討の結果

1 ) 看護職にと っ て キ ャ リ アと 何 か

今回 の文 献検討 の 前提と な る「 キ ャ リアJ に つ い て 述べ る 。 勝原 (2004、 以下明記 し て

し1 な い場 合 の 引 用 はテ キ ス ト か ら ) は キ ャ リ ア を 考 え る 際 の視点と し て D .T. Hall の 4 つ の

視点 を 紹 介 し て い る 。

・ キ ャ リ ア を 昇進とと ら え る 見方 (組織 内で の 昇進や昇格)

・ キ ャ リ ア を あ る 種 の 専 門職とと ら え る 見方

・ キ ャ リ ア を 生涯 に わた る 職 業経歴と す る 見方 ( そ の人 が仕事 生 活 を送 る 中で 連ね て

き た職位 の連続 )

・ キ ャ リ ア を 役割 に 関連 し た諸 経験 の 生 涯 に わ た る 連続とと ら え る 見方

勝原 は 、 D .T.Hall の キ ャ リ ア を「 人 の生涯 に わ た り 、 仕事 に 関連 し た諸 処 の 体験や活動

を 通し て 個 人 が 自 覚 し う る 態度や行動 の つ な が りjと の 定義と 紹介 し て い るe そ の 際 の 前

提と し て Hall は、 ① キ ャ リ ア を 論 じ ると き に は、 成功 や失敗 遅 い早 い は 問 わ な い 、 プロ

ぞ ス に注 目 す る 、 ② キ ャ リ ア の 評価 は そ の 人 自 身 が す べ き 、 ③ キ ャ リ ア に は 、 そ の 人 の価

値観 、 態度 、 モ チベ ー シ ョ ン に ま つ わ る よ う な主 観 的側 面と 、 あ る仕事 の 申 し出 を 受 け 入

れ た か断 っ た か と い っ た よ う な 客観的 な 側 面と の 両方 が あ る 、 ④ キ ャ リ ア は、 仕事 に 関 連

した 体験の連続で あ り 、 プロ セ スで あ る、 の 4 点 を あ げ て い ると い う c

ま た 勝原は金井署宏 の 定義 を 紹介 し てい るc 金井 は 、 生涯発達心理 学 の 視 点 を 内 包 し つ

つ、 「 成 人 に な っ て フ ル タ イ ムで 働 き 始 めて以 降 、 生活 な い し 人 生 (life) 全体 を 基盤 に し て

繰 り広げ ら れ る 長期 的 な ( 通 常 は何十年 に も 及 ぶ ) 仕事 生活 に おけ る 具体 的 な職務 ・ 職種 ・
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職能 で諸 経験 の 連続 と 、 (大き な ) 節目 での選択 が 生み 出 し て い く回顧 的 な 意 味づ け ( と り

わ け 、 一 見 す る と 連続性 が低い経験 と 経験 の 間 の 意 味づ け や統合) と 、 将来構想 ・ 展望 の

パタ ー ンJ と 定義 し て い る 。 勝原 は こ の 定義 が Hall の も の よ り も よ り 看護職に適合す る と

評価 し て い る 。

キ ャリ ア を金井 の よ う に「 生涯 に わた る連 続 し たプ ロセ ス で あ る j と す る 考 え 方 は 「 生

涯 発 達 心 理 学 J に端 を 発 す る と 勝 原 は 述 べ て い る。 生 涯 発 達 心 理 学 で は エリ ク ソ ン

E. H.Erikson が 有名 で あ り 、 「 人 間 の 受胎 か ら は じ ま り 、 成人期 ・ 高齢期 を 含 め た 人 間 の全

生涯 に 生 起 す る す べ て の 心理学的 な 発 達 的変化 の 記述 と 説 明 を目 的 と す る 学 問j と す る も

の で あ る 。 ま た 近 年 こ の 領 域 に おい て は 、 男 性 の 生涯 発 達 と 女性 の 生 涯 発 達 が 異 な る と の

主張 が ジヱンダー 論 の 立場か ら なさ れ てい る。 看護職は圧倒 的 に女性 が占 め る 職業 で あ り 、

特 に 助 産 師 に つ い て は 、 日 本 で は 女 性 のみに認 め ら れ て い る 資格 で あ る 。 そ の た め 、 こ の

生涯 発達心理 学 の 考 え 方 は 今回 の研 究 に おい て も 重 要 で あ る と 思 われ る 。 そ こ で 、 今 回 の

研究 で は金井 のキ ャリ ア の 定義が最 も 適 合す る と 思 われ る 。

2 ) キ ャリ ア 開 発 とキ ャリ ア 発達

キ ャリ ア 開 発 に つい て は キ ャリ ア 発 達 の言 葉 も 用 い ら れ て い る 。 ど ち ら を 用い る べき

な のか 。

平井 はキ ャリ ア の 定義 と し て 「 生涯 に お け る職業 生活 を 通 じ て の 自 己実現過程J とし 、「キ

ャリ ア 開 発 とキ ャリ ア 発達は英語 の表記が Career Development と 同 じ で あ り ( 中 略 ) キ

ャリ ア 発 達 と は 、 キ ャリ ア の 形成 を あ く ま で も個 人 の側 か ら 捉 え よ う と す る 概念 で あ る 。

一方、 キ ャリ ア 開 発 と は 、 個 人 の 成長発達の理論 と 、 組織 の 拡充 ・ 発展 を 重 視す る 理論 が

う ま く 調和 す る 相互作 用 の構造 を と る こ とにそ の特質 をみ る こ と が でき る 。」 と 述べて い る 。

勝原 は「 看護職のキ ャリ ア 発 達 と は、『キ ャ リ ア の選択 と 決 定 に 自 己責任 を 持 つ 自 律 し た

看護職個 人 が 、 ラ イ フ ス テ ー ジ と の 関 連 でと ら え た職 業 生 活 に おい て 、 自 ら の 看護 専 門 性

の 向 上 へ の欲求ど 期待 と を 、 組織 と の 調和の 過 程 で 最 適 に 実現 し て い くプロセス で あ る』

と 定義 でき 、 キ ャリ ア の 主体 は あ く ま で も個 人 で あ り 、 キ ャリ ア 開発計画 の責任 者 は 個 人

に あ る こ と を 自 覚 す る こ と がキ ャリ ア 開 発 の 前提 で あ る 。 行き たい と こ ろ が わか ら な い人

に は、 どん な に優 れ たキ ャリ ア 開 発プロ グ ラ ム を 準備 し た と こ ろ で意 義 あ る 選 択 が 行 な わ

れ る と は 考 え ら れ なしリ と 述べ て い る 。

本研究 に おい て は 、 キ ャリ ア ・デベ ロ ッ プ メ ント をキ ャリ ア 開 発 とし て 用 い てき た 。 一

方、 本研 究 で 焦 点化 し てい る の は看護 系 大 学 を 卒 業し た助 産 師 が 生涯 を か け て ど の よ う に

キ ャリ ア を 形成 し てい く かで あ り 、 そ れ は組織 の枠 内 で 考 え る べき こ と で は な い。 平井 の

述 べ て い る よ う にキ ャリ ア 開 発 が 組織 側か らみ たキ ャリ ア の形成で あ る こ とを 考 え る と 、

今回 の研究 に お い て は「キ ャリ ア 発 達 」 の用語 を 用 い る べき と 思われ るぷ こ れ らか ら 今回

の研究 に お い て は 、 キ ャリ ア 発達の 視 点 で と ら え て い く こ と にす る。

3 ) 看護職 のキ ャリ ア 発達

平井 は 女性 のキ ャリ ア 形成 に つ い て 、「 女性 に と っ て 結婚 や 出 産 、 育 児 な ど の ラ イ フ イ ベ
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ン ト が キ ャ リ ア 形成 に 非 常 に 影 響す る 因 子 で あ る こ と が 明 らか で あ る 。 ま た 、 キ ャ リ ア に

つ い て の 受 け 止 めか た も 女性 と 男 性 で は 異 な っ て い る 。 女性 に と っ て キ ャ リ ア の 受 け 止 め

か た と は 、 個 人 的成長 、 自 己充 足 、 満 足 、 他 人 に 対す る 貢献、 自 分 のや り た い こ と を や る

こ と 、 な ど で あ る 。 一 方 、 男 性 に と っ て のキ ャリ ア と は 、 女性 の キ ャ リ ア と 同様 の こ と も

願 っ て は い る が 、 一 連 の 仕 事 、 仕 事 の 積 み 上 げ に よ る 前進 、 業績 を 認 め ら れそ れ に 見 合 っ

た報酬 を 得 て 出 世 につ な が る 道、 な ど を 意 味す る よ う で あ る 。 J と 述 べて い る 。

ま た 平井 は若林の 「働 く 女性 の キ ャリ ア 形成パタ ー ンJ を 以 下 の よ う に紹介 し て い る 。

①キ ャ リ ア 形成 を促進さ せ る 内 発 的 ・ 外発 的圧力 を 両 面か ら 最 も 強 く 経験 し て い る

自 己 追求型

② 自 発 的圧力 を 最 も 強 く 経験 し て い る 自 己志 向 型

③ ま じ めさ と 勤続年数の長さ が 現 在 の 地位 を形成 し た 生計維持型

④条件 に 恵 ま れ て 仕事 を続 け てき た 家庭志 向型

⑤仕事 一 筋 で は な い の に 、 忠 実 に励ん でき た た め に 地位形成 を し た職 務励行型

さ ら に「 働 く 女性の キ ャ リ ア の促進要 因 」 と し て 、「 個 人 の『 キ ャ リ ア 動機』、『 キ ャ リ ア

形成サ ポ ー ト 』 と し て の企業 の施策や 上 司 と の 良好 な 関係 な ど 、 ( 富 田 ) 内 的欲求、 学歴の

高さ 、 母親 が 外 で働 い て い た 姿 を 見 て 育 っ た経験、 仕 事 のや り がし 1意識、 男 性 に 劣 ら ぬ仕

事 内 容 、 役割モ デル の 存在J を 、「 働 く 女性のキ ャリ ア の 阻害要 因 j と し て 、 í�職 務 ス ト レ

ッ サ ー � (仕事過 重 、 役割 の あ い ま いさ 、 役割葛藤、 人 間 関係 な ど ) 、 女性差別 的 な職 場風

土や家庭 と の 両 立 の難 しさ な どJ を あ げ て い る 。

日 本 に お け る 看護職 の キ ャ リ ア 開 発 が 考 え ら れ始 め た契機 と し て 1977 年 ジ ュ ネ ー ブ に お

け る ILO ( 国 際 労働機関 ) の 第 63 回 総会 に お いて採択さ れた「 看護職 員 の 雇 用 、 労働条件

お よ び 生 活状態 に 関 す る 条約 並 び に 勧 告 」 で あ る とさ れ て い る 。 平井 は「 こ の 条約並 び に

勧告 で 、 看護職 の 勤務 や 生活条件 と い う 問 題 だ け で は な く 、 教育訓練や キ ャリ ア 開発 に つ

い て も 言 及 し 、 国 際 基 準 を 示 し た こ と は 注目 に値す る こ れ を 契機 に 各 国 で キ ャ リ ア 開

発 に 関 す る 研究 が 進 む こ と と な る 。 当 時 、 日 本 の看護界で も 、 意 識 の 高 い 病 院 の 看護 師 た

ち は こ の 条約 と 勧 告 が 批准さ れ た場合 を 想 定 し て 勉強会 を 開 い た り し た そ う で あ る 。 しか

し 、 日 本政 府 は こ の 条約 と 勧 告 を 批准 し なか っ た。J と 述 べて い る 。

勝原 は 最 近 の 看護職 のキ ャリ ア 開 発 に 関連 す る 大き な変化 と し て 、「 医療制度改革 の一連

の流 れ を 受 け た シ ビ ア な経営環境 、 医 療 過誤 を は じ め と す る 病 院 の 安全管理 に 対す る 国 民

の ニ ー ズ 、 急速 な IT 化 の 進展 な ど 、 医療 を 取 り 巻 く 環境変化 J と 、 「看護 系 大学 ・ 大 学院

の 増 加 に よ る 看護職 の 高 学歴化 や 、 専 門 看護師 ・ 認 定看護師制度 の誕生 に 見 る よ う に 、 看

護職の 中 に 質 的 な変化 が 生 じ てき て い る 点j を あ げて い る 。

4 ) 看護職 のキ ャリ ア 発達 と キ ャ リ ア 志 向

坂 口 は 「キ ャ リ ア 志 向J に つ い て 、 太 田 肇 と シ ャ イ ン を 紹 介 し て い る 。 太 田 肇 に よ れ ば

「個 人 がキ ャリ ア の 上 で辿 ろ う と す る 方 向 、 キ ャリ ア の 上 で重視す る 事柄」 で あ り 、 シ ャ

イ ン は 、 「キ ャ リ ア の諸 決 定 を組織化 し 制 約 す る 自 己 概念 を キ ャリ ア ・ ア ン カ ー ( career

-40-



anchor) J と 呼 ん でい る 。 シ ャ イ ン は キ ャリ ア ・ ア ン カ ー の 種類 と し て 、「 専 門 ・ 職能 別 コ

ン ピ タ ン ス J r 全般管理 コ ン ビ タ ン ス J r 自 律 ・ 独 立/保障 ・ 安 定J r起業家 的創造 性J r 奉

仕 ・ 社会貢献J r純粋な 挑戦J r 生活様式J を あ げて‘い る 。 勝原 (2005a) は そ れぞれの看護

師 が 置い た キ ャリ ア ・ ア ン カ ー に よ っ て 、 働 く 場 の 選択 に 違い が 起き て く る こ と を 、 例 を

用い て 説 明 し てい る 。 ま た 、 キ ャリ ア ・ ア ン カ ー が キ ャリ ア 選 択 の 際 の 指針 に も 制約 に も

な る と 述 べてい る 。

平井 は 、「 キ ャリ ア 志 向 と は 、 個 人 が キ ャリ ア を 形成 し てい く 上 で た ど ろ う と す る 方 向 、

重視す る 事柄 で あ る とい う 。 と り わ け 、 キ ャリ ア 志 向 に 関 わ る 研究 に 大き な 影 響 を 与 え た

理論 と し て 、 グソレ ド ナ ー (Gouldner，A. W. ， 1957， 1958) が 提唱 し た ロ ー カ ル (locals) と コ

ス モ ポリ タ ン (cosmopolitans) の 分類 が あ る 。 こ れは 、 ①組織 の 忠誠心、 ②専門職的技能

お よ び価値、 ③準拠集 団 、 とい う 3 つ の変数か ら 潜在的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 分析 し た も の

で あ る 。 コ ス モ ポリ タ ン と は 、 所属す る組織 へ の 忠誠心 は低い が 専 門 技術へ の コ ミ ット メ

ント が 高 く 、 準拠集 団 は組織 の 外 に あ る 人た ち の こ と を指す。 こ の 人 た ち は 自 ら の職業価

値 を 重 ん じ 、 専 門 的 な 自 己充 足 を 求 め る タ イ プで あ る 。 ロ ー カ ル は働い てい る組織 へ の 忠

誠心 が 強 く 、 そ の た め組織 の目 標や価値 を 自 分の も の と し て 内 面化 し 、 か っ組織 の 中 で 昇

進す る こ と に 関 心 が 高い 。 言い 換 え れ ば、 準拠集 団 の組織 内 に あ る組織 人志 向 型 人 間 で あ

る 。 ( 中 略 ) 看護師の 中 に は 専門 看護 師 な どに代表 さ れ る よ う に 学歴 が 高 く 自 ら の 専門 的技

能 に 価値 を 置き 、 高 く 評価す る 者 が 出 現 し てき てい る 。 こ の タ イ プは 明 らか に コ ス モ ポリ

タ ン とい え る 。 J 述 べ てい る 。 平井 が 紹 介 してい る ロ ー カ ル と コ ス モ ポリ タ ン とい う 考 え方

は 、 今 後 本調査 に おい て 統 合 カリ キ ュ ラ ム で教育 を 受 け た助 産師 に つい て 調 査研究 し てい

く 中 で 重 要 な視点 で あ る と 思 われ る c 特 に 教育現場 の感覚 で は 、 大 卒助産師 は組織 よ り も

専 門 職 で あ る こ と へ の コ ミ ット メ ント が 強 く 、 よ り コ ス モ ポリ タ ン に 近い キ ャリ ア 志 向 を

持 っ てい る の で は な し 、か と 推 測 さ れ る 。

勝原 は キ ャリ ア ・ デザ イ ン と キ ャリ ア ・ マ ネ ジ メ ント に つい て 、「 キ ャリ ア ・ デザ イ ン

(career design) と は 、 自 ら の キ ャリ ア 計画 を 立 て る こ と で あ り 、 自 己査 定 と 目 標設 定 の

継続 的 な プ ロセ ス で あ る 」 と し 、 キ ャリ ア ・ ア ン カ ー の 考 え 方 に進展す る と 述 べ てい る 。

ま た 、 キ ャリ ア ・ マ ネ ジ メ ント と は 、「組織 成員 の興味や能力 を組織 に あ る さ ま ざま な機会

と 一 致 さ せ る よ う にデザイ ン す る 人 的資源管理 の た め の諸 活動 で あ る 。 J と 述 べ てい る c こ

れ らか ら 、 キ ャリ ア ・ マ ネ ジ メ ント が キ ャリ ア を組織か ら 焦 点化 す る キ ャリ ア 開 発 に 主 に

関連す る も の で あ る こ と が わか る 。

実 は看護職 の キ ャリ ア 発 達 に つい て 論 じ てい る 図 書 ・ 文 献 で あ っ て も そ れ で は 看護職の

キ ャリ ア は ど の よ う な も の な のか は 明 確 に は示 さ れ てい なか っ た。 つ ま り 、 キ ャリ ア 発 達

そ の も の が 一般論 で論 じ ら れ 、 そ の 内 容 が検討 さ れ てい ない 。 小 野 は 「看護 師 の キ ャリ ア

発達で の 問 題 点 は 、 看護 師 の 資格 を 得 た 瞬 間 に目 に 見 え る キ ャリ ア 発達の段 階 を 示 す一里

塚の よ う な 里程標 が 、 ほ と ん ど な く な る こ と で あ る j と 述 べてい る 。 ま た看護職の キ ャリ

ア ・ ア ン カ ー と し て の 「奉仕 ・ 社会 貢 献 j に 対 し て (使命感 の醸造 が キ ャリ ア 選 択 に 影 響
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し てき た ) r そ の 一 方 で 、 偏差値 の 輪切 り の 中 で の看護系 大学な ど の 教育機 関選択が 行われ、

そ の結果 と し て と り あ え ず看護 師 と し て 入職す る 人 も 増 え て く る こ と が 予想 さ れ る 。 そ の

よ う な 時 、 使命感 に 頼 っ た だ け の キ ャ リ ア発 達 に 期 待す る こ と に は 限界 が あ る も の と 思 わ

れ る 。 j と 批判 的 な 意 見 を 述 べ て い る 。

坂 口 (2004) は 自 ら の 研究結果 (坂 口 ， 1999) を 紹介 し 、「 看護職 に お け る キ ャ リ ア 志 向

の タ イ プ の 特徴 と し て 、 『安定性J を 選択 す る 者 が 大 半 を占 め 、『 管理 的能 力 』 がき わ め て

低い傾 向 が 指摘 さ れ て い る j と 述 べ て い る ま た 田 尾 は Hall ( 1968) に よ っ て 提示 さ れた

プ ロ ブ ヱ ツ シ ョ ン の 5 つ の 態度特性、 す な わ ち 、 1) 外部的 な職能 団体への 準拠、 2) 同僚

に よ る 統制 、 3) 公共へ の サ ー ヴ ィ ス の信念、 4) 天職 と し て の 内 面化 、 5) 自 律性 の 行使 に

つ い て 、 Snizek ( 1972) が操作変数イヒ を試み た も の を 参考 に し、 「 プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム

を 測 定す る た め の変数J ど し て 30 項 目 を 想定 し 、 調査 を 行 っ た結果か ら 、 fHall の指摘 し

た よ う な 細 分化 さ れた 次 元 の 抽 出 は でき ず 奉仕性、 自 己実現性、 自 律性 と い う 3 つ の 因

子 を 得 た J と 報告 し 、 奉住性 が 大き な 説 明 分散 を 持 ち 、 自 律性の 因 子 が 小 さ い と そ の 傾 向

を概括 し て い る 。

こ の よ う な 従 来 の 看護職 の キ ャ リ ア 研 究 の 対 象 が 、 専 門 学校卒業生や准看護 師 を 取 り 扱

っ て お り 、 准看護師 の キ ャ リ ア 発達 に つ い て の研 究 で は 、 看護 師 を 目 指 し て 進 学す る こ と

を キ ャ リ ア ア ッ プ と し て 肯 定 的 に 取 り 扱 っ て い る も の も あ り 、 看護 系 大 学や看護 系 大 学院

も 看護 職 の 資 格取得後 の進学先 と し て の 検討 しか さ れ て い な い 状況 に あ っ た 。 す な わ ち 、

大学卒業 生 あ る い は 大学院修 了 生 の キ ャ リ ア 形成 に つ い て 十分 な 検討が 加 え ら れ て い なか

っ た。

関 連 し た研 究 と し て は 、 酒井 ら と 湯浅 ら の 看護 系 大卒者 の 特徴 を 看護 師 長 の 立場か ら 調

査 し た 調 査 が あ る c 調 査 の 結 果か ら 、 看護師長 が 大 卒者 の 資 質上 良 い 点 と し て あ げて い る

項 目立 、 論 理 的 思考 の 展 開 に 関 す る も の が 多 く 、 一 方 、 悪 い 点 と し て 挙 げ ら れ て い る 項 目

は 、 実践行動 の 意思決 定 に 関 連す る 事柄 で あ っ た と し て い る 。 ま た 、 看護 系 大 卒者 の 実 際

の実践能力 に つ い て は 、 長 期 的 な変化 を 客観的 に評価 す る こ と が課題 と 述 べ て い る c

助産 師 に つ い て は 木 村 ら (2002 ) が 病 院勤務助 産師 の キ ャ リ ア 開 発 に 焦 点 を 当 て て 調査

し た 結 果 を 報 告 し て い る 。 キ ャ リ ア 開 発 と い う 言 葉 が 用 い ら れ て い る が 文 字 通 り組織 が

個 々 の 助 産 師 の キ ャ リ ア を ど う 開発 し て い くか に 焦 点 が 当 て ら れ て い る さ ら に 対象 者 を

「 自 己 啓発 の も と 十 分 に 能力 を 開発 し え たど 恩 われ る 助 産 師」 と し た た め 、 「 院 内 外ネ ッ ト

ワ ー キ ン グ活動 J r活動 の場を変 え た こ と に よ っ て 知 っ た 新た な業務 の 意 味 J と い う 調査結

果 が 反 映 し て い る よ う に 、 十 分 な 能力 の 獲 得 に よ り組織 を 超 え て活動 の 場 を 広 げ て い る 様

子 が 伺 え る 。 勝原 が 「行き た い と こ ろ が わか ら な い 人 に は 、 どん な に優れた キ ャ リ ア 開 発

プ ロ グ ラ ム を 準備 し た と こ ろ で意義 あ る 選 択 が 行 な われ る と は 考 え ら れ な し リ と 述 べ て い

る よ う に 、 ま さ に 自 己 啓発 でき る ほ ど キ ャ リ ア 発 達 でき て い る 助産 師 を 対象 に 調 査 し た結

果 と い え よ う 。 ま た 3 7'"'"'58 歳 と い う 対象者の 年齢構成の 対象者集 団 で あ る た め 、 今回我々

の 調 査 で 対 象 と し て い る 大 卒助産 師 が 入 っ て い る 可能性 は 少 な い と 思 われ る c ま た 調査結
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果 に「 管理者 と し て の 役割へ の適応J と あ る よ う に 、 キ ャ リ ア 開 発 の 方 向 性 は 管 理 の 方 向

に 向 い て い る 。

ま た 、 木 村 ら は 「 活動 の 場 を 変 え た こ と に よ っ て 知 っ た 新 た な 業務 の 意 味 j を助産師特

有 の も の で は なし 、か と 述 べ て い る 。 こ こ で の活動 の 場 の 変 更 と は 病 院か ら 助 産 院 な ど の 職

場 の 変 更 で あ る が 、「 活動 の 場 の 変 更 は 、 一般企業人 で は見 ら れ な い ( 文 献略 ) 能力 開 発 で

あ っ た が 、 助 産 師 に と っ て は 大き な 成長 のき っか け と な っ て い たJ と し て い る。 さ ら に 調

査結果 を 受 け て 助 産師 の能力 開発 に つ い て 「移動や離職 な ど の活動 の場の変 更 に際 し で も 、

そ れ を 助 産 師 の 能力 開 発 に 結 び付 け る た め に 、 個 々 の助産師 と 管理者 が 活動 の 場 の 変 更 の

理 由 を確認 し あ う こ と が重 要 で あ るJ と 考察 し て い る 。

た だ し 、 木 村 ら の 調査 に お い て は 、 対 象 と な っ た助 産 師 が ど の よ う な 基礎教育 を 受 け た

か は あ ま り 問 題 に さ れ て い な い 。 ま た 最 終的 に そ の組織 に所属 し て い る 助 産 師 を 対 象 と し

て い る た め 、 そ の 組織か ら 離れ独 自 のキ ャ リ ア 発 達 を 遂 げ て い る 助 産 師 が ど う な っ て い る

か に つ い て は答 え を 与 え て い な い。 こ の よ う な 点 は あ る に し ろ こ の よ う な 調 査結果や考

察 は 、 我 々 の 今 後 の研究の展 開 に 示唆 を 与 え て く れ る も の で あ る 。

5 ) 臨床看護実践能力 の評価

中 間 は 大 卒看護師 の 看護実践能 力 に つ い て 短 大 及 び 専 門 学校卒業者 と の 比 較 で 研 究 を 行

っ て い る 。「 大 卒看護師 の看護実践能力 に つ い て 、 看護基礎教育 と 実践能力 の 関連 性 、 そ の

影響要 因 な ど を 短大 及 び 専 門 学校 卒 の看護師 と 比較す る こ と に よ り 、 明 らか に す る ( 中 略 )

日 本版 6 - D S 、 110 名 の看護師。 1) 大 卒看護師の実践能力 は 、 短大及 び専 門 学校卒者 よ り

低か っ た。 2) 短大及び専門学校卒者 で は 、 実践能 力 と 専 門 科目 習得度 に 関連 性 が み ら れな

か っ た が 、 大 卒者 で は 、 実践能力 の計画 /評価 と 専 門 科目 の 地域看護 の 間 に 関連 性 が 見 ら

れた。 3) 大卒者 の 実践能力 に 影響す る 要 因 と し て 、 専 門 科目 習 得度 と 職場の満是感 が 抽 出

さ れた 。 」 と 報告 し て い る 。 ま た そ の 考 察 に お い て 、 米 国 の 大卒看護 師 の 実践能力 に つ い て 、

6 - D S を 使 用 し た McCloskey，J.C. ( 1983) や Caπeon，S.H. (1990) の研 究結果か ら 、 大

卒看護 師 が 短大及び専門学校 を 卒業 し た看護師 に 比 べ て 、「 リ ー ダ ー シ ッ ブコ 、 「教育/協力J、

「計画 /評価J な ど の 実践能力 の 高 い こ と が報 告 さ れ て い る が 、 本研究 で は 「リ ー ダ ー シ

ップ 」 の 実践能力 が 低 い傾 向 を示 し た と 紹 介 し て い る 。 一 方 で 中 岡 は 、 Failla，S. ( 1999)  

と Nelson ，L .F. ( 1978) の「 大 卒看護 師の 自 己 評価 と 他者評価 の 差異 が 、 短大や専門 学校 を

卒業 し た看護師 よ り も 小 さしリ と い う 指摘 を 紹介 し 、 自 ら の 研究結果 に つ い て 「 こ の こ と

に 基づ い て 考 え る と 、 本研究 に お い て 大 卒 看 護 師 が 実践能力 が 低か っ た 背 景 に は 、 大 卒 の

看護 師 が 自 己 の実践能 力 を 適 正 に 評価す る 一 方 で 、 短 大や専 門 学校 を 卒 業 し た 看護 師 の 方

が 自 己 評価 が 高 い傾 向 に あ る こ と が 推 定 さ れ る j と 結 論づ け て い る 。

臨床実践能力 の 自 己評価 に つ い て 平 井 は 以 下 の よ う に 述 べ て い る 。

「 一 一 」 と し う 問 し で い リ … … … 隔 た

り が あ る こ と を 指摘 し て い る 。 ア メ リ カ で は徹底 し た職務分析 の 結果 、 そ の 職務 を 遂行す る こ と
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し か し 、 日 本 の 看護組織 は 一 人 の看護 師 に 優れた看護 ケ ア 提供者や管理者 、 教育者 な ど の 多 く の

役割 を 求 め る 傾 向 が 強 い と い う の で あ る 。 そ れ は 専 門 性 の 高 い ス キ ル を 獲得 し た熟練看護 師が や

が て は管 理者や教育者 に な っ て い く 、 現在 の 病院 の昇進形態 に 由 来 し て い る 。 欧米諸 国 で は あ る

職務 の ポ ス ト が 空 く と 、 そ こ に そ の 職務 を 行 な う こ と の で き る 人 聞 を 雇 用 す る 。 し か し 、 年功序

列 、 終身雇用 と い っ た 日 本型雇用 慣行 の 中 で は 、 4 月 に新規採用 さ れ た職員 は 、 長期 に わ た る 現

任教育の も と で 、 ゼ ネ ラ ルな 実践能 力 を 期 待 さ れ 、 教育 さ れ て い く と い う の が 通 常 の 考 え 方 で あ

る c こ の ゼ ネ ラ ル な 実践能力 に は 、 リ ー ダー シ ッ プ能 力 や教育的 能 力 、 対人 関係能 力 、 協調性 な

| ど の 多 く の能 力 が バ ラ ン ス よ く 包括 さ れた も の が 望 ま れ る 。 こ れ は調和 を 尊 び、 公 平 で 、 横並び

Lヲ塑型 本人特有 の 風土 も 大 い に 影響 し て い る の で は な い か と 思 え る 。

本調査 を 実施す る う え で は 、 以 上 の よ う な背 景 も 念頭 に 置 く 必要 が あ る 。

平井 は 、 ソ ー ピ ー (Sovie，M .D . ) に よ る 病 院看護師 のキ ャリ ア ・ パ タ ー ン の そ デル 、 ①

専 門 家 と し て の認識 の 段 階 、 ②専 門 性 の 熟成の段階、 ③ 専 門 性 の 熟達 の 段 階 、 を 紹 介 し て

い る 。 ま た ベ ナ ー は 「 技能修得 に 関 す る ド レ イ フ ァ ス モ デル の 看護 へ の 適 用 j と し て 、 ス

テ ー ジ 1 初 心者 Novice、 ス テ ー ジ 2 : 新人 Advanced Beginner 、 ス テ ー ジ 3 : 一 人前

Competent 、 ス テ ー ジ 4 : 中 堅 Proficient 、 ス テ ー ジ 5 : 達人 Expert 、 の 5 段階に 分 け た

こ と は 有名 で あ る 。

一方 で勝原 (2006b) は 、 最近キ ャリ ア 開発 の た め に よ く 用い ら れてい る キ ャリ ア ・ ラダ

ー に お け る 臨床実践能 力 が 4 段 階で評価 さ れ る こ と が 多 く 、 しか も そ の 4 段 階の根拠が P.

ベ ナ ー の 考 え 方 が 元 に な っ て い る こ 左 を 述 べ、 「 しか し 、 次の段 階への移行プロセ ス を 考 え

る と 、 そ の 間 隔 は決 し て 等 間 隔 で は な い j と 批判 し てい る 。 ま た 「 新 人」 か ら 「 一 人前j

へ の 移行 が 比較 的 ス ム ー ズで あ る 一 方 で 、 「一一人前J か ら 「 中 堅 」 への移行は、 「 女性 の ラ

イ フ サ イ ク ル の 中 で 結婚 や 出 産 を 考 え る 時期 に あ た る た め に 多 少 の 足 踏み が あ る J こ と 、

「 中 堅j か ら 「達人」 へ の移行 と な る と 、 「 さ ら に 高い ハ ー ド ル が 予 想 さ れ る j こ と を 述 べ

て い る c さ ら に 「 そ も そ も 前提 と な っ てい る 4 段階 が 妥 当か ど うか に つ い て は触れ ら れて

お ら ず、 一 考 の価値が あ ろ う じ ( 中 略 ) なぜ、 4 段 が よい の だ ろ うか 。 も っ と 言 う と 、 なぜ

ベ ナ ー の 考 え 方 が 一番 い い ど 思 っ た のか ( 中 略 ) 日 本 の看護師の 臨床能力 が お し な べて 4

段階で 説 明 で き る こ と や、 そ の 4 段階 で十分 に看護 師 のキ ャリ ア 発達 を 支援す る 指標 に 成

り 得 る のか を 考 え た と き に 、 こ れ でいい の だ ろ うか J と 鋭 く 批判 し てい る 。

こ の よ う な キ ャリ ア 発 達 に つ い て論 じ る 場合 、 特 に 今回 の研 究 で 焦 点 が 当 て ら れ る 臨床

実践能 力 の 発達過 程 に 当 て ら れ てい る 場 合 に は 、 そ の 臨床 実践能力 の評価 の仕 方に も 十 分

な検討 を 要 す る 。

4 ) キ ャリ ア 発 達 の 支援

川 村 は 、「 チ ー ム の 中 で成長 す る 若手 の ス ペ シ ャリ ス ト に と っ て 一番大切 な こ と は 、 異

な る 分 野 の ス ペ シ ャリ ス ト や 先輩 た ち と 一緒に働 く こ と を 学び、 チ ー ム の 中 で成長 し てい

く こ と 、 チ ー ム の 中 で 自 分 の 本 当 の 専 門 能 力 を 身 に つ け 磨 き 上 げ 、 チ ー ム の 一員 と し て 仲

間か ら 期 待 さ れ る 役割 に 応 え 、 教科 書か ら は想像 も で き ない よ う な複雑 で 困 難 な 緊 急事態
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で も 、 そ の 持 ち 味 を 発 揮 で き る よ う に な る こ と と い え る 」 る よ う に な る こ と と メ ン タ ー の

役割 の重要性 を 述 べて い る 。

こ の よ う に キ ャ リ ア を 支 援す る も の と し て 、 キ ャ リ ア カ ウ ンセ リ ン グ 、 プ リ セ プ タ ー シ

ッ プ 、 メ ン タ ー シ ッ プ が 紹介 さ れ て き て い る 。 プ リ セ プ タ ー シ ッ プ は 主 に 新卒看護職員 の

教育に 用 い ら れ て い る 。 し か し 、 勝原 は プ リ セ プ タ ー シ ッ プ に つ い て 文 献 を 検 討 し た 結果

か ら 、 一 見 定着 し た かの よ う に 見 え る プ リ セ プ タ ー シ ッ プが 、 形骸化 し て し ま っ て い る こ

と を 指摘 し て い る 。 特 に ま だ少 な い 大 卒新人 の場合、 プ リ セ プ タ ー が 大 卒以外 で あ る こ と

が 多 く 、 プ リ セ プ タ ー が プ リ セ プテ ィ を 理解 し に く い状況 に あ る ま た 、 キ ャ リ ア カ ウ ン

セ リ ン グ は ま だ あ ま り 実践 さ れ て い な い。

メ ン タ ー シ ッ プ は最近注 目 さ れて き た も の で あ り よ り 長 期 的 な 視 点 に た っ た キ ャ リ ア

の支援 に つ い て 考 え る 際 に 重 要 で あ る ま た 、 メ ン タ ー の 多 く は職場 の 上 司 ・ 先輩 ・ 同 僚

等 と し て 論 じ ら れ て い た 。 し か し 看護 系 大学卒業者 が 求 め る も の と は 異 な っ て い る よ う に

思われた。 大 卒者 に と っ て メ ン タ ー と は大学の恩師 で あ る こ と が 多 い の で は な し 1 か と 考 え

ら れ る 。 大学卒業者 に と っ て メ ン タ ー と は 何な の か 、 メ ン タ ー と な る べ き 人 の 存在 を 考慮、
す べ き で あ る と 考 え ら れ る 。 今 回 の 調 査 の項 目 の 中 で も 重視 す べ き で あ る と 考 え ら れ る 。

助 産 師 の キ ャ リ ア 開発 へ の 支援 に つ い て は 、 先 に 紹 介 し た 木村 ら が能力 開 発 に 有 効 な 事

柄 と そ の 時期 と し て 考 察 し て い る 。

3 . 助 産師の キ ャ リ ア パ ス

今 回 の 文献検討か ら 、 一般職業 と の 比較 に お い て 一 部看護職の キ ャ リ ア の 方 向 性 を 述べ

た も の は あ る が 、 看護職 の 長 い職業 プ ロ セ ス を念頭 に お い た キ ャ リ ア 発 達 に つ い て は 明確

に は な っ て い な い こ と が 明 ら か と な っ た。

従 来看護職 の キ ャ リ ア と し て は 、 教 員 への 方 向 性 、 看 護 管 理職へ の 方 向性 は あ っ た も の

の、 臨床 現場 で働 き 続 け る こ と に 焦 点 を あ て た キ ャ リ ア の 考 え 方 は 薄 か っ た 。 今 回 の 文 献

で は あ げ な か っ た が 、 中 堅看護職 の キ ャ リ ア 開 発 に 関 わ る 研究 は数 多 く あ り 、 そ の 点 が 看

護管 理職 に と っ て 喫 緊 の 課題 と な っ て い る こ と が 推測 で き た 。

し か し 、 看護協 会 に よ る 認 定看護師 ・ 専 門 看護 師 制 度 、 個 々 の 病 院独 自 の エ キ ス パ ー ト

ナ ー ス 等 の 認 定 制 度 、 ク リ ニ カ ル ラ ダ ー の 普 及 な ど か ら 、 臨床 の 中 で さ ら に 専 門性 を 構 築

し 、 そ れ を 発揮 し た 働 き 方 が 次第 に 明 ら かに さ れつつ あ る 。 永 野 は ジ ェ ネ ラ リ ス ト 看護師

に 期 待 す る 能力 と し て の 折津の 「そ の 時代 に 行 な い う る 最善の看護 サ ー ビス が 提供 さ れ る

こ と を保証す る た め に 、 常 に 看護職 と し て の態度、 感性 を 洗練 さ せ、 根 拠 に 基 づ く 看護 を

実践す る 能 力 や各領域の ス ペ シ ャ リ ス ト を 適切 に 活 用 し う る 能力 j を 紹 介 し 、 こ れ か ら の

看護管理者の役割 と し て 「 今 後 は 、 ス ペ シ ャ リ ス ト の 活 用 は看護管理者 の 責 務 と な っ て い

く で あ ろ う J と 予測 し て い る 。

ー 方 で 、 助 産 師 の 場 合 、 看護師基礎教育の 上 に 乗 る 教育 で あ っ た こ と 、 助 産 学 の 専 門 的

教育 を 受 け て い る と い う 自 負 な ど か ら 、 ジ ェ ネ ラ リ ス ト な の か ス ペ シ ャ リ ス ト な の かが 揺
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ら い で い る ま ま で あ る 。

ま た 現 在急速 に 進 ん で、 い る 妊産婦の ハ イ リ ス ク 化 に 現在 の 助 産 師 が 適応 し て い る か も 疑

問 で あ る 。 内 科 で糖尿病患者 の ケ ア 経験 の あ る 看 護師 か ら 見 た 場合 、 助 産 師 の糖尿病合併

妊婦 に 対 す る ケ ア の 不 十 分 さ が 目 に つ く と し 寸 。 助 産 師 は正常 出 産 に つ い て 自 立 的 に 実践

で き る た め 、 そ の 教育 も 臨床 で の研修 も 正 常 出 産 を 中 心 に展開 さ れ て き た 。 一部 NICU に

お い て 臨床経験 を積み、 母子 関係構築や母乳 育 児 支 援 な ど に 助 産 師 と し て の 専 門 牲 を 発揮

し て い る 場合 は あ る が 、 妊産婦 の ハ イ リ ス ク 化 に 対応 で き る 知識 ・ 技術の獲得は 不 十分 と

い え る 。

こ の よ う な 視 点 か ら 、 助 産 師 の 生 涯 を 念頭 に お い た キ ャ リ ア ・ パ ス を 検討す る こ と は価

値が あ る と 思われ る 。 助 産 師 が 臨床実践能力 を 高 め 、 新人か ら 一人 前 に 、 一 人 前か ら 中 堅 、

エ キ ス パ ー ト と 進 む 道 、 ま た 女性 の健康やハイ リ ス ク に 対応 し た 周 産期 に 特化 し た 専 門 性

を 構築 し て い く 道 の 多様性 を 示 し 、 そ れ ぞれに応 じ た継続教育や卒後 教 育 を 整備 し て い く

こ と が 必 要 だ と 思 われ る 。 今 回 は そ の キ ャ リ ア ・ パ ス を さ ら に 検討す る こ と は で き な か っ

た。 以 下 の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 の 結果 を 踏ま え 、 来年度 の課題 で あ る と 思 われ る 。

皿 イ ン タ ビ ュ ー調査

1 . 研究 目 的 : 看 護 系 大 学 の 統 合 カ リ キ ュ ラ ム で助 産 師教育 を 受 け た 助 産 師 の 卒後 の 看護

実践能力 の 変 化 、 仕事 と 人生設計 に つ い て の 自 己認識 を 明 ら かに す る 。

2 . 研究方法

1 ) 研究デザ イ ン 質 的 因 子探索型記述研究

2 ) 研究参加者 卒業大学か ら の 研究協力者募集 の は が き で の 募集 に応 じ 、 研究班 に

返信葉書 で意思表示 の あ っ た 助 産師 104 名 中 イ ン タ ビ ュ ー実施者 42 名 さ ら に

編入生 を 除外 し た 39 名 を 、 平 成 18 年度 の 分析対象 と し た。

3 ) 調査期 間 平成 18 年 7 月 ~ 平成 19 年 2 月

3 ) 調 査 内 容

平成 17 年度 の 準備調査 時 に以 下 の特性 を 持 っ て い る こ と を 明 ら か に し た こ と を

さ ら に検 証 し た と 考 え て い る 。

- 統合 カ リ キ ュ ラ ム の助 産 師 は 予備 調 査 の 結果 の と お り 以 下 の特徴 を 備 え て い る

(対象理解 ど 個別 の ケ ア 、 地域 を 視 野 に入れ た 看護、 自 己教育力 、 研究能力 )

- 統合 カ リ キ ュ ラ ム の 助産師 は キ ャ リ ア 開発志 向 が あ る

- 看護職 と し て の 成長 を 看護管理者、 大卒助産師、 大学教員 が助 け て い る

具体的 に は 、 以 下 の 「研究課題」 を も と に 、 事前配布 質問紙 と イ ン タ ヒc ュ ー ガ イ ド (表 1)

を作成 し 、 約 1 時 間 以 内 の 半構成的 面 接 を 行 っ たc

1 ) 自 分 の実 践能力 を ど う 捉 え て い る か、 ど の よ う に 伸 ば し て き た か
2 ) 自 分 の キ ャ リ ア を ど う 考 え て い る か、 ど の よ う に 推進 し て き た か
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3 ) 自 分 の成長 を助 け て く れ た も の は 何か

4 ) 課題 の そ れ ぞれ に 大 学 で 学 ん だ こ と (統合教育) が ど の よ う に影響 し た か
5 ) 課題 の そ れ ぞれ が就業場所、 経験年数 に よ っ て 異 な る か
表2 インタビューガイド

項 目 質問文例 備考
質 問 紙 に し ‘ 各 自
事 前 に 記入 し 、 持
参 し て も ら う

- 年齢、 出 身大学の教育状況 (3 年 次 開 講 、 養成数、 実習 の特色等)
. 現在 の就業場所
・ 現在 ま で の職歴 (病棟の移動含む)
・ 研修歴 (院内/院外)
- 施設 内 で の役割/委員会
- 臨床指導、 プ リ セ プ タ 一 等の経験
. 研究実施歴/学会発表/論文執筆
- 自 主 的 に 参加 し て い る 勉 強会/学会 / 団 体
・ 家族構成 (配偶者 ・ 子 ど も の 状況)

② 自 分 自 身 の | ・ 自 分の看護実践能力 (看護 ケ ア ・ 助 産) に つ い て ど う 思 う か
実践能 力 の 認 経験年数 と と も に ど う 変化 し た か
識 と 向 上 実践能 力 を つ け る た め に ど ん な 努 力 を し た か

今 ま で の 分娩介助件 数 は何件か
分娩介 助 の 実践力 に つ い て は ど う 思 う か
分娩介助 の 実践 力 を つ け る た め に ど ん な努 力 を し た か
看護実践能力 に 大 学 で 学 ん だ こ と (統合教育 な ど) が ど う 影響 し た か

・看護管理 、 教育、 研究な ど 直接 ケ ア 以外の能 力 に つ い て ど う 思 う か
j 経験年数 と 共 に ど う 変化 し た か

それ ら の 能 力 の 向 上の た め に ど ん な 努 力 を し た か
そ れ ら の 能力 に 大学 で 学 ん だ こ と が ど う 影響 し た か| ③ 自 分 の キ ヤ 34生 の 目 標 計画や希望や夢 は何か

リ ア 業 人 と し て 何 を め ざ し て い る か つ 経験 ( キ ャ リ ア ) を ど の よ う に 考 え て い る か
(職場 を 変 更 し た 人 に ) そ の 理 由 は何か

仕事の 上 で 、 現在 関 心 を 持 っ て い る 事柄は何か
キ ャ リ ア を ど の よ う に 計画 し 、 現在 は どの位置か
キ ャ リ ア を どの よ う に 伸 ば し て き た か
キ ャ リ ア の 積み重ね に 大学で学ん だ こ と は ど の よ う に 影響 し た か

1 ・研修会、 セ ミ ナ 一 、 大学院 な ど の 卒後 教 育 に 自 分 か ら 行 く か
研修や大学院は どの よ う な 目 的 か ら 行 っ た の か

| ④成長 を 支 援 ! ・ 自 分 が (仕事の 上 で 、 人 生 の 上 で ) 目 標 と す る 人 が い る か
/促進す る も 1 . 自 分の看護職 と し て の 成 長 を 助 け て く れ た も の/ 人 は 何 か
の i ・ 実践能力 の 向 上 に助 け と な っ た も の / 人 は 何 か

自 分が キ ャ リ ア を 積む こ と ( 目 標達成 ) を 助 け て く れた も の/ 人 は 何 か
支援者 ( メ ン タ ー ) は誰か
ど の よ う な か た ち で応援 し て く れ る か

' 看護職 と し て の 成長 に 大学で学ん だ こ と は ど の よ う に 影響 し た か
I � 大学 ( 統 合 今 ま での仕事を通 じ て感 じ た あ な た の 「 強 み J と は 何か
l 教 育 教 育 に ! ・ 今 ま での仕事を通 じ て 感 じ た 「 弱 み 」 と は何か
| よ る 差 違 の 認 そ の こ と が 大学 で 学 ん だ こ と と ど う 関 連 す る か
1一一 一一-L-
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4 ) 手順

①看護系 大学で助産師養成校 に研究協力依頼 指示丙 - 11. I資料 1 - 2 1 画再 1 -司)
②協 力校 が 卒業生 に研究協力依頼 の 葉書の投函

③研究 協力 に応 じ る 返信葉書 の 参 加 者 リ ス ト か ら イ ン タ ビ ュ ー ア ー (研究協力者含む)

が 日 程調整c 事 前 の 調査票記述 と イ ン タ ビ ュ ー の 実施依頼

⑤イ ン タ ビ ュ ー は 45-60 分 間 を 予 定 し 、 研究参 加者 の 同 意 ・ 同 意撤 回 の 説 明 と 署名 。

録音許 可 を 得 る (雪国， 亙�q 3 1) 
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5 ) 分析

①テ ー プ録音 か ら 逐語録 の 作成

②イ ン タ ビ ュ ー概 要 の 作 成

③事例 の 分析

6 ) 倫 理的配慮、

研 究 参加 者 の 募集 に 公 平性 を き す こ と な ら び に 個 人 情報保護 の 観 点 か ら 、 助 産 師 養 成 を

お こ な っ て い る 大 学 す べ て を 対象 と し た こ と 。 ま た 、 参 加 意 思表 示 の あ っ た 研 究 参 加 者 の

出 身 大 学 の 教 員 や 関 係 者 に よ る イ ン タ ビ ュ ー を 避 け た こ と か ら 、 イ ン タ ビ ュ ー 内 容 の 偏 り

を 避 け た 。 イ ン タ ビ ュ 一 時 に 研 究 の 目 的 、 匿名 性 の 確 保 、 同 意 を 得 て 、 後 に 同 意 の 撤 回 も

可能 と し た 。 ま た 、 公 表 時 に 現職 、 出 身校や 発 言 内 容 に か か わ る デ ー タ の 匠名 性 に 勤 め る

こ と と し た 。 本 デ ー タ は 連 結 可 能 匿名 化 に よ り 研 究 分 担 責任者 と イ ン タ ビ ュ ー 実施 者 の み

が ア ク セ ス で き る C D に て 管 理 し た 。

3 . 結果

1 ) 研究参加者 の 属 性

( 1 ) 大学か ら の 協 力 依頼 (表 3 )

看護 系 大 学 で 平 成 18 年 3 月 以 前 に 卒 業 生 を 輩 出 し て い る 大学 60 校 に研究参加者募集の

協 力 と 、 葉 書 の 作成 ・ 投 函 の 可 否 を い ら い し た と こ ろ 、 26 校 (43 . 3 % ) の 協 力 を得 ら れ 、 そ

の 対 象者 総数 ( 葉 書依頼枚数) は 、 8 1 4 名 で あ っ た。

( 2 ) 研究参 加 者 の 状 況 (直副)

分析対 象 と し た 39 名 の 者 研 究 参 加 者の経験年数 は 、 2 年 目 が 1 0 名 、 3 年 目 9 名 、 4、 5

年 目 が 各 7 名 、 6 年 目 以 上 が 6 名 で あ っ た (図 1 ) 。 既婚者は 1 1 名 (28.2%) 、 子 ど も の い る

者 は 6 名 ( 15 .4% ) で あ っ た 。 勤務場所は、 病 院 3 1 名 (82. 1 %) 、 教育機 関 5 名 ( 12 .8 (Yo ) 、

診療所 1 名 、 そ の 他 2 名 ( 助 産 所 、 大 学院生各 1 名 ) で あ っ た。

在 学 中 の 分娩 介 助 件 数 は 、 3 ----- 12 例 に 分布 し 、 平均 8.07 例 ( SD2. 1 3 ) 、 最頻値は 8、

10 例 で あ っ た 。 ま た 、 在 学 中 に継続事例 を も っ た 者 は 、 26 名 (66.7%) い た。

口 2年 目

. 3 年 目

0 4 年 目

ロ 5 年 目

. 6 年 目 以上

図 1 研究参加者の 経験年数
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表3 研究協力校一覧(年度は卒業生数〉

年次

2 t s t t 

3 
' 
l 

4 t 

t ' E h 

5 
' E E ' f 

6 
7 I E 

8 
1 

9 
1 0  t 

1 1  ' 
1 2  T ' 

t ' 

1 3  B 2 1 1 
1 4  主‘ 、、
1 5  I 1 3 2 

1 6  、、、、
1 7  l i i t 

1 8  
t o f 

1 9  3 1 

20 8 8 1 1 
2 1  t i 

22 t ' t t 
23 

1 
1 t 』

24 ' t B S 
25 ' h t 1 
26 1 

A三4I=l 員 I

2006 
6 
5 
7 
9 
6 
1 5  
9 
3 
1 4  
5 
4 
9 
3 
3 
7 
6 
8 
1 5  
7 
8 
2 
9 
1 9 
6 
1 2 
5 

202 

2005 2004 
' i ' 7 ' ' 2 

5 t 、 5 
‘ 、 1 0  。

1 0  1 0  t 
6 6 

9 s 8 
1 5 6 
1 1 ? 4 4 

6 
7 9 
4 3 
5 6 
8 ' 7 
6 6 
1 2  ‘ B t s 

1 2 1 5  
9 ' ' 』 1 4  
1 1  1 0  
4 t t ' l 4 
8 8 

s 。 3 。
8 6 
1 3 1 6  
6 5 

1 75 1 50 

2003 2002 
2 t 2 
7 
。 。

1 0  。
5 6 

t 

1 0  
4 4 

4 4 
。

3 4 

7 5 

t 

1 1 1 2 
9 1 0  

l l 1 0  3 8 ' 1 0 
l 1 

1 4 4 
1 1 1 3 2 ' 6 
。

I S T 。
8 7 
1 8  。
5 1 2 

1 1 7  74 

-49-

2001 
' t t 8 

f 1 1 4 

。
。
7 

' g t 
I t 

t 4 s ' ' B 
t 

5 

3 

8 
' 
s a ' 

4 1 1 t E I t 
E 
' 

E 
E 1 1 1 E 

e e 1 9 ' 

1 0  i t l l 
‘ 4 

9 
。

1 3 

' 1 1 7 ' 
t 

、 。
: 9 : 

83 

2000以前 合計
。 27 

22 
。 1 7  
。 39 
。 36 

1 51 
36 

6 32 1 
1 4  

5 3 1 1 
1 0  

。 251 
20 
1 41 
42 
1 81 
20 
42 
58 
59 

。 22 
。 51 
。 1 9 

42 
。 59 
2 44 

1 3  814  



2 ) 自 分 の 実践能力 を 捉 え 方 と 、 実践能力 向 上への歩み

文 中イ タ !) ;Y ク は 、 表現 を そ の ま ま 引 用 し た 。 ま た 、 ( ) は参加者番号で あ る 。

( 1 )  1 年 間 の 助産課程 の 卒業 生 に 対 し て 敬意 を 持 っ て い る

l 年 コ ー ス で き た 子 ど 比べ る と う ち ら は弱い っ てい う か、 かなわな し い ・ て こ と も な い け

ど、 やは り 熱意が ち が い ま すよ ね (50)

1 年間助産だけ を どっ ぷ り や る っ て、 それだけ時間をかけ る わ け で すか ら 、 かけた 時間

は絶対に違 う ん じ ゃ な し 1かな (4)

1 年間 と お し て勉強 し た ほ う が絶対に奥が深い (18)

1 年の助産課程 を卒業 し て き た人 た ち は臨床場面で特に分娩技術な ど自 信を持っ てやっ

て い る よ う にみ え る (103)

・ 周期の専門学校卒の人 のお産を f上 手だか ら 見 な さ し リ 左 言われ て、 本当に上 手だっ た

の で シ ョ ッ ク だっ た。 落 ち着い て、 自分が し た こ と がな い f人 工破膜j を し ていた (57)

同 じ O大の卒業生 と 二人 き り で入職 し た の で比較 され ずに すんだ (1 03)

( 2 ) 自 分 の 実践能力 を 「 身 の丈J で相応に評価、 2 年 目 ぐ ら い で で き る

く ま だ未熟 で あ る 〉

(就職 し た ばか り の頃は) 何 も で き なか っ た。 未熟だなあ と患 っ た。 だんだん放物線の

様に で き る よ う に な る と 患 っ ていた (57 : 3 年)

(助産師の国試が不 合格だっ た の で) 2 年 呂か ら分娩介助に あ た っ たc 怖 く て仕方がな

か っ た。 2 Ø'd呂 で多始、 5 例目 で骨盤位の分娩にな っ た (81 : 6 年)

経産婦の 予測が ま だま だ甘い (33 : 1 年)

ま だ自 信はな いが周 り が見 え る よ う にな っ た (42 : 3 年)

未だに 泉 門がわか ら な い。 飴胞が緊満 し て いた ら わか ら な い (28 : 1 年)

30 Ø'd で も 未だ自 信な く 、 夜間の ひ と り 立 ち は し ていな い。 同僚か ら 、 い つ ひ と り 立 ち す

る のか と 言われ る が、 夜間は新生児 を担当 し て い る (55 : 産科 で 1 年)

分娩介助Ø'd数が 40 例に な っ て、 手技に つ い ては落 ち着い て で き る よ う に な っ た が一人

で分娩経過 をみ る こ と に は ま だ不安があ る (103 : 2 年)

分娩介助 自 体 左 かは介助数が どん どん減っ て き て い る の で… う ーん。 ぜん ぜん進歩 …進

歩 と い う か で き て い な い感 じ です (23 : 3 年)

く 個 人 差 は あ っ て も 、 2 年経 っ と で き る よ う に な る 〉

・ 大学 で学んだの で先輩た ち よ り 病態生理がわか る と 思 う (25 : 1 年)

も っ と 函 ら な き ゃ い けなかっ た のかな っ て思 う く ら い あ ま り な い で すよね。 技術的な こ

と (で因 っ た こ と は) はあ ま り な い です (10 : 2 年)

出血 量 と か も だいぶ抑え た り と か会陰保護 も だいぶ で き る よ う に な っ て き た し 、 緊急 時

と か も す ぐに対応 で き る よ う に な っ て き た かな (22 : 1 年)
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前は こ ん な こ と で悩ん でいた け ど f今は ど う ?J っ て継続 し て診れ る よ う に な っ た (22)

3 年 目 ぐ ら い ま で実習 で介助例数が少な い こ ど を ひ き ずっ て いた (8 : 5 年)

2 年 目 の終わ り か ら 3 年 呂 ぐ ら い で で き る よ う に な っ た と 患 う (8 .' 5 年)

2 年 百 中頃か ら 少 し 落 ち着 き なが ら 働ける よ う に な っ た (69 .' 2 年)

( 3 ) 寄 り 添 う ケ ア が 実践で き る

・ お産の介助、 そ ばに い る のは当た り 前 (69)

寄 り 添 う 看護、 一緒に や り た い こ と を助け る (44)

な る べ く 一緒に い て、 た だい る だけ で も い し 、か ら 、 寄 り 添 う よ う な姿勢 っ て い う と こ ろ

は、 実習の と き か ら 、 第 1 期のかかわ り がお産を と る 中 では す ごい大切っ て い う こ と で

言われ て き た の で (47)

大学 では知識 と 助産師の姿勢 f産婦に ずっ と つ い てい る j を 学んだ (8)

と にか く 自分がお産 と っ た人 は産後 の フォ ロ ー に積極的に関わ る よ う に し て 1 ヶ月 健診

ま でそ の人 が希望 し て い る 育児の状態に近づけ る ま で (50)

地域に興味があ り 、 常に退院後に対象者がど う 置かれ る か考え てい る。 保健師と の連携

の重要性 を感 じ てい る は2)

ょ う やっ と 2 年 目 に な っ て f看護j が 自分の 中 で意識 で き る よ う に な り 広が っ てい っ た

(30) 

( 4  ) 自 己努力 ・ 学習 ・ リ ソ ー ス パ ー ス ン な ど解決策 の幅広 さ で能力 を 伸 ば し て き た

< 実践力 向 上 の 自 己努力 を し て い る 〉

今 も し て い る ん ですが、 自分の分娩 台帳をつ く っ て (27)

. 30 例以上 は見 学 し て い る (71)

• 4. 5 月 の休み は分娩見 学に来た (43)

2 ヶ 月 白 ごろか ら分娩見 学をオン コ ー ルで呼ん で も ら っ て し て いた (57)

1 日 に ひ と つ必 ず課題を持 つ よ う に し て知識 ・ 技術を積み重ねた (15)

熱心な医師の指導に食 い つ く (42)

医師と 一緒に や る こ と が多 く て助産舗と し ては 自 分 で判断 し なければい けな い し 、 そ う

い う と こ ろ に直面 し て結構学習 し た (22)

(母乳 靖育のセ ミ ナーは) 掲示に貼っ てあ っ た か ら 行 っ た み た い な … (中略) … そ う し

た ら継続 し て、 今回 も 行 っ て い る ん ですけ ど… 母乳 晴 育はそ う ですね 1 年 目か ら 行っ て

い ま す (23 .' 3 年)

< 学習 の 習慣が継続 し て い る 〉

本 ・ 雑誌は結構購入 し ま す (71)

勉強のた め に文献を買 い あ さ っ てい る (1 03)
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専門雑誌を読むのは大卒だか ら かな (82)

う ち の病棟は勉強会がな い、 N I C U ではやっ て い る の でそれ も あ っ て行 き た い (28)

3 ) 自 分 の キ ャ リ ア を ど う 考 え て い る か ど の よ う に 推進 し て き た か

( 1 ) 目 的志 向 ・ キ ャ リ ア 志 向 で、 助産師 産科に こ だ わ ら ず転職、 進学す る

。大は ウ ィ メ ンズヘ ルス に興味があ っ て し か も 助産部の実力 も つけた く 、 混合病棟な の

で就職 し た。 しか し大学病院なの で件数が少な いc 分娩が で き る と 患 っ て行 っ た 0 0病

院 も 6 ヶ 月 で配置転換があ り 、 転職 し た (57)

0 0病院はお産だけに集 中 し て効率よ く 学べた (57)

ハイ リ ス ク の 母子 を見 た い と 患 っ て大学病院を選んだ (28)

自分のお金 で生活する と し づ 基盤が揺 る がな い よ う 生活 し てい く つ も り (57)

・ 来月結婚予定でO県か ら O県 に移る の で一時退職。 母乳 の こ と は続けた い。 世界母乳 ア

ドバイ ザー (国際 ラ ク テ ー シ ョ ン コ ンサルタ ン ト ?) の資格 を取 り 、 大学院 も 考え てい

る (82)

看護に それ ほ どこ だわ っ て い な い。 ア ロ マ と かパン屋 と か好 き な こ 左 を取 り 入れ て働け

た ら …起業なんか … (42)

総合病院 じ ゃ な く て、 産婦人科 で も い い と は思 っ て い る ん で す。 で も 最終的に は地域に

も 出 て行 き た い の で、 保健所助産舗で も い い し (22)

将来、 乳腺外来、 乳 がんの ケ ア を や り た い。 助産の領域 では妊娠期を き ち ん と や り た い。

助産師外来をやっ て い る と こ ろ に 半 年 左 か長期に研修に出た い (25)

4 ) 自 分 の 成長 を 助 け た も の は何か

( 1 ) 考 え る ケ ア と 幅 広 い対 象理解、 問題解決 の 方法論 を 大学で学 ん だ 自 覚 と 誇 り が あ る

大学は考え 方、 道筋を辿 っ て考え る こ と を学ぶ っ て 言われ続け て き た (14)

・ 実習に行 く と 必 ず根拠は ? っ て突っ 込 まれ る (71)

文献や人名 な ど良 く 知 っ てい る 。 大学時代に本を た く さん読んだのだ左 思 う (55)

(総合大学 であ っ た た め) 多数の い ろ い ろ な教員 に接 し た こ と。 ま た そ こ で 言われた こ

と は批判的に見 る こ と を 言われた (6)

大学 では濃密に勉強 し た サーク ルな ど も (42)

ベース に な る 基礎教養科 目 み た い な も のは大学はほかの 左 こ ろ よ り 充実 し て い て よ い

(10) 

・ 倫理委員 会に入れ ら れた と き も す でに大学 で倫理の勉強 を し て いた の で … 中略 … 国 ら

なか っ た (33)

体位変換な ど大学 で学習 し た方法が最新 で、 [こ ん な こ と は習わなか っ たj 左 先輩に 言

われた

2 年 目 に な り 、 先輩方 も 勉強 し て く れ る よ う に な っ たc 3 年 目 に な っ た ら 自分 で勉強会
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を や り た い (25)

物事達成する た め の仕組み に つ い て学ぼ う と する (82)

・ 文献を謂べた り 、 調査を し た り 、 学ぶ手段を持 っ てい る こ と (43)

(大学 で学んだのは) 技術な どは十分 で、はなか っ た が、 思考能力 ・ ア セス メ ン ト 能力、

技術が う ま く し 、かなか づた と き 、 どの よ う に すれば う ま く な る のか そ の獲得方法、 わか

ら な い と き は ど う する のか、 誰に開けばよ いか、 倫理的な配慮であ っ た (15)

( 2 ) 大 卒 に 理解 と 期 待 が あ る 環境 と 、 業務 が で き る 新人 育成方法

く 大卒へ の 理解 が あ る >

産婦人 科 だけが 4 大卒 (50)

ほ と ん ど助産部は大卒 (33)

病棟がほ と ん ど大卒助産部だっ た (8)

技術が で き な い のは大卒のせい ではな い。 個人 的な指導 と 思 っ ていた (14)

新人 の時は で き な く て当た り 前と 言われた の で潰 され ずに すんだ(82)

- 大卒 で差別はな い (28)

・ 出身大学の先生 と 病棟の師長が通 じ て い て先生か ら 実習な ど教育の状況がよ く 説 明 さ

れ てい た (8)

部長に fあ なた も ほかの大卒の人 主 同 じ で で き る よ う にな っ てよか っ た わj と 言われ て

安心 し た (28)

夜勤 で助産師が自分 し か い な い と き は [呼べ (オン コ ール)J 左 言っ て く れ た の で、 怖

い と き に は必 ず呼ん で き て も ら っ た (25)

2 年 目 の事例に f精神疾患 を持 っ てい る 妊婦 さ んj の ケ ース を ま 左 め た ら 、 f発表 し た らj

と 推 され て、 N 県 0 0 学会に発表 し た り 、 3 年 目 に f面会j に つ い て調査を し て 日本看

護協会 の 0 0 学会に出 し た り し た。 大変だけ どや り がいがあ る (32)

・ 病院 での取 り組み で、 改善 し て い く 機会が 与え ら れ る 。 研究面で期待 され て い る (82)

扇lj，師長 さ ん に も も ち ろ ん 母乳 に対する 知識 左 かは … fこ う い う の やっ て き てJ rや っ て

き な さ し リ 左 か課題を 与 え ら れ て … それがなか っ た ら なかなか勉強 し て し 、かな い っ てい

う 部分は、 確かに課題があ っ てやっ た勉強はあ り ま す し (23)

く 1 年 目 に 業 務 ( 1 日 の流れ) を し っ か り 修得 し た >

1 年 目 はお産三味。 勤務すればお産だっ たc それは辛か っ た。 ベル ト コ ンベアーのよ う

なお産に (1 7)

1 年 自 は駆け抜けた感があ っ て、 も う あ っ 左 い う 間で (10)

分娩介助 で き な い と 助産部と し てや っ て い けな い と の気持 ち があ っ た が、 多 く 介助 し た

の で払拭された (42)

お産介助 も 1 年 目 はな し だっ た。 辛 し 、 1 年 で し たが婦人科や祷婦の ケ ア と 看護業務を覚
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え る こ と が求め ら れた (44)

( 3 ) 大 学 の 教員 が 支 援 し て い る

先生 よ り f大学卒者はい ろ い ろ 言われ る け ど気に する なj と 言われ てい た の で気に し な

か っ た (15)

メ ンタ ー はO大学の教員 で … (43)

大学院へ の進学動機は病棟に ロ ールモ デルがし 、 なか っ た こ と n わた し が病院 で、がんばっ

てい た ら こ う い う 人 に なれ る と 思え る 対象がいなか っ た こ と (14)

何年か働いた ら 、 1 回大学院 と かに行っ て、 ま だ何を し た い と かはないん です (47)

呂標と し て い る 入 は、 大学の愚前。 成長 を助け て く れ て支援 し て も ら っ てい る (15)

(卒業大学の思師に) 何回 も 相談 し ま し た。 2 年前 も (10)

ずっ と 大学の先生 左 は つなが り を持 っ ていた (57)

5 ) ま と め

( 1 ) 大 学 で 統合カ リ キ ュ ラ ム の 教育 を 受 け た卒 業 生 自 身 の 特 徴 は イ ン タ ビ ュ ー の記録か

ら 抽 出 し た サ プカ テ ゴ リ は以 下 の 通 り で あ っ た。

1 年 間 の助産課程 の 卒業 生 に 対 し て敬意 を 持 っ て い る

自 分 の 実践能力 を 「 身 の 丈 j で相応 に評価 し 、 2 年 目 ぐ ら い で で き る よ う に な る

寄 り 添 う ケ ア が 実践で き る

自 己努 力 ・ 学習 ・ リ ソ ー ス パ ー ス ン な ど解決策 の幅広 さ で能力 を 伸 ば し て き た

目 的志 向 ・ キ ャ リ ア 志 向 で 、 助 産 師 、 産科 に こ だ わ ら ず転職 、 進学す る

考 え る ケ ア と 幅広 い 対象理解 、 問題解決の方法論 を 大学 で 学 ん だ 自 覚 と 誇 り が あ る

大 卒 に 理解 と 期 待 が あ る 環境 と 、 業務 が で き る 新人 育成方法 で あ る

大 学 の 教員 が支援 し て い る

4 . 考察

1 ) 助 産 師 と し て の 成長 曲線 と ス キ ー ム

新 人 の 当 初 は 1 年課程 の 人 と 比 較 し て 、 客観的 に 力 不 足 を 認識 し て い る が 、 実践能力 に

は差は な い と い う 認識 も あ る 。 ま た 、 こ の 差を認識 し て も 、 コ ン プ レ ッ ク ス に は な ら ず に 、

他者 の 力 も 認 め な が ら 努力 し て い る 。

実践力 向 上 の た め の 方 法 は 幅広 く 、 自 分 の 時 間 で 分娩見学 し た り 、 積極 的 に 先輩や 医

師 と の 分娩振 り 返 り 、 分娩 ノ ー ト の 作 成 、 学 生 時代 の 評 価表 の活 用 、 専 門 誌 を 見 る 等 が 行

れ て い た 。 2 年 目 頃 か ら 一 日 の組み 立 て (業務) が で き る よ う に な り 、 そ の 進み具合 は 、 経

験 し た 分娩件 数 に も 影響 さ れ る よ う で あ る 。

夜 勤 、 緊急時 の 対応 も で き る よ う に な る と 本領発揮 し 、 大 学 で 教 育 の コ ア で あ っ た 寄 り
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添 う ケ ア ・ 考 え る ケ ア を 大 切 に す る こ と が で き て き て い る 。 大 学 の 教育課程 で 一 般 教養 が

充 実 し て い る こ と か ら 、 倫 理 意 識 、 批判 力 な ど 基盤 と な る 力 を 備 え て お り 、 厚 み の あ る 対

象理解や 、 お 産 だ け で は な い 先 を 見 る 視点 、 ケ ア の 方 法論 を 豊 か に し て い る 。 ( 図 2 )

二一 方 、 悩 ん だ と き 、 臨 床 で の 看護 ・ 助 産 の あ り 方や 、 先 輩 に ロ ー ル モ デル を 見 出 せ な く

な っ た と き 、 教員 を 頼 り 、 大 学 へ 戻 る ( 大 学院 進 学 ) こ と も 考 え て い る 。 病 院 内 の 助 産 師

業務 に こ だ わ ら ず に 新 た な 目 的 に 向 か つ て 仕事 を 模 索 す る 傾 向 も あ る 。 2 . 3 年頃か ら ハ イ リ

ス ク の 勉強が し た い 、 母 乳 育 児 支 援 の 専 門 家 、 女性 の 健康支援 、 研究者等 の 進路 を 確 実 に

意識 し て お り 、 従 来 の 看護 師 の キ ャ リ ア コ ー ス 、 大病院→ 中 規模病院 ま た は 1 施設 の 中

で 管理職 に な る 場合 と は ま た 異 な っ た 発展 の 仕 方 を す る 可能性が あ る 。

実
践
能
力
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図 2 大学で助産師教育 を 受 け た助産師の卒後 の看護実践能力 の変化

( 2 ) 統合 カ リ キ ュ ラ ム で 教 育 を 受 け た 助 産 師 を 受 け 入れ る 施設側 の 特徴

大 卒 が 多 数 の 環 境 で は 、 職 場 へ の 適応 に 抵抗 が 少 な く 、 受 け 入れ側 も 次 第 に 慣れ 、 2 年

す る と で き る よ う に な る と い う 確信 も で き さ ら に 大 卒 の 新 人 を 安 心 し て 受 け 入れ る と い

う 良 い 循 環 が 出 来 上 が る 。

分 娩 件 数 が 多 い 施 設 で は 1 年 目 に 集 中 し て 分娩 介 助 に つ け る 方法 、 看 護 体制 上 、 混合

病 棟 な ど は 祷婦 ・ 新 生 児 ・ 婦 人 科 の 看護 業 務 を 経験 さ せ る な ど の 方 法 は 様 々 で あ る が 、 臨

床 の 実態 に 即 し た 改善 を す る こ と が 重 要 と 考 え ら れ 、 一 概 に ど の 方法 が 良 い と は 言 え な い。

し 、 ず れ に し て も 、 早期 の 評 価 の み な ら ず 2 ----- 3 年 し た ら で き る と い う 事 実 が あ る か ら に は 、

図 l に み ら れ る 斜線部 分 の 支援 の 仕 方 を あ せ ら ず に 過 ごす こ と が 重要 で あ ろ う 。 ま た 自 信

を つ け た 後 の 、 寄 り 添 う ケ ア と を 志 向 し て い る こ と は 、 質 的 な 改革 が 期 待 で き る と 示 唆 さ
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れ る 。 ま た 、 助 産 師 に あ っ て は 、 看護職のみ な ら ず 、 医 師 が 「 食 い つ い て j 学習 で き る よ

い人的資源 と な っ て い る こ と も 特徴 で あ る こ と を う ま く 活用 し た い。

一方、 5 年 も す る と 施設 内 で 目 標 ど すべ き ロ ー ルモデ、ルがみ あ た ら な い と い っ た 状況 が 訪

れた と き に 、 成長 で き る 選 択肢 を 用 意 で き る か、 ま た は他 の 選択 を 促せ る か ど う かが 、 職

場に適応 で き た 次 の 段 階 の カ ギ に な る と 考 え る 。 教員 も メ ン タ ー と し て 頼 ら れ て い る 実態

が 明 ら か に な り 、 大 学 と 就職先 の施設 と の連携 で 長 期 的 に (卒業 生 の 生涯 に わ た っ て ) 人

材 を 育て る と い う 考 え 方 が 必 要 で あ る 。

5 ・ 本研究 の今 後 の課題

期 間 的 に も 短 く 、 逐語録か ら の 分析 が 十分行われて い る と は い え な い 。 今 後 、 さ ら に

細部 に わ た っ て 、 例 え ば卒業年次 ご と の 分析や、 キ ャ リ ア の積み方 の 分析 を 行 う こ と が 必

要 で あ る 。 ま た 、 分娩件数や施 設 の 特 性 に よ る キ ャ リ ア 発 達 の 違 い が 推測 さ れ た の で 、 今

後 は そ れ ら を 質 問 紙調査等 に よ り 検討 し た い。

他 の 課程 の 卒業 生 と の 比 較 を 行 う こ と で統合カ リ キ ュ ラ ム 特 有 の 特徴 か ど う か を 明 ら か

にす る こ と も 残 さ れ て い る 。

謝辞
真 夏 の 助 産 実習 の 最 中 の お忙 し い 折 、 ご協力 い た だ け ま し た 看護 系 大学 の 母性看護 ・ 助

産学教育 関係者 に感謝 申 し 上 げ ま す。 お 蔭 さ ま で 、 104 名 と い う 助 産師の皆様 に 関 心 を 持 っ

て い た だ け た に も 係 わ ら ず 、 全員 の 方 に お会 い す る こ と が で き な く て 心 苦 し く 思 っ て お り

ま す。 次年度以 降 も 、 本研究 は続 き ま す の で 引 き 続 き お世話 に な ろ う か と 存 じ ま す。

ま た 、 今 回 イ ン タ ビ ュ ー を さ せ て い た だ き ま し た 42 名 の助産師の皆様 に は 、 短 い 時 間 に

も 様 々 な 思 い を 語 っ て 頂 き ま し た こ と に感動 し て お り ま す。

皆様 が 努 力 さ れ て い る 姿 に 、 ほ と ん ど が送 り 出 す側 に い る 助産教育研究 ・ 研究者 メ ン バ
一 一 同 が 、 基礎教 育 の あ り 方や臨床 へ の 橋 渡 し 、 そ の 後 の 成長 に 思 い を 新 た に 致す こ と が

で き ま し た こ と を 紙 面 で御礼 申 し 上 げ ま すc
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看護系大学 学科長 様

助産師教育担 当 責任者 様

「看護系大学の統合カ リ キ ユ ‘ラ ム における助産師教育の到達 目標に関する検討j

一看護系大学の統合カ リ キ ュ ラ ムにおいて助産師教育 を受けた助産師のキ ャ リ ア 開発過程の分析 ­

面接調査協力者紹介のお願い (依頼)

研究代表者 青森県立保健医療大学 新道幸恵

調査責任者 (研究分担者) 山梨大学 遠藤俊子

近年の少 子化社会 に よ る 母性形成及 び育児 に 関す る 社会 問題や高齢化社会 に よ る 中 高年女性の健

康問題の増加への対応な ど 、 看護師及び保健師の専門性の みな ら ず助産師の専門性 も 同時に備 えた看

護職の活動が不可欠 と な っ て き て い ま す。 現在、 新卒助産師の 中 で看護大学の卒業生 の 占 め る割合は

徐々 に増加 し、 平成 18 年の助産師国家試験合格者 1563 名 中 、 大学卒業者は 510 名 (32.6%) と な り

ま し た。 今後、 更 に学年進行 を 迎 え こ の数は増加す る と 見込 ま れま す。

助産師教育プロ グ ラ ム を も 含 め た 3 職種の統合カ リ キ ュ ラ ム の可能性を考え る た め に 、 f看護

系大学の統合カ リ キ ュ ラ ム に お け る 助産師教育の到達 目 標 に 関す る 検討J を 文部科学省 よ り 科学研究

費の助成 を い た だ き 実施 し て お り ま す。 そ の一部 と し て看護系大学の統合カ リ キ ュ ラ ムにおいて助産

師教育を受けた助産師の キ ャ リ ア 開発過程の分析を実施 したい と 考 えてお り ます。

過去に 貴大学の卒業生で助産師資格を得た卒業生の実態把握な ら びに 、 卒業生へのイ ン タ ビ、ユ

ー調査 を依頼す る 研究協力 のお願いいた し た く 存 じ ま す。

なお、 個人情報保護の観点か ら 以下の よ う な方法で ご検討いた だければ幸いに存 じ ま す。

1 貴大学で、 f助産師教育課程を取っ た卒業生J (平成 17 年 3 月 '"'-' 13 年3月 ) の 5 年間 の学生、

と平成 7 年 3 月 の卒業生の数をお教えください。 句リ紙1)

2 その該 当 学生に貴大学か ら研究協力 の可否に 関する往復葉書の郵送をお願いいたしたく

存じます。 (別紙2) 往復葉書の回収は、 本研究の実施者へと返送されます。
往復はがきにつきましては、 別紙1 にて、 卒業生の数を確認後にお送り 申 し上げます。 葉書筆耕のため の

賃金雇用 と致しまして、 時給 1αぬ 円 の賃金をお支払いさせていただきます。

3 了解の得られた卒業生には、 そ の後研究グループメンバーとの直接の交渉となり 、 貴学に

はご迷惑のかからない方法ならびに匿名 性を確保し、 データ処理をさせていただきます。

調査 に 関す る 質問 、 ご意見は下記の連絡先へ ご連絡 く だ さ い。

連絡先 山梨大学 遠藤俊子

TEL/FAX 0 5 5 - 2 7 3 - 8 1 7 9 

e-m包1 : toshikoe@vamanashi .ac 

司t「D



|資料1 -21
看護系大学助産師教育担当者 様

ご回答は以下の別紙 1 に ご記入 く だ さ い。

別紙 1 (卒業生数) 大学名 (

L信教
内訳

病院 診療所 地域 行政 教育 その他 寸十1一一一不一一明一一平成 1 8 年卒
平成 1 7 年卒
平成 1 6 年卒
平成 1 5 年卒
平成 14 年卒
平成 13 年卒

| 平成 7 年卒

ま た、 後 日 お送 り いた しま す研究協力の可否に関 しま し て も合わせて ご検討 く だ さ い。

口 卒業生へ の葉書の郵送は協力 で き る 。

口 卒業生へ の葉書の郵送 に 関 し て も っ と 詳 し く 知 り 、 協力 で き る D

連絡先 を お書 き 下 さ い。 電話 e-m但1
ど な た様に連絡をすれば宜 しし 、かお 書 き 下 さ いc

ご氏名

口 卒業生への葉書の郵送は協力 で き ない。
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先生

「看護系 大学の統合カ リ キ ュ ラ ム にお け る 助産師教育の到達 目 標 に 関す る 検討J

看護系大学の統合カ リ キ ュ ラ ム において助産師教育 を 受 け た助産師のキ ャ リ ア 開発過程の分析一

面接調査協力者紹介 な ら びに葉書の宛名 記載のお願い (依頼)

研究代表者 青森県 立保健大学 新道幸恵

調査責任者 (研究分担者) 山 梨大学 遠藤俊子

秋 冷 の 候 、 ご清栄 の こ と と 存 じ ま す。 平 素 は 格別 の ご高 配 を 賜 り 、 厚 く お 礼

申 し 上 げ ま す。

7 月 末 に ご依 頼 申 し 上 げ ま し た 過去 の 貴 大 学卒 業 生 の 実数調査 へ の ご協力 あ

り が と う ご ざ い ま し た 。 そ の 際 に 卒業 生 へ の イ ン タ ビ ュ ー調査へ の 可否 に 関 す

る 葉 書 の記載 の ご協力 も お 引 き 受 け い た だ き 、 ご担 当 の 先生 を ご紹介 い た だ き 、

感謝 申 し 上 げ ま す。 ま た 、 最初 の計画で は 8 月 中 に 卒業生 へ の 葉 書(研究協力依

頼)を お送 り す る 予 定 で し た が こ の よ う に 遅れ ま し て ご心配 を お か け い た し

ま し た こ と お詫び 申 し 上 げ ま す。

こ の 後 の 卒業 生 の ご紹 介 は 、 個 人情報保護 の 観 点 か ら 以 下 の よ う な 方 法 で進

め さ せ て い た だ き た く 存 じ ま す。

手順 [方法]
1 該 当 卒業生宛 てに 、 貴大学から研究協力 の 可否に 関する往復葉書 の郵送をお

願いいたしたく存じます。

ご依頼い た し ます 人 数は 、 住所なども 不 明 も 予想され ま す が 、 お 書き いただいた全数を送付さ

せていただき ました。 お 送 り し 、ただけま した人数をメ ール ・ あるいは郵送でお教え下さ い(別紙 A、

FD も 同 封しま した)。 依頼人数の 計算のため に必要となり ますのでお 手数ですが 宜しく お願い

致します。 (概ね 10 月 中 に作業をお願 い できた ら幸甚です。 )

尚 、 不 要 の葉書の返送 は必要ございません。

2 お 書き頂 く 際 の 、 作業にかかわ り ます賃金を些少でございますがお支払いを予定

して おり ます。 同 封 の 口 座振 替 申 出 書 、 報償 費執行伺 、 研 究補助 従 事 内 訳 書に記載の 上 、

ご返送 下 さ い。 不 要 の 方 は 、 提 出 いただく 必要はござ い ません。
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3 返信を頂いた卒業生の皆様 に は 、 そ の後 、 研究グループメンバーとの直接の交

渉と なり 、 貴学にはご迷惑のかからない方法ならびに匿名 性を確保し、 デー タ処理

をさせていただきます。

そ の た め に 、 万一住所変更 で返送 さ れ る 場合 は 、 貴大学 に な る こ と で 、 個 人情報が守

ら れ ま す。 従 っ て 、 葉 書 の 差 出 人の 記 載 が ご ざ い ま せ ん。 そ ち ら でお 書 き い た だ け れ ば

幸 いで ご ざい ま す。

ま た 、 調査 内 容 は 、 以 下 の 内 容 を 質 問紙 と 半構成式イ ン タ ビ ュ ー で 、 以 下 の 内 容 を伺

う 予 定 で お り ま す。

* 卒業 直後 か ら の 助 産師 と し て職場適応過 程 に お け る 苦労 し た こ と 、 嬉 し か っ た こ と 、

職場環境

* 助産 師 と し て の 専 門 性 の 成長 過程 に お け る 卒業 後 の 現任教育、 継続教育 の 受 講 な ど

* 個 人 的 な 生活や健康状態 の 変 化

* 助産 師教育への期待や要望な ど

本調査 に 関す る 質問 、 ご意見や相 談 は 下記の連絡先へ ご連絡 く だ さ い。

分担研究者 山梨大学 遠藤俊子
TEL/FAX 0 5 5 - 2 7 3 - 8 1 7 9 

e-m泊1 : ωshikoe@yamanashiac.jp 
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日目

同 意 書

「看護系 大学の 統合カ リ キ ュ ラ ム にお い て助産師教育 を

受 け た助産師の キ ャ リ ア 発達過程の 分析j に 関 わ る 調査

く 説明 事 項 >

1 . 研究 目 的

2 . 研 究 の 方法

3 . イ ン タ ビ ュ ー な ら びに調査票へ の 回答 に つ いて

4. 調査へ の 参 加 は 自 由 意 志 に よ る も の です

5 . 同 意撤 図 書 に つ い て

6 .  報告書 ・ 論文 と し て の公表 と 匿名 性の確保

7 . 相 談窓 口 に つ い て

【 協力 者 著名 欄 】

私 は 、 研究 の 参 加す る に あ た り 、 上記 の 事項 に つ い て 十分 な説 明 を 受 け 、 内容等 を 十 分

理解い た し ま し た の で 、 こ の研 究 に 協力 す る こ と に 同意 し ま す。

同 意 日 : 平成 年 月 日

協力者氏名 ( 自 著)

【 担 当 者 著名 欄 】

私 は 、 上記協 力 者 に 本研究 に 関す る 説明 を 十 分 に行 い 、 自 由 意志 に よ る 同 意が得 ら れた

こ と を確認 し ま す。

説明 日 : 平成 年 月 日

氏 名 :

本 同 意 書 は 、 本人 と 研究分担者 (代表 : 遠藤俊子) が 一部づっ保管 す る 。

市i￡U

 



回目

同意撤回書

私 は 、 「看護系 大学の統合カ リ キ ュ ラ ム に お い て助 産 師教育 を 受 け た助産師 の キ ャ リ ア

発達過 程 の 分析J 調査の実施 に 際 し 、 同研究 に つ い て の説明 を 担 当 者 か ら 受 け 、 参 加 に

す る こ と に 同 意 し ま し た が 、 そ の 同 意 を 取 り や め ま す。 よ っ て 、 以後 の情報の使用 は 取

り 下 げ ま す。

同 意 日 : 平成 年 月 日

撤回 日 : 平成 年 月 日

協力 者氏名 : ( 自 著)

本研究 に 関す る 同 意 は撤 回 さ れ た こ と を 確認 し ま す。

研究分担者 氏名

研究分担者 (代表) : 遠藤 俊子

〒 409・3898 山梨県 中央市下河東 1110 山 梨大学

医学工学総合研究部 臨床看護学講座

055 [273J 8 179 電話 ・ フ ァ ッ ク ス

本 同 意撤 図 書 は 、 本人 と 研究分担者 (代表) が一部づ、つ保管す る 。
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表 1 - ( 1  ) キャ リ ア開発に関する 図 書 ・ 文献の整理( 図書一 1 ) 
発行年| 筆者 文献情報

平井さよ子 : 看護職のキャリア
開 発 一 変革期 のヒューマンリ2002 1 平井さよ子 |
ソース マネジメント . 日 看協 ，
2002 . 

小野公一 : キャリ ア発達におけ
るメンターの役割 ー 看護師の2003 1 小野公一 |
キャリ ア発達を 中 心 に ー . 白 桃
書房 ， 2003 .

内容
・45 (キャ リアの定義) 筆者lま直面二おけ6車業生活を通じての百百棄現過程」 と 定義する。
. 45 ・46キャリ ア 開発とキャリ ア発達 は英語の 表記がCareer Developmentと 同 じ であ り ( 中 略 ) キ ャ リ ア発達と は 、 キャリ ア の 形成をあく
までも個 人 の 側 から捉えようとする概念である。 一方、 キ ャ リ ア 開 発 と は 、 個 人 の 成長発遣の 理論と 、 組織の 拡 充 ・ 発展を重視する理
論がうまく調和する相互作用 の構造を と る こ と にその 特質をみる こ と ができ る。
. 53 - 54キャ リ ア 志 向 と は 、 個 人 がキャリ アを形成していく上でたどろうとする 方 向 、 重視する事柄で あ る と い う 。 と り わ け 、 キャ リ ア 志 向
に 関わる研究 に 大 きな影響を 与えた理論と し て 、 グ ル ドナー( Gouldner，AWけ1 957， 1 958) が提唱し た ロ ーカ ル ( Iocals) と コ ス モポ リ タ ン
( cosmopolitans) の 分類がある。 こ れ は 、 ①組織の 忠 誠心、 ②専門職的技能および価値、 ③準拠集 団 、 とい う3つ の 変 数 か ら 潜 在 的ア
イデンテイティを分析したものである。 コ ス モポ リ タ ン と は 、 所属する組織へ の 忠誠心 は低 い が専門技術へ の コ ミッ ト メ ン ト が高 く 、 準拠集
団 は 組織の 外 に ある 人たち の こ とを 指す。 この 人たち は 自 ら の 職業価値を 重 ん じ 、 専 門 的な 自 己 究足 を 求 め る タ イ プであ る。 ロ ーカル
は働いてい る組織への 忠誠心が強く、 そ の た め 組織の 目 標 や価値を 自 分の もの と して 内 面 化し、 かつ組織の 中 で昇進する こと に 関 心
が高い。 言い換えれば、 準拠集 団 の 組織 内 に あ る組織人志 向 型 人 間である。 ( 中 略) 看護師の 中 に は 専 門看護師などに代表されるよ
う に学歴が高〈 自 ら の 専 門 的技能に価値を置き、 高く評価する 者 が 出 現 し てきている。 こ の タ イ プは 明 ら か にコ ス モポ リ タ ン と い え る。
. 60 - 6 1 女性にとって結婚や 出 産 、 育児などのライフイ ベン 卜がキ ャ リ ア 形 成 に 非 常に影響す る因 子である こ と が 明 ら か で あ る 。 ( 中 略)
女性にとってキャ リ ア の 受 け止 め か たと は 、 個 人 的成長、 自 己 充足、 満足、 他 人 に 対する 貢献、 自 分の や り た い こ と をや る こと 、 などで
ある。
. 65女性のライフコ ースは 「個 人 ・ 家族 ・ 職業」 の3側 面 か ら
. 68 r臨床実践能 力 と は何かJ という 問いで、 上 泉 はア メ リ カ と 日 本ではこの 能 力 の 捉 え 方 に 隔た り が あ る こ と を指摘している。 ア メ リ カで
は徹底した職務分析の結果 、 そ の職務を遂行す る こ と ができ る 能 力 ( 職務遂行能 力 ) が備わ っ て い る か ど う か が能 力 評価の基本的考
え 方 の よ うである。 し か し 、 日 本 の 看護組織 は 一 人 の 看護師に優れた看護ケア提供者や管理者 、 教育者な ど の 多 く の 役割 を 求 め る 傾
向 が強 い と い う の である。

- キャ リ ア発達 に 関 して は 、 ディセラ ー に したがって 、 個 人 の キ ャ リ ア の 探 索 、 確立、 成功、 到 達 に 貢 献する生涯に 渡る連続 した活動で、
あ る 、 と考えていくことする。
. 1 0シャインの 区 分 「 メ ンタ ー に 関 連す る 部分 J キャリ ア初 期 の 正 社 員 資 格 ( 1 7 - 30歳) : 助 言者 ・ 支援者を見つ ける。 正 社 員 資 格 ・ キ ャ
リ ア 中 期 ( 25歳以後) : 助言者と の 関 係を批判 的 に 考 え 、 他者の助 言者になる準備をする。 キャ リ ア 中 期 の 危機 ( 35 - 45歳) : 他 者の
助 言 者 に な り たい という欲求をもち 、 助 言 者 関係を生み 出 す 。 非指導者 役 に あ るキ ャ リ ア 後 期 ( 40歳 か ら 引 退まで) ・ 助 言者にな り 、 他
者を動かし、 導き、 支 持 し 、 また、 彼 ら に 対 して責任を負うようになる。
. 1 4 r 図 1 - 2 キャ リ ア満足感と職務満足感j ( 初期 に 想 定 し た 関 連 図) / 1 M 図 1 -4 キャリ ア満足感と職務満足感j ( 新 しい モデル)
. 1 5  - 1 6キ ャ リ ア の 成 功 は 、 組織や職業を 過 し て の 個 人 の 達成や進歩の 主観的お よ び客観的な側 面を含んでいる。 また、 ウ ェ イ ン ら は
「キャ リ ア 成 功 は 、 主観的およ び客観的次元で定義され る と してもよい。 客観的なそれ は 、 賃金や昇進の 割 合 の ような測定 可能な観察
できるキャリ ア の達成を含んでいる。 そ れ に 対 し て 、 主観的なキャ リ ア の 成 功 は 、 彼も し く は 彼 女 の キャ リ ア に従 業 員 が抱く達成感や満
足感と して定義される 。 そ れ ら は 部 分 的 に は客観的な指標に基づいている 。 j と 述べてお り 、 そ こ に あ げられた具体的な、 賃 金 、 昇進、
達成感や満足感が、 そ の 決 定 要 因 で あ る と してよいであろう。
. 24誰 がメンターか . 近年 の 傾 向
・ 1 70キャ リ ア の 移行期にいる新入 者 に 、 い か に 能 力 がな い か を確認させ て 不 安 に 陥れた り 、 居場所を与えない と い う ア プ ロ ーチ は 、 新
人 の 社会化を遅ら せ 、 キャ リ ア発達を大きく 阻害する と し て 良い。
. 1 93看護師の キャリ ア発達での 問 題 点 は、 看護師の 資格を得た瞬間 に 目 に 見 え る キ ャ リ ア発達の段階を示す一里塚の ような里程標
が、 ほ と んどなくなる ことである。
. 1 94 - 1 95 (使命感の醸造がキャリ ア選択に影響してきた) その 一方で、 偏差値の輪切 り の 中での 看護系大学などの教育機関選択 が行
われ、 その結 果 と し てと り あ えず看護師と して 入職する 人も増えて く る こ と が予 想される。 その ような時、 使命感に頼っただけの キャ リ ア
発達に期待する こ と に は 限界があ る も の と 思われる。
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発行年

2003 

2004 

2004 

1 992 

葦者

エ ドガ-H.
シャイン

勝原裕美子

坂 口 桃子

パ ト リ シ ア ・
ベナー

表 1 - ( 2) キャリ ア開発に関する図書 ・ 文献の整理( 図 書 - 2)
λ肱'1育報 内容

. ， は しがき( 金井) あ らためてキャリ ア を 自 分で切 り 拓く 」 と の 大 切 さ に 気づかされるというケースもあ るでしょう。 」れまで、 キ ャ リ アをデ
ザインするなどという 大それた発想をもたなくても、 ( 後略)
. 1 序 ( シ ャイン) あなたのキャ リ ア ・ アンカー( 傍点 ) と は 、 あなたがどう しても犠牲に し たくな い 、 また あなたの ほ ん と う の 自 己 を象徴す
る、 コンビタ ン ス ( 訳注 有能さや成果を生み 出 す能 力 ) や動機、 価値観に つ い て 、 自 分 が認識してい る こ と が 檀 合 的 に組み 合 わ さ った

エ ドガ-H.シャイン( 金井毒宏 もの です。 ( 中 略) あなたが現在どの ような仕事、 ど の ようなキャ リ ア につ い て い た と しても、 仕事に対する指 向 、 動機、 価値観、 そ し て 才
訳) : キャリ ア ・ アンカー・ 自 分の 能 に つ い て の 自 覚 をより 明確に理解 してお け ば、 キャ リ ア にまつ わる将来の意 思 決 定 は 、 も っ と 容 易 にな り 、 よ り 納得いくもの になるで

ほんとうの価値を発見 しよう . 白 しよう。

桃書房 . 2003 . ' 5キャリア 指 向 質 問票( Career Orie ntation Inventory) こ の 質 問 票 は 、 コ ン ビ タ ン ス ( 成 果 につながる 有能さ) 、 動機、 価値観につ い
て 、 あなた 自 身 の 考えを深めてもらうこ と を 目 的 に しています。 ( =辛 採 点 結 果 か ら 以 下 の 8 つ の キャ リ ア ・ アンカー の タ イ プが 分 か る よ う に
な っ て い る )
' 2ふ 26キャリ ア ・ ア ンカーの種類 専 門 ・ 職能別コ ン ピタ ンス/ 全般管理コ ン ビ タ ン ス / 自 律 ・ 独立 / 保 障 ・ 安 定 /起業家 的創造性/
奉 仕 ・ 社会 貢献 /純粋な挑戦/生活棟式

勝原裕美子 : 専門職業人として . 8金井1::よるキャリ ア の 定量 金弁書宏 は 、 生涯発達心理学の 視 点 を 内 包 し つ つ 、 ホールと は異なる次の ようなキャ リ ア の 定義を提

キャリ ア形成をい か に行うか ， 唱している。 「成人 になってフルタ イム で働き始め て 以降、 生活ない し 人 生 ( life) 全体を基盤に して繰 り 広 げられる長期 的 な ( 通 常 は何
十 年 にも及ぶ) 仕事生活にお ける具体 的な職務 ・ 職種 ・ 職能で諸経験の 連続と 、 ( 大 きな) 節 目 での 選択が生み 出 していく 回顧 的な意 | 

pp.2 - 3 . キャ リ ア と は何か ， キャ 昧づ け ( と り わ け、 一 見すると連続性が低い経験と経験の 聞の意味づ けや統合) と 、 将来構想 ・ 展望 の パ ターンJ 0 ( 勝原 は 看護職に適
リ ア 開発 . pp.5 - 1 9 . 討論 : キャリ 合すると評価)
ア 開発の考え方の 多様性と選 ' 1 2キャ リ ア ・ デザイン( career design) と は 、 自 ら の キ ャ リ ア計画を立てることであ り 、 自 己 責 定 と 目 標 設 定 の 継続 的なプロセスで ある。択 . p.39 ; 井部俊子 ， 中 西 睦子 ( =争 キャリ ア ・ アンカーの考え方 に進展する)
監修 : 看護にお ける人的資源活
用論 . 日 看協 . 2004 .

坂 口 桃子 : 女性のキャ リ ア 開
' 28 - 29キャ

る
リ ア

事
開
柄

発
Jで

二
あ
一

る
ズ
。

と
シ

キ
ャ

ャ リ ア 志 向 キャリア志 向 と は 、 太 目 撃によれ町個 人 がキャ リ ア の 上 で辿 ろ う と す る 方 向 、 キ ャ リ ア の l
上 で重視す イ ン は 、 キ ャ リ ア の 諸決定 を組織化し制約する 自 己概念をキャ リ ア ・ ア ンカー( career anchor) と呼ん

発 ， 看護職のキャ リ ア 開 発 ， だ。
pp.20 ・35 ; 井部俊子 ， 中 西 睦子 崎護職にお け るキヤ 吋 向 の 何プの特徴以、 「 安 定 性 」 を選択す制大半を 占 め 「 管 理 的能 力 J がき わ め て 低い傾 向 が l
監修 : 看護にお け る 人的資源活 指摘され て いる ( 坂 口 の 研究結果←文献坂 口 ( 1 999) 参照) 。

用 論 . 日 看協 ， 2004 .

技能修得に 関 す る ド レイファスモデ ル の 看護への適用
パ ト リ シア ・ ベナー( 井部俊子他 ステージ ， : 初 心者 Novice
訳) : ベナー看護論 - 達 人ナー ステージ2 : 新人 Advanced Beginner 
ス の 車越性とパ ワ ー 医学書 ステージ3 : 一 人前 Competent
院 . 1 992 . ステージ4 : 中 堅 Proficient

ステージ5 : 達 人 Expert



発行年 筆者

1 980 田 尾雅夫

1 999 川村尚也

1 999 坂 口 桃子

ER 

2004 中 岡 亜希子

表1 - ( 3) キャリ ア開発に関す る 図 書 ・ 文献の整理( 文献- 1 )

文献情報
田 尾雅夫 : 看護婦におけるプ口
フェッショナ リ ズム態度構造 . 病
院管理 ， 1 7(4) : 289 - 296 ， 
1 980 . 

川 村 尚 也 : ス ヘ.シャ リ λ ト の 成長と
チームづく り . OPE nursing ， 1 4  
(4) : 53 ・ 60 ， 1 999 . 

坂 口 桃子 : 看護職のキャリ ア ・ デ
ベ ロ ップメント に関する実証的研
究 ー ケア リ ア 志 向 のタイプと形
成時期 . 日 看管会誌 ， 3(2) :  52 ・
59 ， 1 999 . 

中 岡E希子他3名 : 大卒の 看護
婦が認識している J看護実践能
カ ー 短大 ・ 専門学校卒者との 比
較 ・ . 日 本看護学教育学会誌 ，
1 4(2) : 1 7 ・ 25 ， 2004 .

内容
つ
- プ

の
ロ

態
フェッシヨナリ ズム を 測 定するための 変散と して30項 目 が工夫された。 」れ は 、 Hall( 1 968) に よって提示

直 吉
され

， 4
た
) 天

ブ
職
ロ フ

と
ヱツシヨン由5 I 度特性、 すなわち 、 1 ) 外 部 的 な職能 団 体 へ の 準拠、 2) 同僚による統制、 3) 公共へのサ ーヴィスの 信 しての 内 面

化、 5) 自 律性の行使について、 Sn izek( 1 972) が操作 変数化を詰みた も の を 参 考 に し な が ら ま と め たもの である。
結 果 的 に は 、 Hallの 指摘したような細 分化された次元の 抽 出 はできず、 奉仕性、 自 己 実現性、 自 律性という3つ の 因 子を得た。 ( 奉仕

性が 大きな説 明分散を持ち、 自 律性 の 因子が小さい。 )

- チームの 中 で成長する 若手のスペシャ リ ス トにとって一番大切な」 と は 、 異なる分野の スペシャ リ ス ト や 先輩たち と一緒に働く」とを
学び、 チームの 中 で成長してい くこ と 、 チーム の 中 で 自 分の 本 当 の 専 門 能 力 を 身 につ け磨 き 上 げ 、 チーム の 一 員 と して 仲 間 か ら期 待さ
れる役割 に応え、 ( 中 略)
- 初心者から新人、 そ して一人前へ(ベナー)

. (シャインに基ヲ乙研究) 1 病院看護部 の 協 力 を得て調査を行った。 その結果、 看護職のキャ リ ア 志 向 に は 、 「 安 定 性 」 、 「他者 へ の 傘
仕 」 、 「専 門 的 ・ 職能的能力 」 、 「 自 立性、 「創造性と 企業家精神j の5パターンが確認された。 キャリ ア 志 向 の 形成 は 、 多 く の 場 合 1 0年前
後におよぶ実際の 仕事経験を必要と していた。

. (要 旨 ) 大卒看護師の 看議実践能 力 に つ い て 、 看護基礎教育 と 実践能力 の 関連性、 そ の 影響要 因などを短大及び尊門学校卒の看護
師と比較することに よ り 、 明 ら か に す る ( 中 略) 日 本版か DS、 1 1 0名 の 看護師。 1 ) 大卒看護師の 実践能 力 は 、 短大及 び専 門学校卒者よ
り 低 かった。 2) 短大及び専門学校卒者では、 実践能 力 と 専門科 目 習 得 度 に 関連性がみられなかったが、 大卒者で は 、 実践能 力 の 計
画/評価 と専門科 目 の 地域 間 後 の 聞 に 関連性が見 られた。 3) 大卒者の実践能力 に影響する要 因 と し て、 専 門 科 目 習 得度と職場の 満
足感が抽 出 された。
. Schwirian，P.M.( 1 978) は、 実躍能 力 と し て リ ーダーシップ、 ク リ ティ カ ルケア、 教育/協 力 、 計画/評価、 人 間 関 係/コ ミュニケーショ
ン、 専 門職的発遣の6つ の構成要素を抽 出 して い る。 こ の 実践能 力 に影響する要因 と して 、 Welches ，L.J. ら ( 1 974) は、 年齢と経験、 知性
と 知能、 職務満足感と専門職的成長の 機会、 社会的イメージ 、 地位、 そ して 、 実践能力 の 自 己評価 を 挙 げている。
. ( 考察) 米 国 の 大卒看護師の 実践能力 に つ い て 、 6 - DSを使用 したMcCloskey，J .C.( 1 983) やCarreon，S.H.( 1 990) の 研究結果では、 大
卒看護師が短大及び専門学校を卒業 した看護師に比べて 、 「 リ ーダーシップJ 、 「教育/協 力 」 、 「計画/評価 j など の 実捜能 力 の高い
こ と が報告されているが、 本研究では 「 リ ーダーシップJ の 実践能力 が低い傾 向 を示 した。 ( 経験年数の低さ大卒4.4年、 他5年)
. Failla，S.( 1 999) と Nelson，L.F.( 1 978) は 、 大卒看護師の 自 己評価と他者評価の 差異が、 短大や専門学校を卒業 した看護師よ り も 小さい
ことを指摘 している。 こ の こ と に基づいて考えると、 本研究に お い て 大卒看護師が実践能 力 が低かった背景 に は 、 大卒の看護師が 自
己 の 実践能力 を適正 に評価する一方で、 短大 や専 門学校を卒業した看護師の 方 が 自 己評価が高い傾 向 にあ る こ と が推定される。 ( 他
者評価を行っていないので今後検討)
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木村千里

酒井郁子

湯浅美千代

木村千里 : 病院勤務助産師の
キャリ ア 開発 に関する研究 一 能
力 開発に焦 点 を 当 て て ー . 日 本
助産学会誌 ， 1 6 ( 1 ) : 5 ・ 1 4 ，
2002 . 

酒井郁子 ， 湯浅美千代 ， 佐藤ま
ゆみ ， 大室律子 ， 佐藤種子 . 看
護 系 大卒者の 特徴と育 成 ・ 活用
に 関する看護師長の 認識 . 看
護管理 ， 1 3(7) : 51 7 ・ 522 ， 2003

湯浅美千代 ， 酒井郁子 ， 佐藤ま
ゆみ ， 大室律子 ， 佐藤種子 : 看
護師長が期待する役割と 育成 圃
活用 に 関 して 取 り 組みた い こ
と 看護管理 ， 1 3(7) : 523 - 527 ， 
2003 . 

( 要約) 職場に おいて 自 己啓発の もと 十分に 能力 を 開発 しえたと 思われる助産師の キャ リ ア 開発過程に お ける能力 開発の 内容や方
法 ・ 時期 を 明らかに する 目 的で、 本研究を行った 。 その 結果、 助産師の 能力 開発の 内容や方法 ・ 時期と して、 以 下の 1 0項 目が 抽 出 さ
れた 。 (1)実務の 基本を習得するζと に よ り得た 仕事に 対する 自 信 (2)成長の きっか けと なる 良い先輩 ・ 上 司と の 出会い (3)責任者や
担当者などの 権隈の 委譲 (4)院内外研修に よるそれまでの 学びの 保証 (5)業務の 改善や仕事の 追及 (6)院外ネッ トワ ーキング活
動 的教 育 ・ 指導的な役割の 獲得 (8)活動の 場を 変えた こと に よっ て知った 新た な業務の 意味 但)ライフイベン トの ク リ ア (10)管理者
と しての 役割への 適応 この こと か ら助産師の 能力 開発を促すた めに 、 個 々の 助産師の キャ リ ア ・ ニーズをもと に 管理者や組織が 課
題や機会を提供すること の 必要性が 示 唆された 。
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国公私立大学附属病院を併せた 381 施設を 対象と し、 それぞれの 施設に
おいて、 直接現場で いる師長各1 名に 協力 を依頼した 。 381 人の うち 1 81 人 か ら 回答 を得た 。 ( 回
収率47.5%)
- 調査 内 容 : 師長がと らえている看護系大卒者の 資 質上の 特徴および実践上の 特徴、 卒後1 -3年 目の 看護系大卒者への 教育
- 育成に 関する師長の 認識と 課題、 卒後4年 目 以上の 看護系大卒者の 活 用に 関する師長の 認識と 課題、 看護系 大卒者に 期待 する役
害。
- 看護師長が 大卒者の 資質上良い 点と してあげている項 目 は 、 論理的思考の 展開に 関するものが多い.
- 一 方、 悪い点と して挙 げ られている項 目 は 、 実践行動の 意思決定に 関連する事柄
- 看護系大卒者の 実際の 実践能力に ついて は、 長期 的な変化を客観的に 評価すること が 課題

上 記調査の 後半部分

ーーー」ー'ーーーー輔副
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表 ， - ( 5) キャ リ ア開発に関する図書 ・ 文献の整理( 文献 - 3 )
勝原裕美子 : 看護師のため の
キャリ ア 論《第2 回》キャ リ ア と は
②キャリ ア ・ アンカーとキャリ ア ・
デザイ ン . 看護実践の科学 ， 30
(5) : 62 ・ 66 ， 2005 .

勝原裕美子 : 看護師の た め の
キャリ ア論《第6 回 》看護 ワ ール
ドへ の 参 入③プ リ セプタ ーシップ
再考 看護実践の 科学 ， 30
( 1 0) : 62 ・ 66 ， 2005

勝原裕美子 : 看護師のため の
キャリ ア論《第 1 0 回 》看護師とし
て の 成長①一 人前になる . 看護
実践の科学 ， 31 ( 1 )  : 60 ・ 63 ，
2006 . 

勝原裕美子 : 看護師のための
キャリ ア論《第 1 1 回 》看護師とし
て の 成長②臨床能力 の 差別
化 . 看護実践の 科学 ， 31 (2)  : 
60 ・64 ， 2006 .

の でそちらに 異動するように 命じられれば、 これまで 自分が 培っ てきた 専門性が 発揮できないように 感じられ、 やる気を損なわれてし
まうか も しれない。
- キャ リ ア ・ アンカーは、 キャリ ア選択の 際の 指針に も 制約に も なると 言われている( Schien，1 990，p. 1 2) 。
- どの ように キャリ アを歩むべきか を具体的に 考えること を 、 ここではキャ リ ア ・ デザインと 呼ぶこと に しよう。
- キャ リ アをデザインするという意識が あるのと ないのと では決定的な遣いが ある
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みは、 プリ セプタ ーシップではなく、 チュータ ーシップ( 決まっ た相談相手がいて 、 相談や
支援を求めること が できるが 、 一緒に 勤務でケアをするわけではない)だと いう指摘も あるように 、 プリ セプターシップとは別の 制度を
採用すればいいの でだと 割 り 切れ ば、 むしと げん場に 即した 教 育 ・ 指導体制の 見直しと 整備が 進むように思われる。

( 勝原が手がけているプロフェッションフッ ドの 研究の 一部か ら ) rあなた は 自分 を一人前の 看護師だと 思いますか 」
- 看護師と して相 当 年 数の 経験を経なけれ ば、 自分 を f 一人前」と は 呼べないような傾 向が あるようだ。 ベナーは、 「一 人前と は、 同 じ状
況も しくは、 類似した 状況で2....... 3年仕事を しているナースに よっ て代表されるJ ( p. 1 8)と 述べているが 、 その くらいの 年数ではと ても で
はないが f 一 人前Jという 自 覚に は至らない。 あらた めて、 ベナーのいう一 人前と の 遣いが わか る。

他人がいくら 自分の こと を 「 一 人前Jだと 評価しても 、 自分 で 自 覚する 「一 人前Jと はもっと 遠くて重たいものの ようだ。
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は次の ようl さを評価してい こよると 、 看護師が 何カ に は 自分の 内なる独 自の 基準と
目の 前の 現象と が 比較されると いう。 その 際、 経験の多かった 看護師に は 、 患者の 体の 内側か らの 理解を行い、 それを 予 測に つなげ
るという特徴が ある こと を示している。 また 別の 研究では、 看護ケアの 経験を積むこと は単に 回 数を重ねること ではなく 、 習得した こと
を 自分の 中で統合させ、 それまでと は異なる判 断や深い洞察が 可能に なること だと ( 中 略) これらの 例か らわか るように 、 経験を積む
こと が 、 臨床能力の 向 上と 密接な関係に あること は 間違いなさそうだ。 しか し、 両者の 関係が正 比例ではないと いうこと が論点と なろ
つ。
- ク リ ニカ ル ・ ラダー( clin ical ladder) は 、 直訳すると “ 臨 床の 綿子 ( は しご) "と なるが 、 梯子を畳るかの ように 臨床実践能力 に段階が あ
ること を 示 した もの で、 看護師の キャ リ ア発遣を支援する仕組みの 一 つである。 ( 中 略)たと えば、 日 本看護協会が 開発した クリ ニカ
)v ・ ラダーでは、 署聾実践能力 ( 基本的な看護技術か ら専 門 的 ・ 高度な看護実践能力 まで) 、 組織的役割遂行能力 ( チームや看護部 |
肉 、 医療施設 肉 、 地域、 職能 団体等での 役割遂行能力 ) 、 自 己教育 ・ 研究能力 (技術専門職と しての技能を高め、 科学的追及を行う
能力 )の 3領域が 認定されている。 そしてその 臨床能力 は レベル I か らNまでの 4段階が ある。
. ( ラダーの 共通点) 臨床能力 を4つに分 けている 点である。 4段階の 根拠は、 一斉を風摩した P.ペナーの 考え方が 元に なっ ている こと

が多い。 ( 中略) しか し、 次の 段階への 移行プロセスを考えると 、 その 間隔 は決して等間隔ではない。
. r新人Jか ら 「一人前J への 移行( 中 略〉 比較的スムーズだと 考えられる。 しか し 「 一 人前Jか ら f 中 堅」 への 移行は、 女性の ライフサイク |
ルの 中 で結婚や 出 産を考える時期に あた るた めに多 少の 足踏みが ある。 ( 中 略) r 中 堅」か ら 「達人Jへの 移行と なると 、 さらに 高い
ハ 一ドルが 予 想される( 図参照) 。 この 図を紹介 している文献では、 断層を登りきるた めに は 、 その 時期に 合った サポー トが 必要だと し |
て お り 、 それはそれで納得できるが 、 そ も そも 前提と なっ ている4段階が 妥 当か どうかに ついて は触れられておらず、 一考の 価値が あ
ろ う。 ( 中略) なぜ、 4段が よいの だろ うか 。 もっと 言うと 、 なぜベナーの 考え方が 一番いいと 思ったのか ( 中 略) 日 本の 看護師の 臨床能
力が おしなべて4段階で説明できること や、 その 4段階で十分 に看護師の キャリ ア発遣を支援する指標に 成り 得るのか を考えたと き に 、
. ( 英 国の グレード制)
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勝原裕美子 : 看護師のための
キャリ ア論《第 1 2 回》 看護師 とし
ての 成長③エキスパ ートへの道
の り 看護実践の 科学 ， 31  ( 3) 
60 - 64 ， 2006 . 

勝原裕美子 看護師のため の
キャリ ア論《第1 3 回 》看護師とし
ての 成長④プ 口 フェッションフッ
ド 看護実践の科学 ， 31 ( 4) : 
44・ 48 ， 2006 .

勝原裕美子 : 看護師のための
キャリ ア論《第 1 6 回 》看護師の 壁
③結婚そ して 出 産 . 看護実践の
科学 ， 31 (7) : 54 -58 ， 2006 . 

勝原裕美子 : 看護師のための
キャリ ア論《第 1 8 回》 看護師の再
選択①コミットメント . 看護実践
の 科学 ， 31 ( 1 0) : 54 ・ 58 ， 2006 .

勝原裕美子 : 看護師のための
キャリ ア論《 第1 9 回》看護師の再
選択②新たな役割へ の 挑戦 .
看護実践の科学 ， 31 ( 1 1 ) : 58 -
62 ， 2006 . 

勝原裕美子 : 看護師のため の
キャリ ア論《第20 回 》看護師の再
選択③ジェネラ リ ス トとスベシ ャ
リ ス ト . 看護実践の 科学 ， 31 
( 1 2 ) : 50 ・ 54 ， 2006 .

勝原裕美子 : 看護師のため の
キャリ ア論《第20 回 》看護師の再
選択④学ぶ . 看護実践の科学 ，
31 ( 1 3) : 50 ・53 ， 2006 .

. ( 経験の 質が問われる) 先 天 的 L 才能 に 恵 ま れ た と い う だ けでなく、 質 の 高い経験を積み重ねながら 時間 を か け て 日 々 努 力 す る 」 と で
エキスパートに近づくという仮 説が成 り 立 つ とすれば、 個 人 の 努 力 だ けではなく、 質 の 高い経験をどう保置するかがキャリ ア発達を支援
する側 に 問 われ る こ と になる。 ( 中 略) し か し 、 それ らを組織と し て ど の よ う に保誼 し 、 実際的な 支 援 に して い く か は課題となろう。

-ブロ フェッショナIJ天五と は、 ある 専 門職が ど の よ うな性質か ら成り 立 っ て い る の かを表わす。
れ
そ

る
の

私
一

た
方

ち
で

自
、

身
プ ロ フェッションフッ ド は 、 尊

門職メンバー の 一 人 一 人 の 特質に着 目 してお り 、 看護という鏡に最も大切な姿と し て 映 し 出 さ の イ メージなのだと。 つ ま
り 、 プ ロ フェッショ ナ リ ズ ム は 社会がその 職業をどの ような視 点で専門職と して みなすの か ど う か が焦 点で、あ り 、 プロ フェッ シ ョ ン フッ ド は
その専門職の メンバー一 人一 人 が 自 分たち の 職業をど の よ う に 引 き 受 けて い る の か が注 目 される。

. Grenhaus&Beute l lによる仕事と家庭の 問 の 葛 藤 ( work- fami ly confl ict) を紹介/時間 L ま つ わ る葛藤/負担感に ま つ わる葛藤/行
動にまつわる葛 藤の3種類
. ( 結婚後にライフスタ イ ル に 合 わ せ て 勤 務 を 変 え る こ と ) こ れ ら の 選択 は “ 仕事を時間で切 る " こ と が根底にある。 そ の た め 、 勤務時間
に囚 われずに 、 専 門職と して知識や技術を伸 ば した り 、 少 し でも 良 質のケアを提供 した り するた め の エ ネ ルギーや 時間を 捻 出 す る こ と
が難し い の で はない か ( 中略) 知識や技能の 医事 ・ 向 上 が 求 め られる専門職のキャ リ ア 発 達 に お い て は 、 働き方を調 整 す る と い う こ と
が、 時間の調整だけにと どま らず専 門職と し て の あ り よ う にま で 関 わ っ て く る と い う こ とだ。

- コ ミットメン ト ( commitment) の 語源 は 、 rcom = す べて」 を rm ittere = 送る 」 で、あ り 、 転 じ て 委 託 、 献 身 、 制約、 傾倒 などを意味するように
なった。 ( 中 略) 自 己 の 李 英 気を顧みないで力 を尽く す こ と ( 献身) が看護師 と し て 求 め られる態度 であ り 、 仕事 に 心 を傾 け て 烈 中 するこ
と ( 傾倒) が看護の 美徳と して看護 師 は 教 育 される。
. ( 何 にコミットメン 卜するか) 看護と し づ 仕事と組織コミッ ト メ ン ト 司 ロ ーカルとコスモポ リ タ ンを紹介

- 役書Ij の移行 ・ 変 化 に つ い て論述

- スペシャリ ス トと は 、 特定の領域において車越し た技能や知識を発揮できる人。 ジェネフ リ ス ト は 、 広 く 多 方 面 に技能や知識を発揮する
人。
. ( 山 崎 の 定 義) r従事 した領域で直接クライ エ ン ト に 対 し て 質 の 高 い 看護サービスを提供すること を志 向 する看護職者を言う。 組織内 の
看護提供システム の 改 善に寄与 し、 そ の成 果をクライエン ト に還 元 し て い く 責 任 を 負う J と 定 義されている た め 、 質 の 高 い 看護サービス
を提供 しなか っ た り 、 システムの 改善成果をクラ イエン ト に還元する 責 任 を 負 お う と しなかっ た り す る 人 は 、 看護師で は あ ってもジェネラ
リ ス トでもスペシャ リ ス トでもない と い う こ と だ。
- 院 内 専 門 看護師と 米 国ナースの 多様なネーミングを紹介
. ( ジェネ ラ リ ス ト にもスペシャ リ ス ト にも新米からベテランまでいる)

- 生涯学習 と キャ リ ア ( レピンソン 、 エ リ クソンの生遅発遣の 考 え 方 か ら )



第N章 第 3 班報告

「外国 の 大学にお け る 助産師教育プ ロ グ ラ ム ータ イ 王国の助産師教育か ら の学びJ

I は じ め に

平成 17 年度 文部科学省研究費補助金 (基盤研究 ( c ) ) 企画調査 学士課程の看護統合 カ リ

キ ュ ラ ム に お け る 助 産師教育プ ロ グ ラ ム 開 発 の た め の 準備調査 の 第 3 班 の研究 と し て 、 外国 の 大

学 に お け る 助産師教育 プ ロ グ ラ ム に つ い て 調査 を 行 っ た。 こ の調査 の 目 的 は諸外 国 で は 、 ど の よ

う な看護教育制度 を 持 ち 、 そ の 中 で ど の よ う な助産師教育 プ ロ グ ラ ム を展 開 し て い る か を 調査す

る こ と は も ち ろ ん の こ と 、 日 本 と 同 様 な助産師教育 プ ロ グ ラ ム を展 開 し て い る 国は な し 1 か を 調査

し 、 そ こ か ら 日 本の助 産 師教育 の あ り 方 を 検討す る と い う こ と で あ っ た。

平成 1 7 年度の 調査企画研 究 に お い て 、 私た ち は タ イ 王 国 が 日 本 と 同 様 に 看護教育 を 大学教育

で行い 、 4 年制 の 中 に看護教育 と 助 産教育が統合 さ れ行われて い る こ と を 知 っ た。 そ こ で 、 文献

を 通 し て の 調査 と 平成 18 年 3 月 タ イ に赴 き 、 2 箇 所 コ ン ケ ー ン 大 学 、 マ ヒ ド ン 大学での助産教育

の あ り 方 の リ ア リ ン グ. を 行 っ た 。 そ し て 、 タ イ の看護教育の 変遷、 看護教育 と 助産師教 育 の 統合

の経緯、 助 産 師免 許 は学生全員 が 国家試験受験後 に 得 る こ と が で き る 資 格 で あ る こ と な ど を 1 7

年度文部科学省研究費補助金 ( 基盤研究 ( C ) ) 企画調査成果報告 書 で報告 を 行 っ た。

18 年度 は 、 17 年度 の 調査 を ふ ま え 、 さ ら に タ イ の看護 系 大学 の カ リ キ ュ ラ ム よ り 、 ど の よ う

な統合カ リ キ ュ ラ ム に な っ て い る か を 明 ら か に し 、 日 本の そ れ と 比 較 を 行 う こ と と し た。

E 研究 目 的

1 . タ イ の看護 系 大学 の カ リ キ ュ ラ ム を 知 り 、 そ の 中 で助 産 師教育 の カ リ キ ュ ラ ム が ど の よ う に

統合 さ れ て い る か を 明 ら か に す る 。

2 . タ イ の 助 産 に係 る 実習 要項 を 入手 し 、 助 産 師教育の 目 標 は ど こ に 置 かれ て い る の か、 そ し て

ど の よ う に 運営 さ れて い る の か を 明 ら か に す る 。

E 研究方法

1 . 資料

1 ) マ ハ サ ラ カ ー ム 大学 シ ラ パ ス

2 ) マ ハ サ ラ カ ー ム 大学看護学部看護学科 周 産期 家族看護学実習 要項

マ ハ サ ラ カ ー ム 大学 : マ ハサ ラ カ ー ム 大 学は 1968 年 マ ハ サ ラ カ ー ム 教育大学か ら 出発 し 、 1994

年 に タ イ の 22 番 目 の 大 学 と し て マ ハ サ ラ カ ー ム 大学 に名 称変 更 を 行 っ て い る 。 今 回 の使用 し た

看護学士課程 の カ リ キ ュ ラ ム は 1985 年 に 改訂 さ れた も の で あ る 。

2 . 翻訳

入手 し た カ リ キ ュ ラ ム は 、 全 て タ イ 語で書かれて い た た め 、 タ イ 語 を 日 本語に翻訳す る 作業 か

ら 行 っ た 。 こ れ は 、 タ イ 語翻 訳 の 業者 に 委託 し た 。 タ イ 語の委託業 者 は 医 療 専 門 の翻訳業者 で は

な い た め 、 科 目 名 が 日 本語 と し て 分 か り に く い も の が あ っ た が 、 そ の 用 語 に 関 し て は 、 こ ち ら で

推測 し 、 分 か り やすい科 目 名 を 割 り 当 て た。

3 . 分析方法

- 70 ー



カ リ キ ュ ラ ム の 内 容 に つ い て 、 丁寧 に記述 し て し 1 く 、 ま た 日 本の保健師助 産師看護 師法の指定

規則 内 容 等 と 比較 し て 示す。

4 . 倫理 的配慮

マハ サ ラ カ ー ム 大学看護学部学部長 よ り 、 今 回 の研究の趣 旨 を説 明 し 、 カ リ キ ュ ラ ム を使用 し

た い こ と を 説 明 し 、 同 意 を 得 、 日 本語 に翻訳 し研究資料 と し て使用 した。

N 結果
1 . 日 本及 び世界 の 主 な 助 産 師教育制度

日 本で は 、 助 産 師 国 家試験受験資格 を 得 る た め の助 産 師養成教育機関 と し て複数の コ ー ス が あ

る 。 そ れ は 、 看護学校 ( 3 年制課程) +助 産師学校 ま た は短 大 専攻科 ( 1 年制) 、 看護系大学 (4

年制) 、 看護系大学 (4 年制) +看護大学専攻科 ( 1 年 制 ) 、 看護系 大学 (4 年制) +看護系修士課

程 ( 2 年制 ) 、 看護系 大 学 ( 4 年制 ) +専 門職大学院 ( 2 年制 ) で あ る 。 平成 1 7 年 4 月 現在 で の

助産師養成施設数は 1 4 6 施設 と な っ て い る 。 そ の 内 訳 は 大 学院 2 校 、 大 学専攻科 1 校、 大学 87

校 、 短期 大学専攻科 22 校、 養成所 34 校 で あ り 、 助産師の養成校の 半数強が看護 系大 学 の 教 育 に

な っ て い る 。 ま た 、 助 産 師国家試験の 新卒受験者 の 30% 強 が 大卒者 と し づ 数値 も あ り 、 今 、 助産

師教育は 大学教育 に 変 わ っ て き て い る と 見 る こ と も で き る 。

他 方諸外 国 で は 、 助 産 師 に免許 を え る コ ー ス ( 国 に よ り 免許 の 与 え 方 が 異 な る ) が 、 助 産 系 大

学 ( 4 年制 あ る い は 3 年制 ) 、 看護 系 大学 ( 4 年制 あ る い は 3 年制 ) +看護系 大学院 ( 2 年制 ) 、

看護学校 ( 3 年制 ) +助 産学校 ( 1 年制 ) 、 看護系 大学 ( 3 年制 ) ダブルデ、 グ リ ー (看護+助 産)

で 4 年間 、 看護系 大学 ( 4 年制 ) が あ る 。 特に先進 国 を 始め 諸外 国 で 主流 と さ れ る の は 、 助 産 大

学 い わ ゆ る ダイ レ ク ト エ ン ト リ ー と 看護系 大学+看護 系 大学院で、の助 産 師養成で、 あ る 。 そ の 中 で 、

タ イ は唯一 日 本 左 同様 に 4 年制看護 系 大学 の 中 で 、 統合カ リ キ ュ ラ ム と し て 、 助 産 師 を養成 し て

い る 国 で あ る 。

さ ら に 、 看護系 の 教育 は ど の 国 に お い て も 一制 度 に 統 一 さ れて い る こ と は少 な く 複数 の 教育制

度 で教育が行われて い る 。

2 . タ イ の看護 系 大 学 の カ リ キ ュ ラ ム

1 ) 卒業要件 単位数

表 1 に 示す も の は 百四 Nursing Council in Thailand が指定す る 看護 系 大学 の卒業要件 の 単位

数 で あ る 。 内 訳 と し て 、 一般教養 単位数 を 30 単位以 上 と し 、 社会科学系 6 単位以 上 、 人文科学

系 6 単位以 上 、 語学 6 単位以 上 、 自 然科学 6 単位以 上 と し て い る ま た 専 門 基礎科 目 は 24 単

位以 上 、 看護 専 門 科 目 70 単位 以 上 、 自 由 科 目 は そ れぞれの大学 で 自 由 に設 定 で き る 科 目 で あ る 。

合計 130- 1 50 単位 内 で収 め る よ う に な っ て い る 。

マ ハ サ ラ カ ー ム 大 学 で は 卒 業 要 件 単位 数 を 143 単位 、 一 般 教養群 34 単位 、 専 門 科 目 群

103 単位 の う ち 、 基礎科 目 31 単位専門科 目 72 単位 、 自 由 選択科 目 6 単位 を 配 当 し て い た。

-Eムワt



表1 タイの 看護系大学のカ リ キュラム 内訳

2 ) 専 門科 目 群

要事学6単位以上
人文科学6単位 以上
語学 6単位以上
自 然科学6単位以上

表2 専門科 目群-基礎科 目 3 1単位
事{) 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0001 0 1 0 0 1 0 1 1  

- 生化学(3 )
・ 薬理学 1 ( 2 )  
. 薬理学 II ( 2 )  
・ 解剖学(4)

・ 生理学(3)
・ 人閉め発達とヘルス

表 2 に は 、 開 講 し て い る 専 門 科 目 群 の 基礎科 目 名 と そ の 単位数 を 示 し た。 日 本 と 同様の基礎科

目 で あ る こ と が 分 か る 。 そ の 中 で も 寄生 虫学 2 単位 と い う の が特徴 的 で あ る 。

専門科 目 103 単位 の う ち 、 基礎科 目 が 3 1 単位で、 看護専門科 目 は 72 単位 で あ る 。 こ れ は さ ら

に 理論 49 単位、 実習 23 単位 と な っ て い る 。 そ れぞ、れ の 内 訳 に つ い て 表 3 、 表 4 に 示 し た。

表3 看護尊門科目 72単位
理論 49単位

ωi ， ミーt1π�柿荷tdd 1 0 1 1 
看E圏直羽・ (2)

・ セルフケア蛤 (2)
・ ヘルスアセスメン ト ( 1 )
. 基礎看陣学 (4)
. 看護倫理 (2)
・ 看鐙f商事量 ( ' ) 
・ 看燈研究原諸 ( 1 ) 
. 宥畿研究 ほ)
- 看鍾.費量{?}， 百RÁ.様司� U3)
. 諸島入義援学窓 (�)
. 司監察審厳司祭鴇主

小兜看虚牢 1 ( 2 )
小 児 者 騒" 0 (2)  
周 産期..看橿値踊 ( 1 )
周 産 矧 章旗宥11掌 1 ( 3 )  
周度期憲厳司E橿掌 0 (3 )

表4 看護専門科目 72単位
指01 1 0 0 1 0 1 01 0 1 1 0' 00引 引3里親 23単位

- 成人看護学実習 1 (1 ) 

. 成人看護学実習 n (2) 

. 成人看護学実習 m (3 )

. 専門看護実習 (3)

小児看護学実習 I (2) 
. 小児看護学実習 窓 (2)

- 周産期家族看護学実
習 II (3)  

・ 輔神看護学
・ 地場看護学実
・ 周.期家族看

習 I (2) 

こ の 単位数 が 日 本の 単位数 と 同様 の も の で あ る か ど う か に つ い て は 、 参考 に タ イ の 単位の換算

の仕方 に つ い て 示す こ と と す る 。 講義の場合は 1 週 1 時 間 で 1 セ メ ス タ ー 15 時 間 ( 1 5 回授業)

と な っ て い る 。 演 習 科 目 の 場合 1 週 間 2 - 3 時 間 、 1 セ メ ス タ ー 30-45 時 間 で 1 単位 と な る 。 実習

科 目 の場合、 1 週 間 4 - 6 時 間 、 1 セ メ ス タ ー60-90 時 間 こ れ を 1 単位 と し て い る 。 1 時間 が実質

時間で あ る と す る と 、 例 え ば 日 本の場合の よ う に 90 分 を 2 時 間 と 換算 し て い る も の と 比較す る

と 、 1 単位 の授 業 時 間 数 は そ れ ほ ど 変 わ ら な い と 考 え こ と が で き る 。

日 本の 母性看護学及 び助産 学 に係 る 予測 さ れ る 科 目 は 、 周 産期家族看護学概論 ( 1 ) 、 周 産期 家

族看護学 1 ( 3 ) . II  ( 3 ) の 計 7 単位、 周 産期家族看護学実習 1 ( 2 ) 、 周 産期 家族看護学実習

II ( 3 ) と な っ て い る 。 理論 7 単位 105 時 間 、 実習 は 5 単位 300 時 間 '"'"'450 時 間 と な っ て い る 。

3 ) 学年別配 当 科 目

表 5 、 表 6 、 表 7 に は 4 学年ま で の 学年別配 当 科 目 が あ ら わ さ れ て い る c 模形 の配 当 科 目 に

な っ て い る 。 ま た 、 理 論 が 終 わ る と 実 習 と い う よ う に な っ て お り 、 例 え ば、 2 年夏期 で成人看護

学 I の理論 を 学習 し 、 そ の 期 間 内 に成人看護学 I 実習 が行われ、 3 年前期 で は 、 成人看護学 E の
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理論、 そ し て 成人看護学実習 E と い う よ う に な っ て い る 。 ま た 、 科 目 の配 当 順番 が 、 成人、 老年、

小児、 精神、 母性、 地域 の 順番 に な っ て い る 。 さ ら に 、 成人看護 学 が 理論 も 実習 も 単位数が 多 く

配 当 さ れ、 次 に 多 い の が 周 産期 家族看護学に な っ て い る 。

意7 学年到の配当科 目 (3)

3 . タ イ の看護 系 大学の周 産期家族看護実習 に つ い て

日 本の 母性 及 び助 産実習 の 統合 実 習 と 推 測 さ れ る 周 産期 家族看護学実習 に つ い て の 実習 の

目 的及 び実習課題 に つ い て 、 実習 要項 よ り 示 し た。 実 習 は周 産期家族看護学実習 I と H に 分かれ

て お り 、 そ れぞれ 3 単位 の実習 が 行 われて い る 。 開講 さ れ る の は 、 表 6 で示す よ う に 3 年 の夏期

で あ る 。

表 8 、 表 9 に は 周 産期家族看護学実習 I に つ い て示す。 こ こ で は お も に 妊娠 ・ 分娩 ・ 産祷の 正

常経過 に つ い て 実習 を す る こ と に な る 。 実習課題で示 さ れて い る よ う に 各 1 例 の ケ ー ス ス タ デ ィ

ー を 行 う 。 看護過程 の 展 開 を 各実習 場 で、行 っ て い る よ う に推測 さ れ る 。 日 本 で行われて い る 継続

ケ ー ス が横断 的 ケ ー ス ス タ デ ィ ー で あ る と す る と 、 タ イ で は縦断的 ケ ー ス ス タ デ ィ ー の つ な ぎ あ

わせ を し て い る よ う に 見受 け ら れ る 。

主 に こ の 3 週 間 で 、 10 例 の 妊婦 の 妊婦健診 を 行い、 正常分娩 5 例 を 見学 し 、 3 例 の 産婦 の 間接

介助 、 3 例 の産 婦 の 直接介助 を 実習 期 間 に 行 う こ と が 課題 に な っ て い る 。 少 な く て も 分娩の場面

に 立 ち 会 っ て い る こ と に な る 。
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分娩科で実習を行い、 産構00竹 嘱側酌喝母親管費『舞号
でそれぞれ対象 ( 1
量の展開港寸る

過している妊婦10名の健診を行う 皿
常分娩を見学する _.. 
常分娩の間接介助を行う 園
常分娩の分娩介助を行う ・ � .1.き

し 、 集団指導を最低1 圏忽 '.L.山手
一 一

滑記:公

実習課題表9
表8 周産期家族看護学実習 I 正常編

目 的
妊娠前の 家族の健康問題を査定し、 支慢できる

妊娠、 分娩、 産情期 にある女性の健康
出 することが出 来る

3 妊娠、 分娩、 産構期にある女性の鍵
対し、

1 
2 

表 10 、 表 11 は 、 周 産期家族看護学実習 E の 目 的 と 実習 課題が示 さ れて い る 。 実習 E では異常

編 を勉 強す る よ う に組み立て ら れ て い る 。 こ こ で、 の 実習 課題 はハイ リ ス ク 妊婦 の健診 を す る こ と 、

あ る い は 5 名 のハイ リ ス ク 妊婦 の 分娩 に 立 ち 会 う 。 可 能 で あ れば、 産科手術であ る 吸 引 分娩 、 帝

王切 開 の 介助 を 実腕す る と あ る 。 ま た 、 機会が あれば、 新生児 の蘇生 の補助 ま た は見学す る と あ

る 。

表11 実習課題
- 手Ff画調、 掛川. 分鵬、 産傷病棟において期

的1 1 ω1嘗鯖輔�，翌��展�}j鵠宅、 産賃声棟計3人}についての
ケーススタァィのレポートを作成する

・ グループ別にケースカンファレンスを実施する
. 学生1人につき量低1回は集団教育を実施する
・ 合併症あるいはハイリスク妊鋤3名 と正常鉦婦u・

診を実錯する ..... 
・ 最低2回の家族計画を立てる . 
・ 3名 の正常分娩の介助を実施する 圃

分繊細において合併症のある女性5名
最.z件母塵斜手続の介助を実施(l準家むい3
機会がお瀬，tま、 事誕生j

. 会鋳議議議事調ー-

考察
1 . 助 産 の統合カ リ キ ュ ラ ム 日 本 と タ イ の 比較

日 本で は 、 保助看 法 の 中 の保健師助 産師看護師学校養成所指定規則 に お い て 、 基礎助産学 6 単

位 、 助産診断 ・ 技術学 6 単位 、 地域母 子保健 1 単位、 助産管理 1 単位 、 助産学実習 8 単位 の 計

22 単位 と な っ て い る 。 例 え ば、 あ る 日 本の 大学 で は 、 助産学原論 1 単位 、 助産診断学 2 単位 、 助

産技術学 3 単位 、 助産管理論 2 単位 、 育児支援論 1 単位 、 助 産学実習 5 単位 を特別に助 産必須の

科 目 と し 、 そ の ほ かは 1 年'""' 4 年 ま で に 行 われ る 教養教育お よ び専 門 教育の科 目 で読み替 え し て

統合 を 図 っ て い る 。 同 じ よ う に タ イ の 場合 を 考 え る と 、 周 産期家族看護学概論 1 単位 、 周 産期 家

族看護学 1 3 単位、 周 産期家族看護学 II 3 単位 、 周 産期家族看護学実習 1 • II が助産に 関連す る

科 目 と 考 え ら れ る が 、 日 本の 基礎助 産 学 に相 当 す る 部分 、 地域母子保健、 助産管理 に 関 す る 部分

は 4 年 間 の 教養科 目 、 専 門 基礎科 目 、 看護専門 科 目 、 自 由 科 目 の 中 で読み替 え て行われて い る と

見 る こ と が で き る 。 日 本の 指 定規則 の 大枠 の 内 容 は 、 タ イ の カ リ キ ュ ラ ム を 見 て も 、 科 目 名 で見

る 限 り に お い て は 、 十 分に カ バー し て い る と 見 る こ と が で き る 。
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2 . 統合カ リ キ ュ ラ ム の 中 で の カ リ キ ュ ラ ム の 内 容

日 本の助産学 の テ キ ス ト 、 日 本 の母性看護学 の テ キ ス ト を 見 る と 助産 師の役割拡大、 母性看護

学 の 内 容 の拡 大 が 起 こ っ て い る 。 例 え ば、 平成 15 年 3 月 26 日 医政局長通知 「看護師等養成所 の

運営 に起案す る 指導要領 に つ い て j で は 、 助産師教育 の 基本 的 な 考 え 方 と し て 、 1 . 妊産縛婦お

よ び胎児 ・ 新生児 の健康水 準 を診断 し 、 妊娠 ・ 出産 ・ 産縛が 自 然 に 安全に経過 し 、 育 児 が ス ム ー

ズに行 え る よ う に援助 で き る 能力 を 養 う 。 2 . 女性 の 一 生 に お け る 性 と 生殖 を め ぐ る 健康問題に

つ い て 相 談 ・ 教育 ・ 援助活動 が で き る 能力 を養 う 。 3 . 安 心 し て 子 ど も を 産み 育 て る た め に 、 個

人お よ び社会 に と っ て 必要 な 地域の社会資源の活用 や調整 を 行 え る 能力 を 養 う と し て い る 。 こ こ

で は 、 正 常な妊娠、 分娩、 産縛、 育児 の過程 を援助 で き る と い う こ と 、 女性の 生涯 を 通 じ て の健

康 に係 る こ と が で き る 。 と い う こ と が 大 き な 目 標 に な っ て い る 。 タ イ の カ リ キ ュ ラ ム を 見 る 限 り

に お い て は 、 4 年次 で 求 め ら れて い る の は 、 正常な妊娠、 分娩、 産縛、 育児 の過程 を 辿 る こ と で

あ る 。 日 本 で扱 う 女性 の性 と 生 殖 に かかわ る 健康問題 の 分野 で あ る Women's Health に 関 し て は

修士課程 あ る い は卒後 教育で扱われて い る 。 タ イ で は 学部 で の助産教育 は周 産期 に範 囲 を 限定 し

教育 さ れ て い る と も 考 え る こ と が 出 来 る 。

3 . 実習 等 に か か わ る 統合 カ リ キ ュ ラ ム

日 本 の看護系 大学の卒業生 は看護 師 、 保健師 の 国家試験受 験資格 を 全員 得 る こ と が 出 来 、 さ ら

に助産 師 に 関 し て は 一 部 の 学 生 が 国家試験受験資格 を 得 る こ と が 出 来 る 。 他方 タ イ で は学 生 は 卒

業 時 に 看護師、 助 産 師 の 国 家試験受 験 資格 を 全員 が得 る こ と が で き る 。 保健師 に 関 し て は 、 歴史

的 に 別 立 て の教育 に な っ て お り 、 The Nursing Council in Thailand で は 日 本 の保健 師 に 相 当 す

る 職種 に 関 し て は 関 与 し て い な い。 し た が っ て 、 地域看護学 の 教科 目 お よ び実 習 を履修す る が 、

それ が そ の ま ま 日 本 の よ う な保健師 国 家試験受験資格 が 得 ら れ る シ ス テ ム に は な っ て い な い。 あ

る 意 味 で 、 日 本 の看護系大学 は看護職 の 3 免 許 同 時取得 の 統合カ リ キ ュ ラ ム を 目 差そ う と し て い

る の に 対 し 、 タ イ は 同 じ 4 年 制 で も 看護 師 と 助産師の み の 2 免許の 同 時取得の統合カ リ キ ュ ラ ム

を行 っ て い る と 見 る こ と が で き る 。

実習 の 中 身 を 見 る と 、 実 習 の 分娩介助例数 は 日 本に お い て は 10 例程度(妊娠 7 ヶ 月 未満 の分娩

を 除 く )、 タ イ は 正常産 3 例 と な っ て い る 。 し か し 、 そ の ほ か に 分娩 見学 5 件 、 間接介助 3 件 が課

さ れ て い る 。 日 本の 10 例程度 は、 妊娠 10 ヶ 月 の 正 常 産 の 直接介助 10 例 と い う の が 概ね共通の

見解 に な っ て い る 。 し か し 、 そ の 10 例 ま で に は 間 接介助 も 含 め て 多 く の 分娩 に 遭遇 し て お り 、

そ の経験 は タ イ の 学生 よ り 多 い 可能性 が あ る 。 タ イ で は 、 見学、 間 接介助 を 含 め て 分娩 に 遭遇す

る 機会 は 11 件 と い う こ と に な る 。

4 . 卒後 教育 と の 関係

原則 日 本 の 助 産 師 国 家試験 受 験資格 の レベルは、 最 近 専 門 職大学院、 大学院、 大学専攻科 レベ

ル が 出 て き て い る が 、 助産師学校養成所 か学部 レベルで、 あ る 。 そ し て 、 そ の ア ドバ ン ス と し て看

護協会 が 認 定す る 専 門 看護師 (母性) が あ る こ れ は 、 国家試験受験資格 を え る レベルで、 は な い 。

母性看護 の 分 野 で 専 門 看護師 と し て の働 き が 求 め ら れ て い る 。 2004 年 よ り タ イ の 2 大学で大学

院の 中 に Advanced midwifery program を 開 講 し は じ め たc こ れ も 日 本 と 同 様 に 国家試験受 験資

格 レベルで、 は な く 、 既 に免 許 を 取得 し て い る も の が 入 る コ ー ス で あ る 。 日 本 と 共通 の 考 え 方 と し

て は 、 国 家試験受験資格 レ ベ ル が 学部教育で、行われ、 そ れ以 降の 上 級 を 大学院教育で行 う 形 を と

っ て い る 。
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5 . タ イ か ら の 学び

日 本 の助産師教育 の 統合 カ リ キ ュ ラ ム の 困難 さ を指摘 す る の は 、 1 . 10 例 と し 寸 分娩介助実習

を短期 間 内 で完結 さ せな け れ ば な ら な い と い う こ と で あ る 。 それ に よ っ て 学生 の 分娩介助技術 を

含 め た助 産 師 と し て の 実践能力 が低下 し て い る 。 2 . 指 定規則 で課 さ れ た 22 単位 を 4 年 間 の 中

に盛 り 込 む の は難 し い 、 入 り き ら な か っ た場合、 読み替 え を す る が こ の 読み替 え に よ っ て 、 授業

の 内 容 が 希薄化 し 、 学 生 が 助 産 に 関連す る 知識 を 十 分 に 習 得 で き な い。 こ れ ら が ク ロ ー ズア ッ プ

さ れ て い る 問題 で あ る 。

タ イ と 日 本 の 看護 系 大学 の 比較 で 見 え て き た こ と は 、 4 年 間 の修 業 時 間 は タ イ の 方 が長 く 、 タ

イ に は前期、 後 期 の ほ か に 夏期 と い う 時間 が あ り 、 日 本 の 大学の年 34 週 の 授業 時間 数 に プ ラ ス

ア ル フ ァ の 時 間 数 が組み込 ま れ て い る 。 ま た 、 日 本 の よ う に 3 免許取得 で は な く 、 2 免許取得の

統合カ リ キ ュ ラ ム と な っ て い る 。 日 本 の助産師教育 の 基本 的 な 考 え 方 の 中 に 、 女性 の 一 生 に お け

る 性 と 生殖 を め ぐ る 健康問題 に つ い て 相 談 ・ 教育 ・ 援助活動 が で き る 能 力 を 養 う と い う こ と が あ

る が 、 タ イ の 学部教育 で は 、 こ の こ と つ い て は含 ま れ て い な い。 あ く ま で も 周 産期 に あ る 女性 と

家族 の支援 で あ る 。 学部で 求 め ら れ て い る 助産師教育 の 範 囲 が 日 本 よ り 狭い と 考 え ら れ る 。

こ こ ま で を ま と め て み る と 、 タ イ の 助産 を統合す る カ リ キ ュ ラ ム の運営 が 、 時 間 的 に 内 容 的 に

余裕 を 持 っ て 運 営 が さ れ て い る と 見 る こ と が で き る 。

1 ) タ イ の カ リ キ ュ ラ ム 研究 か ら 見 え て く る 課題

(1) 実習形態

タ イ の 大 学 の 実習 形 態 は 、 日 本の よ う な 基礎看護学実習 は な く 、 成人看護学実 習 で 日 本 の 基礎、

成人看護 学 を 包 括 し て い る よ う に 見受 け ら れた。 し た が っ て 、 成人看護学実習 が 2 年生 、 3 年生

でそれぞれ し E と い う 形 で実習す る こ と に な る 。 も う 一 つ特徴 と し て 、 日 本は 理論 を 全てや り 、

そ の 後 に 実習 は ロ ー テ ー シ ョ ン を組 ん で、行 っ て い く が 、 タ イ は 、 理 論 を 学 ぶ と そ の理論 に 関 す る

実習 が 学生全員 に 同 時期 に行 われ る 。 学生 た ち は 理論 ・ 実習 、 理論、 実習 と い う よ う に 大学で決

め ら れた 順序性 に よ っ て 実習 を 行 っ て い く が 、 周 産期家族看護学は 3 年前期 ・ 後期 に か け て理論

の学習 を し 、 3 年夏期 に 全員集 中 し て 実習 を行 う こ と に な る 。 非常 に興味深 い形態 で あ り 、 タ イ

の こ の よ う な実習 の形態の学生 の実践能力 と い っ た 場合の メ リ ッ ト 、 デ メ リ ッ ト を 調査 し て い き

たい

(2) 助産関係 の 実習 の 目 標 を ど こ に お い て い る の か

実習要項 を 見 る 限 り に お い て 、 正常 と 異 常 に 分 け 実 習 を行 っ て い る 。 ま た 実習 3 例 と 分娩見学

実習 で学生 の 卒 業 時 の 到 達 目 標 を ど こ に お い て い る の か に つ い て は 、 今 回 の 要項 だ け で は 見 え て

こ な か っ た た め 、 さ ら に 調 査 が 必要 で あ る 。

(3) 統合カ リ キ ュ ラ ム で必 要 な助産 に 関す る 知識 は 提供 さ れ て い る か

周 産期家族看護概論、 周 産期家族看護学 I 、 周 産 期家族看護学 H に お い て 、 日 本の助 産診断学 ・

技術学の女性の 一 生 の 性 と 生殖の健康問題 の 一 部 は な い が 、 それ以外は網羅 さ れ 、 日 本の よ う に

母性看護学 と 助 産 学 の 違 い 、 区別 を つ け る こ と な く 内 容 は カ バ ー さ れ て い た そ れ以外の も の は 、

日 本が読み替 え と い う 形で 、 対処す る よ う に そ の ほ か の教科 目 で補 われ て い る 。

(4) 統合カ リ キ ュ ラ ム が助 産 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 削 ぐ か

日 本 の場合、 看護師 と 保健師 の統合カ リ キ ュ ラ ム は既に 確 立 さ れ て お り 、 看護 系 大 学 で は全員

の学生が 2 免 許 の 国家試験 を 同 時 に 受 け る こ と と な る 。 こ こ で、 保健師の 国家試験の 合格率 が悪

い こ と が 問題視 さ れ て い る c そ の 理 由 と し て 、 保健師 の 仕 事 に 興味 を 持 て な い ま ま 、 保健師 と し
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て の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も て な い ま ま 、 国家試験 に 臨 む た め 、 合格率 を 悪 く し て い る と い う 説 も

あ る 。 同 様 に タ イ の助産の統合カ リ キ ュ ラ ム は 、 全員 に助 産 師 の 国 家試験受 験資格を 与 え る こ と

に な る が 、 助 産 師 と し て の意識 を 持 た な い ま ま 国家試験 を 受 け る と い う こ と も 考 え ら れ 、 こ の 動

機付 け の低 さ が 国家試験合格率 を 下 げ る と い う こ と が 日 本 の保健師 の よ う に 予 測 さ れ る が そ れが

ど の よ う で あ る か調 査 が 必要 で あ る 。

以 上 、 今年度 は タ イ の 看護 系 大学の シ ラ パ ス か ら 助 産統合 カ リ キ ュ ラ ム を 知 る に い た っ た。 今後

は 、 さ ら に 内 容 を 深 め 、 学生 の助 産 関係 の到 達 目 標 、 病院、 地域で望む新卒者 の レベルは ど の よ

う な も の か に つ い て 、 現地で の調査 を 基 に 深 め て い き た い 。
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